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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　あんたはあたしの契約精霊！






　穏やかな木漏れ日の射さし込む、閑しずかな森の中。

　ちゃぱあっ。

　と、そんな水音が響きわたる。

　カミトは──

　ぽかん、と口をあけ、その場に立ちつくした。

　女の子だ。目の前に全ぜん裸らの女の子がいる。

　しかも可愛かわいい。めちゃくちゃ可愛い。

　大きく見開かれた紅玉ルビーの瞳ひとみ。艶つややかに濡ぬれた桜色の唇。

　ミルクみたいになめらかで、まぶしいくらいに白い肌。

　池の水面に立つ、すらりと細い美び脚きやく。

　そして、なによりも目を惹ひくのは──

　華きや奢しやなガラス細工のような肢し体たいにはりついた、燃えるような真しん紅くの髪だ。

　ただし全裸。

　すっ裸。

「……」

　カミトの背筋を、つーっと冷たい汗が伝った。

　ヤバイ。全ぜん裸らヤバイ。

　……ッテイウカ、ハヤク逃ゲロヨ。

　理性はたしかにそう告げている。

　だが、身体のほうが動いてくれない。

　正直、見惚れていた。あまりに現実離れした、その光景に。

　女の子は──

　濡ぬれた綺き麗れいな目をパチパチさせ、ふいにあらわれた闖ちん入にゆう者しやの姿を見つめている。

　きょとん、とした表情。まだ状況が呑のみ込めていないようだ。

　膨らみかけの小さな胸を隠そうともしていない。

　ぴちゃん。

　少女の前髪から水が滴った。

　その音に、カミトはハッと意識をとりもどす。

「あー、えーっと……」

　カミトは、こほんと咳せき払ばらいした。

　立ち尽くす少女の裸体から、わずかに視線を逸そらし、
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「なんつーか、事故みたいなもんだろ、これは。おたがいにとっての不幸な事故だ」

　このとき、カミトはふたつの致命的なあやまちを犯した。

　ひとつは無論、その場でつまらぬ釈しやく明めいなどをはじめたことだ。最善の選択は、少女が呆ぼう然ぜんとしているうちに、さっさとその場から逃げることだった。

　そして、もうひとつは──

「まあ事故とはいえ、その、君のそんな姿を見てしまったことは、謝る。すまなかった」

　ここまではいい。が、その直後。

「けど安心してくれ。俺おれは健全な男子だ。そういう趣味はない。俺は──」

　と、女の子の膨らみかけの小さな胸に目をやって──

「子供の裸には興味ないから」

　盛大に地雷を踏み抜いた。

「……」

　凍えるような沈黙。

　女の子は──

　無言で、紅あかい髪のまとわりついた腕をすっと持ちあげた。

　肩が小刻みに震えている。

　それが寒さのせいではないことに、カミトは気づかなかった。

「十六──」

「え？」

　少女の唇から洩もれた小さなつぶやきに、カミトは眉まゆをひそめる。

「あ、あたしはっ、十六歳っ！」

　叫んだ瞬間、少女の紅い髪がぶわっと逆立った。

「なっ!?」

　カミトは驚きよう愕がくに目を見開き──

「十六!?　って嘘うそだろ、十六でそんな残念な胸って──」

　ハッとして口をつぐんだ。

　が、もう遅い。

「……許さない」

　少女が底冷えのするような声でうめいた。

「ぜ、ぜったい許さないわ……こ、ここ、こ、この覗のぞき魔、変態、淫いん獣じゆう！」

「よく知ってるな、淫獣なんて言葉……」

　カミトが半はん眼がんでつぶやいたそのときだ。

「ん？」

　……ふと気づく。森の木々がざわめいていることに。

（風か？　いや、これは──）

　──紅あかき焔ほのおの守護者よ、眠らぬ炉ろの番人よ！

　──いまこそ血の契約に従い、我が下もとに馳はせ参じ給たまえ！

　少女の可か憐れんな唇から紡つむがれる、流りゆう暢ちような精霊語の召喚式サモナル。

　刹せつ那な。空気の爆はぜるような音と共に、少女の手に炎の鞭があらわれた。

（──精霊使いか！）

　カミトは胸中で叫んだ。

　精霊使い──この世界とは別の次元層に存在する〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉。

　そこに棲すまう精霊と契約を結んだ姫ひめ巫み女このことだ。

　精霊使いは様々な属性の精霊を使役し、その力を自在に振るうことができる。

　どうやら、目の前の少女は炎属性の精霊と契約を結んでいるようだ。

　少女が精霊使いであることそれ自体は、そう驚くことでもない。

　なにしろここは、帝国中の優秀な精霊使いが集まる場所だからだ。

（──にしても、まさか、精霊魔装エレメンタルヴアツフエまで使えるとはな）

　元素精霊界に棲まう精霊をこちらへ召喚するときの形態は、大きく分けて二つだ。

　ひとつは、質量がなく不定形の神威カムイの塊かたまりとしてあらわれる原形態。これはたんに精霊の力だけを喚よび出だすもので、精霊魔術などを行使する際の貯蔵庫バツテリーとして使われる。

　もうひとつは、精霊の存在の一部をそのまま喚び出す純化形態だ。

　こちらは膨大な神威を必要とする上に制御が難しいため、これができるのは精霊使いの中でもひと握りしかいないといわれている。しかも、この少女はただ精霊を使役するのではなく、より高度に最適化した精霊魔装として使役しているのだ。

（……ってことは、あれ？　いまひょっとして俺おれ、命の危機なのか？）

　はたと思いつき、カミトの頬ほおがひきつった。

　灼しやく熱ねつの炎の鞭フレイムタンが池の水面に触れ、じゅっと白い蒸気が噴きあがる。

「い、い、いい度胸……」

　少女が、震える声でうめいた。

　顔を赤らめているのは、怒りか、それとも羞しゆう恥ちのためか。

「ほほ、ほんとにいい度胸、このクレア・ルージュの水浴びを、の、覗のぞくなんて……」

「ま、まて、誤解だ！　話せばわかる！」

　カミトはあわてて首を振るが、

「言い訳は聞かないわ。消し炭になりなさいっ、この変態っ！」

　燃えさかる炎の鞭が、池の水面を舐なめるように振るわれた。

「うおっ!?」

　カミトはとっさに近くの茂みに身を投げだした。

　間一髪。頭上を薙なぎ払はらう炎の鞭フレイムタン。

　紅あかい残ざん滓しが閃ひらめき、あたりの木々がまるで冗談のように切断される。

　切り株の断面は驚くほど滑らかで、焦げ痕あとひとつついていない。

　斬撃が速すぎるため、炎が燃え移る間もないのだ。

　カミトの前髪が、はらりと舞い落ちた。首筋に冷たい汗が浮かぶ。

（……えっと、冗談だろ？　こんなとこで死ぬのか、俺おれ？）

　ヒュッ、ヒュンッ──森の中を縦じゆう横おう無む尽じんに舞う真しん紅くの斬ざん閃せん。茂みはあっという間に薙ぎ払われ、身を隠す場所を失ったカミトはあわてて飛びだした。

「よけるな変態っ、当たらないじゃない！」

「無む茶ちや言うなっ、あと俺は変態じゃねえっ！」

　叫んだカミトの足もとに鞭むちが振り下ろされ、激しい火花が散った。地面に跳ね返った鞭はあさっての方向へしなり、森の木々を容赦なく切断する。

　不幸中の幸いといえるのは、少女──クレアの狙ねらいがそれほど正確でないことだ。

　なにしろ片方の手はあの残念な胸を隠すために使っているし、もっと大事な部分を隠すために池に屈かがみこんだ姿勢になっている。もっとも、そんな姿勢でもそれなりに鞭を使いこなせていることを考えると、本来の技量は相当なものなのだろうが。

「このっ、変態のくせに生意気っ、おとなしく消し炭になりなさいっ！」

「変態じゃねーって言ってるだろ！　っていうか」

　カミトは立ち止まって振り向くと──

　さっきから気になっていたことを指摘した。

「おまえこそちゃんと隠せよ。指の隙すき間ま、微妙に隠しきれてないぞ」

「……え？」

　瞬間。クレアの表情が凍りついた。

　そして──

「きゃあああっ！」

　真まっ赤かになった彼女は妙に可愛かわいらしい悲鳴を上げ──

　ぎゅっと両手で胸を抱きすくめた。

「あ、ばか！」

　カミトは思わず叫んだ。

　手を離れて制御を失った炎の鞭が、彼女の背後に立つ木を、スパッと切断したのだ。

　ゆっくりと、斜めにずり落ちてくる巨木の幹。

　だが、クレアは気づいていない。羞しゆう恥ちに目を閉じたまま裸の胸をかき抱いだいている。

（くそっ──）

　とっさに、カミトは地面を蹴けった。

　池に向かって全力で走り、飛びこむようにしてクレアの肩を掴つかむ。

「な!?」

　クレアの紅あかい瞳ひとみが大きく見開かれる。

　カミトはかまわず、そのまま強引に水の中へ押し倒した。

　クレアの手が水に触れた瞬間、じゅっと蒸気が噴きあがり、炎の鞭が消滅する。

　直後。あたりの木々を薙なぎ倒し、巨木が倒れこんできた。

　ドオオオオオンッ！

　耳をつんざくような轟ごう音おん。盛大に立ちのぼる水柱。

　炎の熱を吸収し、いい湯加減になった池の水が豪雨のように降りそそいだ。

　……数秒後。

「う、ん……」

　そんな悩ましげな声をあげながら、クレアがゆっくりと目を開いた。

　きょとん、とした表情で目をパチパチと瞬かせる。

　カミトは、クレアにのしかかるような体勢で、しばしその目を見つめかえした。

　だれかが背中を軽く押せば、唇が触れそうなほどの超至近距離。

　うなじにぺったりとはりついた真しん紅くの髪。濡ぬれた桜色の唇。

　硝子ガラス細工の人形のように端正な顔立ちが、いま目の前にある。

　一瞬、思わず見惚れてしまいそうになり、あわててかぶりを振った。

「……えーっと、大丈夫か？　その、怪け我がとか」

　こくり、とうなずくクレア。どうやらまだ状況を呑のみ込めていないらしい。

　カミトが安堵の息をつき、立ち上がろうとした──そのときだ。

　ふにゅっ。

　水中の手が、なにかやわらかいものに触れた。

「ひゃうっ！」

（なんだ？　泥か？）

　むにゅっ。もにゅっ。

「んっ、や、ひあんっ──」

　濡れた唇から洩もれる甘い声。

　水に浸つかったクレアの裸身が、なぜかビクンッと跳ね上がる。

「……えーっと？」

　ここにきて、カミトはようやくある推論にたどりついた。

　とても……おそろしい推論に。

（いや、待て、落ち着け。これは違う……よな？）

　ありえない。そんなはずはない。冷や汗を流しながら必死に否定する。

（だって、さっき見たときは、こんなに──）

「な、なななな、ななな、な、に、をして、るのよ、こ、こここ、この──」

　クレアの唇がわなわなと震えていた。

　真まっ赤かな顔。目には涙を浮かべている。

　どうやら、泥の塊かたまりを掴つかんだ……わけではなさそうだ。

「この、ヘンタイ─────ッ！」

「ごはっ！」

　みぞおちを膝ひざで思いっきり強打され、カミトは水の中に倒れこむ。

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

　ゆらゆらと背後に陽炎かげろうを立ちのぼらせ、ゆっくりとクレアが立ち上がった。

　その手には、いつのまにか炎精霊の化身である炎の鞭フレイムタンがふたたび握られていた。

　池の水が一瞬で沸ふつ騰とうしてボコボコと泡立ちはじめる。

「ち、ちがう、誤解だ！　まて、それはほんとに死ぬ──」

「う、うるさいヘンタイっ、いっぺん死になさいっ！」

　耳をつんざくような轟ごう音おんと共に、カミトの身体は空高く舞いあがった。





　　　　◇






「……うう、ん」

　数分後。カミトが意識を取り戻すと、目の前に森の木こ立だちが広がっていた。

　起きあがろうとして──

　ふと、首に何かが巻きついていることに気付く。

　調教用の黒い革かわ鞭むちだ。なんだこれ──と、外そうとした途端、

「やっと目覚めたわね、覗のぞき魔の変態」

　首をぐいっと締め上げられる。

「ぐえっ!?　けほっけほっ……」

　カミトが咳せき込こみながら見上げると──

　真しん紅くの髪の少女──クレア・ルージュが、片手を腰にあて立っていた。

　細い眉まゆをキッとつりあげ、鋭い眼まな差ざしでカミトを見下ろしている。

　こんどは全ぜん裸らではない。少女は可愛かわいらしい制服姿に着替えていた。

　純白に黒のラインをあしらった、〈アレイシア精霊学院〉の制服だ。

　胸元を飾るリボンタイ。ボタン代わりに縫い込まれた精霊護符アミユレツト。ニーソックスとプリーツスカートのあいだから覗く、すらりとした美び脚きやくが目にまぶしい。

　焔ほのおのように紅あかい髪を小さなリボンで左右にくくっている。いわゆるツーテールという髪形だ。髪先がまだ濡ぬれそぼっているところを見ると、それほど長い時間気を失っていたわけではないようだ。

　クレアは、カミトの首を締め上げたまま小さな胸をそらした。

「ふん、感謝しなさいよね。死なないように手加減はしてあげたんだから」

「嘘うそだ。ぜったい殺す気だっただろ！」

「なに言ってるの？　あたしが本気だったら、あんたいまごろ消し炭よ」

　……平然とおそろしいことを言ってくる。

　ちなみに消し炭というのは、薪たきぎの火を消して作った柔らかい炭のことだ。

「炭にするのは勘かん弁べんして欲しいもんだな。俺おれは一応、おまえを助けたんだぞ」

「そうね。あたしは公平フエアな貴族だから、それについては一定の評価をしてあげるわ。あんたは普通の変態よりもちょっとグレードの高いハイグレード変態よ」

「結局変態って評価は変わんないのな。っていうかハイグレード変態って、普通の変態よりもひどいんじゃないか？」

「な、なによ……助けるふりして、あ、あたしのむ、胸、触ったくせに！」

　さっきのことを思い出したのか、クレアはふいにもじもじと顔を赤らめる。

（ん？）

　そんな彼女の反応に──

　カミトは、ははん、と思いついた。

　……こいつ、ひょっとしてアレなのか？

「そういうお嬢様は、男を鞭むちでいたぶる趣味をお持ちの変態じゃねーか」

　からかうように言ってやると──

「──なっ!?　ち、ち、ちがうわよっ、あたしはそんなんじゃないっ！」

　やはり効果はてきめんだった。カアアッと耳まで真まっ赤かにしてぶんぶん首を振る。

「ん、じゃあ鞭でぶたれるほうが好きなのか？」

「……～っ！　あ、あ、あんた、な、ななな、な、に、言って──」

　くるくると目をまわし、頭のてっぺんからぷしゅーっと湯気をたてるクレア嬢。

　ちょっとびっくりするほどの狼狽うろたえぶりだ。

（あー、思った通りだ……）

　カミトは内心で苦笑した。

（こいつ、ほんとは超うぶなんだな）

　おそらく、この少女だけが特別というわけではない。

　なにしろ、ここアレイシア精霊学院は、精霊使いの姫ひめ巫み女こたちの集う学舎なのだ。

　元素精霊界アストラル・ゼロの精霊と交感できるのは清らかな乙女だけ。中でも契約精霊を使役できるほどの神威カムイを宿すのは、何世代にもわたる婚こん姻いんによって精霊使いの血を強めてきた、由緒正しい王侯貴族の娘むすめだけなのだ。

　そんな彼女たちは、心身の清らかさを保つため、幼い頃ころから男を徹底的に遠ざけた環境で教育される。いわば精霊使いのエリート教育だ。だから、この学院に通う女の子たちは、全員が男に慣れていない超箱入りのお姫様なのである。

　少女の思わぬ弱点を見つけ、カミトはちょっとだけ意地悪してやりたくなった。

　膝ひざ立だちの姿勢のまま、真まっ赤かになったクレアの顔を見上げ──

「ああ、あとな、さっきから言おうと思ってたんだが」

「……な、なによ、変態！」

「その角度だとパンツ見えるぞ」

「ふわあっ！」

　紅あかい瞳ひとみにぶわっと涙を浮かべ、クレアはあわててスカートの裾すそを両手で押さえた。

「み、みみ、見た？」

「ん、ちらっとだけな。にしても意外と大胆だな。おまえの髪の色と同じなんて」

「……っ、う、嘘うそっ！　あ、赤なんてはいてないわっ、白よ、白！」

「そうか白なのか」

「……っ!?」

　ひっかかったことに気付いたクレアは、ぎゅっと唇を噛かみしめ──

「う、ううう～っ……」

　……なんと泣き出してしまった。

　予想外の反応に、カミトは狼狽うろたえた。「いや変態はおまえだろ、パンツの色を告白するなんてはしたないお嬢様だな」と、さらにいじめてやるつもりだったのだが……さすがに可哀かわい想そうになってきた。

　クレアがテンパっている隙すきに首に巻きついた鞭むちをほどくと、

「悪い、ちょっとからかいすぎた。ごめんな」

　立ちあがって彼女の頭にぽん、と手をのせた。

　クレアはいったん泣くのをやめ、きょとんとした顔になる。

「おまえの水浴びを見ちまったのも、その、おまえの胸を……触ったのも悪かった。だけどわざとじゃない。信じてくれ」

「な、なによ……」

　カミトの真剣な眼まな差ざしに、クレアはふいっと目を逸そらした。

「……なんなのよ、あんた。変態じゃないなら、どうして男がここにいるのよ」

　当然の疑問だった。この森は、アレイシア精霊学院の敷地内にある〈精霊の森〉だ。清らかな姫ひめ巫み女こたちの集うこの学院に男がいる道理はない。

　変質者ではないにしても、不審者であることに間違いはないのだ。

「俺おれは、グレイワースに呼ばれて来たんだ」

「グレイワース……って、まさか学院長!?」

　クレアが疑わしげに訊ききかえした。まあ、疑うのも無理はない。

「嘘うそじゃない。ほら、これが証拠だ」

　カミトは肩をすくめ、焦げたコートの内ポケットから一枚の便びん箋せんをとりだした。

　便箋には学院長の署名サイン。そして、五大精霊王エレメンタル・ロードの似姿を象かたどった紋章印が捺なつ印いんされている。

「これって……まさか、帝国の第一級紋章印!?」

　クレアの唇から驚きよう愕がくの声が洩もれる。第一級紋章印とは、特殊な技術で精霊を封印した紋章印のことだ。帝国が発行している紋章印の中では最高位のものであり、複製することは絶対に不可能といわれている。当然、一般には出回っていない代物だが、精霊使いである彼女には、その真しん贋がんがひとめでわかったようだ。

「……本物みたいね。でも、学院長がなんでここに男なんかを？」

「さあな、そいつはグレイワースの婆ばあさんに聞いてくれ。俺だって戸惑ってるんだ」

「ば、婆さんですって!?」

　途端、クレアの顔がひきつった。

　黄昏の魔女ダスク・ウイツチ──グレイワースといえば、精霊騎士を目指す姫ひめ巫み女こたちが、もっとも憧あこがれとする人物だ。オルデシア帝国内においてその人気は、最強の剣舞姫レン・アツシユベルと肩を並べるともいわれている。精霊騎士団の最精鋭である十二騎将ナンバーズを引退し、十数年が経たってなお、伝説の魔女の名は最大限の畏い怖ふと崇敬を集めているのだ。

（ま、俺にとっては、悪夢そのものでしかないんだがな……）

　便箋をふところにしまいながら、カミトは肩をすくめた。

「グレイワースとはちょっとした知り合いなんだ。で、はるばる来てみたはいいんだが、まさか学院の敷地がこんなに広いなんて思わなくてな」

　アレイシア精霊学院の敷地は信じられないほど広大だった。なにしろ、山の麓ふもとにある学院都市を包括し、さらにその周囲に広がる〈精霊の森〉をまるごと所有しているのだ。

「ひょっとして、森の精霊に惑わされたの？　ダサイわね」

「……ま、そういうことだ」

　ぷっと吹きだしたクレアに、カミトはやや憮ぶ然ぜんとしてうなずいた。

　大陸の各地に存在する精霊の森には、元素精霊界アストラル・ゼロの〈門ゲート〉を通って、こちらの世界へ迷いこんできた精霊たちが棲すみついている。ほとんどの精霊は人間になど関心がないので無害だが、なかにはいたずら好きの精霊もいて、森に迷いこんだ旅人をわざと道に迷わせたりすることもある。精霊の囁ささやきに導かれて森の奥へ進んでいるうちに、学院への道を見失ってしまったというわけだ。

「ま、とりあえず人に出会えてよかったよ。精霊の森で遭難するなんてゾッとしないからな。ここから学院へ行くにはどっちへ向かえばいいんだ？」

「どっちって……あのね、言っとくけど、学院はここから徒歩で二時間はかかるわよ」

「そんなに遠いのか!?」

　それほどの距離を歩くとなると、また森の精霊に惑わされかねない。

　学院生である彼女がいるからには、もっと近くにあるものだと思っていたのだが。

（……ん？　それじゃ、なんでこいつは、こんな場所で水浴びなんてしてたんだ？）

　ふと素朴な疑問が思い浮かぶ。たしかに今日はちょっと暑いが、なにもこんな場所までこなくても、沐もく浴よくする施設なら学院の中にいくらでもあるはずだ。どうせ学院には女の子しかいないのだから、べつに恥ずかしいということもないだろう。

　たずねると、クレアは濡ぬれそぼったツーテールをめんどくさそうにかきあげて、

「精霊契約のために禊みそぎをしていたのよ。祠ほこらのそばにある泉の中じゃ、ここがいちばん聖せい性せいが高かったから。精霊が心身の清らかな乙女を好むことくらい、知ってるでしょ？」

「精霊契約？」

　その言葉を聞いた途端、革手袋に覆われた左手の甲が、ズキッと疼うずいた。

　火傷やけどのような鋭い痛みに、カミトは思わず顔をしかめる。

「ここからちょっと離れた場所に、古代の聖剣を祀まつった祠があるの。噂うわさでは強大な〈封印精霊〉を宿しているらしいんだけど、学院の創立以来、誰だれ一人として契約に成功した姫ひめ巫み女こはいないそうよ。ずいぶん気位の高い精霊みたい」

　封印精霊──それは元素精霊界アストラル・ゼロに棲すまう精霊ではない。

　精霊の中には、古代の強力な精霊使いによって、武具や装具に封印されたものがいる。

　その大半は人類に恐ろしい災厄をもたらすものであり、古代社会において、魔ジ神ンや鬼神イフリートなどと呼ばれ畏おそれられていた存在だ。

　無論、人間の精霊使いなどに扱える代物ではない。そのため、古代の偉大なる精霊使いたちは、それらが二度と喚よびだされぬよう、武具や装具の中に封印したのだ。

「おまえ、まさか封印精霊と契約しようっていうのか？」

「そうだけど、なんか文句があるわけ？」

「やめとけ、危険すぎる」

「ふーん、けっこうくわしいのね。精霊使いでもないくせに。危険なのは十分わかってるわ。でも、あたしはどうしても強い精霊が欲しいの」

　クレアは、ぎゅっと唇を噛かみしめ、つぶやいた。

　ひどく切迫したその表情に、カミトは思わず口をつぐむ。

「けど、おまえ、さっきの炎精霊と契約してるんだろ？　あれもずいぶん強力な精霊だ、あいつを育ててやればいいじゃないか」

　炎精霊は、精霊の属性としてはそれほどめずらしいものではない。だが、あれほどの精霊を〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉として使役できる精霊使いは、帝国内にも数えるほどしかいないはずだ。

　それに、複数の精霊と契約する精霊使いは、いないわけではないが──精霊同士が干渉しあって神威カムイのバランスが崩れるため、よほどの才能がないと制御できない。

「〈スカーレット〉は大切なパートナーよ。でも──」

　あたしには力が必要なの──と、クレアは静かに首を振る。

「あたしには目的がある。そのために、強力な精霊がいる」





　　　　◇






　ふわふわと揺れる紅あかいツーテールの背中を追って、カミトは森の中を進んでいった。

　クレアの履いている革のローファーはずいぶん歩きにくそうだが、さすがに訓練を積んだ精霊使いだけあって、その足取りは軽やかだ。

「──で」

　と、急に彼女の足がぴたっと止まった。

　腰に手をあて振り返り、カミトを半はん眼がんで睨にらみつける。

「どーしてついてくるのよ、ヘンタイ覗のぞき魔」

「おまえがいないと学院までの道がわからないからな。あと、何度も言うが俺おれは変態覗き魔じゃない。カミトだ。カゼハヤ・カミト」

「ふーん、変わった名前ね。クイナの出身？」

　クイナというのは、大陸の東に位置するクイナ帝国のことだ。オルデシアとは言語も文化も、精霊との関かかわり方も大きく異なるといわれている。

「いや、クイナじゃない。俺が生まれたのはさらに辺境の島に住む少数民族の村だよ」

　カミトは意図的に言葉を濁にごした。生まれたのはたしかに東方の島国だが、幼年時代の大半を過ごしたのはそこではない。

「おまえの名前も結構めずらしいと思うぞ、クレア・ルージュ」

「気安く呼ばないで。どうせへんな名前よ」

「そうか？　俺はいい名前だと思うけどな」

「な、なに言ってるのよ、ば、ばかなやつ！」

　クレアは顔を赤らめ、ふいっと前に向きなおると、すたすたと足を速める。

　クレア・ルージュ──あきらかな偽名だ。

　アレイシア精霊学院に通う生徒の大半は、幼い頃ころから精霊使いとしての訓練を積んできた貴族の令嬢であるはずだ。だが、ルージュ家などという家名は聞いたことがない。

　貴族の名前を隠しているのには、なにか彼女なりの理由があるのだろうが、これ以上、詮せん索さくをするつもりはなかった。

（……だれにでも、隠しておきたい秘密はあるだろうさ）

　カミトは、革手袋に覆われた左手に、ちらっと目を向けた。

（俺おれにだって、な──）

　足を速めたクレアはどんどん先へ進んでいく。カミトはあわててツーテールの揺れる背中を追いかけた。いまクレアを見失えば森の中で遭難することになる。〈精霊の森〉で一夜を過ごすことがどれほど危険なことか、カミトはよく知っていた。

「その服、学院の制服か？」

「そうよ」

　クレアは歩きながら、そっけなくうなずいた。

　アレイシア精霊学院の制服は、丈夫で防護服としての機能を備え、また、精霊の加護を受けているため、聖せい性せいを高める効果があるとされている。

　精霊契約の際には高位の儀礼装束としても機能する優れものだ。

「なによ、似合わないとでも言いたいの？」

「いや、よく似合ってる。正直、見惚れてた」

　カミトは肩をすくめ、正直に答えた。馬ま子ごにも衣装だな──と憎まれ口のひとつも叩たたいてやりたかったが、実際似合っているのだからしょうがない。

「なっ、なな、なにを言うのよ！　ば、ばっかじゃないの！」

　カアッと真まっ赤かになったクレアは鞭むちをビュンビュン振り回した。

「おわっ、なにすんだよ！」

「あ、あんたが変なこと言うからでしょうがっ！」

「変なことってなんだよ、俺はほんとのことを言っただけ──痛っ、わかった、わかったから、いちいち鞭を振り回すな！」

（……やれやれ、案内役が必要とはいえ、やっかいなお嬢様に出会っちまったな）

　振り下ろされる鞭を紙かみ一ひと重えでかわしながら、カミトは胸中でため息をついた。

　聖剣の祀まつられた祠ほこらは、森の中のひらけた場所に、ひっそりと佇たたずんでいた。

　クレアは立ち入りを禁止する結界を指先であっさり解くと、そこでいったん足を止め、カミトのほうを振り返った。

「ここから先はほんとに危険だから、一般人のあんたは離れてなさい」

「危険だってわかってるんなら、やめたらどうだ？」

「言ったでしょ、あたしには、強力な精霊が必要なの」

　クレアは静かに首を振り、祠の中へ足を踏み入れた。

　警告を無視して、カミトはあとについていった。ここまでついてきたのは、案内役が必要だからという理由もあるが、それ以上に、クレアのことが心配だったからだ。

　なにしろ〈封印精霊〉というのは強大なだけでなく、気性の荒いものがほとんどだ。

　破壊と混乱を好み、隙すきあらば自分を使役する精霊使いを殺そうとする。

　とても人間の手におえるものではない──だからこそ封印された精霊なのだ。

　十六歳という年齢で、あれほどの精霊を使役しているクレアの才能は、神童と呼んでもいい。だが、万が一、封印精霊を解放し、制御に失敗すればどうなるか。

　偶然、出会っただけの少女とはいえ、見過ごすことはできなかった。

「なんでついてくるの？　どうなっても知らないわよ」

「絶対に手なずける自信はあるんだろ」

「あ、あたりまえでしょ！」

「なら、ついていっても問題ないよな」

　カミトが肩をすくめると、クレアはふいっとそっぽを向いた。

「……勝手にしなさい」

　祠ほこらの中は暗く、空気が湿っていた。

　空気中に混じる黴かびの臭においに、クレアはわずかに顔をしかめる。

「──炎よ、照らせ」

　クレアがそっとつぶやくと、指先に小さな火球が生まれた。

　炎精霊の力を使役する初歩的な精霊魔術だ。

　ゆらめく火球の明かりが、鍾しよう乳にゆう洞どうのような祠の壁をぼんやりと照らしだす。

　と、祠の最奥に──その剣はあった。

「あれが……封印精霊を宿した剣？」

　カミトのつぶやきに、クレアは無言でうなずいた。

　巨大な石に突き立った抜き身の剣だ。何百年も昔の骨こつ董とう品ひんに違いないのだが、剣身に錆さびや刃こぼれは一切見あたらない。

　剣の腹には精せい緻ちな古代紋様が刻み込まれ、かすかに青く発光していた。

「学院が建てられる前からここにある、〈セヴェリアンの聖剣〉よ」

「セヴェリアンの聖剣？　あの魔王スライマンを滅ぼした？」

　魔王スライマン──強大な七十二柱の精霊を従え、大陸に破壊と混乱をもたらした、歴史に残る唯一の男の精霊使い。

　その魔王を滅ぼしたのが、セヴェリアンの聖剣だといわれている。

「ばかね、本物なわけないじゃない」

　クレアは呆あきれたように言った。

「石に突き立ったセヴェリアンの聖剣は、帝国のいたるところにあるのよ。それこそ寂れた村の村おこしに使われたりね。ま、本物じゃないにしても銘なのある剣だから、それなりに強力な精霊が封印されていることも多いってわけ」

「……なるほど。たしかに、本物がこんなところにあるわけもない、か」

　クレアはつかつかと剣のほうへ歩いていった。

「おい──」

「あんたは下がってて」

　近づこうとするカミトを手で抑えると、クレアは聖剣の柄を握りしめた。

「無理はするなよ」

「……わかってるわ」

　カミトはぎりぎり明かりの届く範囲で見守ることにした。

　ほかの人間がそばにいては、封印精霊を刺激しかねない。

　しん、と重い静寂があたりを満たす。

「──いくわよ、クレア・ルージュ」

　クレアは深呼吸して、自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

　声がかすかに震えている。さすがに緊張しているようだ。

　──旧ふるき聖剣に封印されし、気高き精霊よ！

　──汝なんじ、我を主君と認め契約せよ、さすれば我は汝の鞘さやとならん！

　桜色の唇から紡つむがれる、流りゆう暢ちような精霊語の契約式コンダクトル。

　紅ぐ蓮れんの髪が逆立ち、祠ほこらの中に轟ごう々ごうと風が渦巻きはじめる。

　カミトは息を呑のんで彼女の姿を見つめた。精霊がクレアを主君と認め、契約が交わされれば、彼女の身体のどこかに精霊刻印が刻まれるはずだ。

　契約の誓せい言ごんが最終章に入った。途端、祠の中にすさまじい突風が吹き荒れる。

「……っ!?」

　だが、クレアはまったく動じない。落ち着いて契約の誓言を唱えている。

　──と、彼女の握りしめたセヴェリアンの聖剣が、まばゆい閃せん光こうを放ちはじめた。

（まさか……本当に封印精霊と契約を交わすのか!?）

　吹き荒れる風をふせぎながら、カミトは驚嘆の声を上げた。

　石に突き立った聖剣から、叩たたきつけるようなすさまじい神威カムイが放出されている。

　並の精霊使いであれば、とっくに気を失っているはずだ。

「──我は三み度たび、汝に命ずる、汝、我と契ちぎりを結び給たまえ！」

　そして、クレアの誓言が祠の中に響きわたった──刹せつ那な。

　シャラァァァンッ！

「ぬ、抜けたっ、抜けたわ！」

「……なっ、マジか!?」

　石から抜けた剣を振りかざし、歓喜の表情で叫ぶクレア。

　が、つぎの瞬間。

　剣の腹に刻まれた古代紋様が、カッと烈はげしい光を放った！

「……っ!?」

　クレアは思わず剣を手放し──

　地面に突き立った聖剣は、閃せん光こうと共に粉々に砕け散った。

「きゃっ！」

　短い悲鳴を上げ、クレアは地面に倒れこむ。

「おい、大丈夫か！」

　カミトはあわててクレアのそばへ駆けよった。

「な、なに？　いったい、なにが……」

　クレアはこめかみを押さえながら起き上がり、キョロキョロとあたりを見まわした。

「あ、あたしの封印精霊は？」

「いや、なんつーか……ものすごくいやな予感がするぞ」

　カミトの首筋に、つーっといやな汗が流れた。

　ひきつった表情で、その視線は祠ほこらの天井を見つめている。

　そこに──ひと振りの剣が浮いていた。

　砕け散った聖剣ではない。無骨で切れ味のよさそうな鋼はがねの剣だ。

「あれは──剣の封印精霊!?」

「属性は〈剣精霊〉ってとこだな。かなり気が立ってるぞ」

「精霊使いでもないのに、どうしてそんなことがわかるのよ」

「見りゃわかるだろ。あれは主君に忠誠を誓いますって感じじゃないぞ、どう見ても」

「……う、た、たしかにそうね」

　クレアはめずらしく素直にうなずいた。

　浮遊する剣が切っ先を斜め下に向け、ぴたっと静止した。

　そして──

「……っ、伏せろ！」

　カミトはとっさにクレアを地面に押し倒した。

　虫の羽音のようないやな音が耳じ朶だをかすめ、一瞬で遠ざかる。

「ふわっ、ちょ、ちょっと、あんたどこ触ってるのよ、消し炭にするわよ！」

　クレアは顔を真まっ赤かにしてぽかぽかとカミトの胸を叩たたく。

「ば、ばかっ、暴れるな！」

　カミトはあわてて身体をどけ、剣精霊の飛び去ったほうへ目を向けた。

　パラパラと剥はがれ落ちてくる石片。祠の天井がごっそりときれいに削られていた。

「あれほどの精霊を解放したのはさすがだが──」

　カミトはクレアを半はん眼がんで睨にらんだ。

「……あの精霊、完全に暴走してるぞ」

「う、うるさいわね。こ、これからよ、これから調教するの！」

「おまえな……」

　カミトは呆あきれたが、いまは口くち喧げん嘩かをしている場合ではない。

　剣精霊の発する振動音が近づいてくるのだ。

　祠ほこらの中では自由に動き回れない上に、視界も限定される。

　カミトはクレアの手を掴つかんで立ちあがった。

　やわらかい肌の感触に一瞬、ドキッとするが、悔しいので顔には出さない。

「ふあっ」

「いちいち可愛かわいい反応するな。逃げるぞ」

「なっ、か、か、可愛いとはなによ──って、きゃ！」

「いいから走れ、外だ！」

　クレアの手を引き、光の射さし込む祠の外へ向かって走りだした。

　剣精霊はすぐには追ってこなかった。まだ完全には目覚めていないのだろう。この隙すきになんとか逃げられるかもしれない。

　祠の外に転がり出た瞬間、目の前を剣けん閃せんがかすめた。前髪がはらりと舞い落ちる。

　剣精霊はすさまじい轟ごう音おんをあげながら、周囲の木々をつぎつぎと薙なぎ倒していく。

「くそっ、あのじゃじゃ馬精霊、どっかのお嬢様と一緒だな」

「い、いちいちうるさいわね……」

　ちょっと気まずそうに咳せき払ばらいしながら、クレアは立ち上がった。

「反抗的な子……あたしがじっくり調教してあげるんだから」

　紅あかい双そう眸ぼうに挑戦的な焔ほのおを燃やし、なにやら不穏な台詞せりふをつぶやく。

　スカートの裾すそをめくると、ふとももに巻きつけた革かわ鞭むちをしならせ、地面を打ち据えた。

　一瞬だけ見えた白い下着にドキッとしながら、カミトは──

「正気か!?　相手は高位の封印精霊だぞ！」

「楽勝よ。素人のあんたは下がってなさい」

「その自信はどこから来るんだよ、いいから逃げるぞ」

　腕を掴もうとするカミトの手を、クレアは振りはらった。

「いやよ、あんた一人で逃げなさい。あたしは絶対にあいつを手に入れる」

「おまえ、なんでそんなに──強い精霊にこだわるんだ？」

「……あんたには、わからないわ」

　クレアはふいっと目をそらした。

「あたしには、力が必要なの──どんな精霊にも負けない強力な精霊が！」

　──紅き焔の守護者よ、眠らぬ炉ろの番人よ！

　──いまこそ血の契約に従い、我が下もとに馳はせ参じ給たまえ！

　クレアが〈炎精霊〉を喚よびだす召喚式サモナルを唱えた。

　紅ぐ蓮れんの焔ほのおが逆巻き、あたりにすさまじい熱気がたちこめる。

「さあ、狩りをはじめるわよ、スカーレット！」

　灼しやく熱ねつの劫ごう火かと共に、あらわれたのは──真しん紅くの火猫ヘルキヤツト。

　毛皮のかわりに燃えさかる緋ひ色いろの炎を纏まとった獣だ。

（これが炎精霊の本体か！）

　なるほど、さすがに啖たん呵かを切るだけのことはある。

　獣の姿で顕けん現げんできるということは、高位の精霊であることの証あかしだ。スカーレットというのは愛称で、真ま名なではないだろうが、おそらくは名のある精霊に違いない。

　クレアが鞭むちを振るうと、火猫は恐ろしい唸うなりをあげ、剣精霊に向かって突進した。

　舞い散る火の粉。大気を震わせる獣の咆ほう哮こう。

　対して宙に浮かぶ剣精霊は、森の木々を切断しながら向かってくる。

「スカーレット、狩りなさい！」

　クレアの叫びに呼応して、火猫が跳躍した。

　滑空してくる剣精霊の上に飛びあがり、鋭い炎の爪つめを振り下ろす。

　甲かん高だかい金属音。激しい火花を散らし、剣精霊は地面に墜落した。

　同時にクレアが走る。致命傷を与えたわけではない。剣精霊は弾はじかれたように飛びあがると、空中で弧こを描くように反転した。

　炎精霊は追撃の手をゆるめない。咆哮を上げ、ふたたび大きく跳躍する。

　二度、空中で激しい火花が散った。クレアは革鞭を地面に打ちつけ、徐々に剣精霊を追い詰めていく。あの革鞭は戦闘用ではなく、精霊に指示をあたえるものらしい。

　スカーレットの猛攻撃に、剣精霊が動きをとめた──瞬間。

「喰くらえ、灼熱の劫火球！」

　クレアの手のひらから大きな火球が放たれた。

　火炎球フアイアボール──超高熱の炎で目標を塵ちりも残さず焼き尽くす、高位の精霊魔術だ。

　精霊魔術の威力は、精霊使い自身の神威カムイと契約精霊の強大さに依存する。

　放たれた火球は弧を描いて飛び、スカーレットを巻きこんで爆発した。

　衝撃の余波で周囲の木々が放射状に薙なぎ倒される。

（なんつー威力だ……）

　飛んでくる石いし礫つぶてから額をかばいながら、カミトは舌を巻いた。

　十六歳の少女が使う精霊魔術の威力ではない。

　渦巻く炎の中から火猫ヘルキヤツトが姿をあらわした。当然、炎属性の火猫にダメージはない。

　剣精霊は──宙で静止していた。こちらもまったく傷ついていないようだ。

　無論、クレアも精霊魔術で高位の精霊を倒せるなどとは思っていない。だが、剣精霊の注意を引くことはできたはずだ。

「スカーレット！」

　クレアが叫ぶ。炎精霊の爪つめが剣精霊に襲いかかった。

　鋼鉄さえ溶かす灼しやく熱ねつの爪だ。相手が並の精霊であれば一瞬で消滅する。

　だが、剣精霊は素早く反転し、その一撃を鋼はがねの刃やいばで受け止めた。

　刹せつ那な。金属をこすり合わせるような奇怪な音が大気を震わせる。

（なん……だ……!?）

　カミトはとっさに両耳をおさえた。

　音をまともに喰くらったクレアは苦痛に表情を歪ゆがめ、その場にうずくまる。

　剣精霊は奇怪な音を放ちながら──なんと、変形した。

　通常の長剣から、巨大な〈バスタードソード〉へと姿を変える。

　そして、一いつ閃せん。

「なっ!?」

　クレアの炎精霊は不意を打たれ、大振りの一撃を回避できなかった。

　胴体を真まっ二ぷたつに切断され、身に纏まとう炎ごと虚こ空くうに消滅する。

　たった一撃で、こちらの世界に顕けん現げんする力を失ったのだ。

（……くそっ、桁けた違いじゃねーか。どうやら、完全に目覚めちまったらしいな）

　胸中で毒づきながら、クレアに目をやると──

　彼女は、炎精霊の消滅した虚空を呆ぼう然ぜんと見上げ、へたりこんでいた。

　炎精霊を一撃で斬きって捨てた剣精霊が、クレアに狙ねらいをさだめた。

　巨大なバスタードソードが、轟ごう音おんをあげながら飛来する──

「クレア！」

　カミトは──叫び、走りだしていた。

　理屈ではない、身体のほうが先に動いていた。

「ああああああああああっ！」

　クレアの眼前に飛びこみ、バスタードソードに向かって手のひらを突き出した。

　革手袋に包まれた左手ではない──右の手を。

（……っ、やるしかない、か！）

　──旧ふるき聖剣に封印されし、気高き精霊よ！

　──汝なんじ、我を主君と認め契約せよ、さすれば我は汝の鞘さやとならん！

　額に汗を浮かべ、もう二度と口にしないと誓っていた、精霊契約の契約式コンダクトルを詠唱する。

　回転する剣の切っ先が手のひらの皮膚を突き破った。赤い血が激しくほとばしる。

（……くっ、のっ！）

　すさまじい神威カムイを叩たたきつけられ、風圧で地面の土砂が舞いあがった。激痛に意識が飛びそうになる。だが、ここでカミトが気を失えば、背後にかばうクレアごと真まっ二ぷたつだ。

　──我は三み度たび、汝なんじに命ずる！

「……うそ、精霊契約!?」

　クレアが驚きよう愕がくの声をあげた。

　足の踵かかとが地面にめりこむ。骨の砕けるいやな音が頭ず蓋がいに響く。

　──汝、我と契ちぎりを結び給たまえ！

　すさまじい激痛に耐えながら、カミトは最後の契約式コンダクトルを唱えた。

　刹せつ那な。剣精霊の刀身が青白く輝き──

（なっ!?）

　激しい閃せん光こうと轟ごう音おんが、意識を塗りつぶした。





　　　　◇






　目を開けると、クレア・ルージュの顔があった。

　垂れ下がった紅あかいツーテールの髪が頬ほおをくすぐる。

　なにか叫んでいるようだが、よく聞きとれない。轟音で耳をやられたらしい。

（……生きてる、みたいだな）

　地面に横たわって脱力しながら、カミトは安堵の息をついた。

　あれほどの精霊相手に成功する確率は低かったが、どうやら賭かけには勝ったようだ。

　全身を苛さいなむ痛みに顔をしかめながら、ゆっくりと右腕を上げてみる。

　剣で貫かれたはずの右手には──

　裂傷の代わりに、二本の剣の交差する紋章が刻み込まれていた。

　精霊契約の証あかし──〈精霊刻印〉だ。

（ああ、やっちまったな……）

　刻印の刻まれた手の甲を見つめながら、カミトはぼんやりとつぶやいた。

　胸をえぐる鋭い罪悪感。

　彼女との約束を破ってしまった──

　だが、あの状況でクレアを助けるには、この方法しかなかったのだ。

　クレアは、カミトが目を覚ましたことに気付くと、襟えり首くびを掴つかんでぐっと顔を近づけた。

　吐息のかかるような距離。透き通った紅い瞳ひとみがじっとカミトを見つめている。

　桜色の唇が、かすかに震えていた。

「……どうしてよ」

「ん？」

「どうして、男のあんたが精霊と契約できるのよっ！」

「……」

　カミトは答えずに、ゆっくりと起きあがった。

　無視されて腹が立ったのか、クレアがキッと眉まゆを吊つり上げる。

「あ、あたしの剣精霊は？」

「悪いな。たったいま、俺おれが契約しちまった」

　カミトは嘆息しながら、右手の甲に刻まれた精霊刻印を見せつけた。

「な、ななな、な、な～っ！」

　クレアは愕がく然ぜんとした表情で、口をぱくぱくさせた。

（ま、当然の反応か……）

　嘆息しながら──カミトは胸にかすかな痛みを覚えた。

　無論、こういう反応をされることはわかっていた。

　本来は、清らかな姫ひめ巫み女こにのみ許された特権──精霊契約。

　男でありながら精霊と契約した者など、歴史上、ただ一人しかいない。

　世界に破滅と混乱をもたらし、魔王と呼ばれた精霊使い。

　その魔王と同じ精霊契約の力を持つカミトに、恐怖を抱いだくのも無理はない。

　カミトは立ち上がると、無言できびすを返した。

　後悔はしていない。彼女を助けるには、これしか方法がなかったのだから。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよっ！」

　立ち去ろうとするその背中に、声がかけられる。

　振り返ると、クレアは腰に手をあてキッと睨にらみつけてきた。

「あ、あんた……あたしの精霊、奪った責任とりなさいよね！」

「は？」

　カミトは眉をひそめた。……意味がわからない。

　そんなカミトの反応に、クレアはイライラとした仕草でツーテールの髪をかきあげて、

「だから、あんたが、あたしの手に入れるはずだった精霊を横取りしたんだから、ちゃんと責任とりなさいって言ってるの！」

「せ、責任？」

　予想外な言葉にカミトはますます混乱した。

　……なにを言ってるんだこいつは。

「だからっ──」

　クレアはタンッと鞭むちを振るい、カミトに向かってびしっと人差し指を突きつけた。

「あんたがあたしの契約精霊になりなさいっ！」






第二章　アレイシア精霊学院






　アレイシア精霊学院。

　帝国各地から集めた姫ひめ巫み女こたちを、一人前の精霊使いとして訓練する養成校である。

　城壁の内側に美しい庭園を抱いだき、瀟しよう洒しやな尖せん塔とうが立ち並ぶ校舎は、さながら姫君たちの住まう宮殿のようだ。──そして事実、その通りでもあった。

　この学院に通う生徒は、ほぼ全員が本物の貴族の令嬢たちなのだ。

「しかし、いきなりひどい目に遭ったな……」

　赤い絨じゆう毯たんの敷かれた校舎の二階廊下を歩きながら、カミトは独りごちた。

「森の中で道に迷うわ、〈封印精霊〉と契約するはめになるわ、おまけに──」

　封印精霊を横取りしたことで、あの紅あかい髪の少女に目をつけられてしまったらしい。

　あのあと──クレア・ルージュはカミトを学院の校舎まで案内してくれた。

　それはいいのだが、どうやら、カミトを自分専用の契約精霊にするという言葉は本気だったらしく、鞭むちでぐるぐる巻きにされ、案内というよりは連行といったほうがしっくりくるようなやりかたで森の中を歩かされた。

　無論、カミトとしてはそんなお嬢様の遊びにつきあってやる義理はない。クレアがトイレに行った隙すきに鞭をほどき、逃げ出してきたというわけだ。

「あっ、に、逃げたわね、この裏切り者ーっ！」

　トイレの中からそんな声が聞こえてきたが──

（どうして逃げないと思うんだよ……）

　あの少女、精霊使いとしては優秀だが、根っこはやはり世間知らずのお嬢様らしい。

「なんにせよ、またあいつに見つかる前に、さっさとグレイワースに会わないとな」

　廊下を進みながら、カミトは小さくため息をついた。

　……気が重い。

　なにしろ、これまであの魔女にかかわって、ろくな目にあったためしがない。

（……けど、さすがにこれを無視するわけにはいかないな）

　カミトは懐から一枚の便びん箋せんをとりだした。

　四日前に、学院長のグレイワースから届いた手紙だ。

　もし、ここに書かれていることが本当ならば──

　ようやく、彼女についての手がかりを掴つかんだことになる。

　無論、これがカミトを呼び寄せるための餌えさである可能性は否定できないが。

（……考えても無駄か。なにしろ相手はあの魔女だ）

　と、そこでカミトは足を止めた。

　目の前に重厚な木製の扉がある。学院長の執務室だ。

　カミトが扉を叩たたこうとすると──

「学院長、私は納得できません！」

　突然、部屋の中からそんな声が聞こえてきた。

　ややトーンの高い、少女のアルトボイス。

　どうやら、お取り込み中らしい。

（……しかたない、しばらく外で時間を潰つぶすか）

　カミトは扉から離れようとして──

「なぜ、神聖なる姫ひめ巫み女この学舎に、お、男などを迎えなくてはならないのですか！」

　ぴたっ、と足を止めた。

（……ん、男？）

　そのまま耳をそばだてる。

「この私が必要だと言っているんだ。理由はそれで十分だろう？」

　抑制された静かな声。だが、扉越しに聞いてさえ震えが走るほどの凄すごみがあった。

　何度聞いても恐ろしい魔女の声だ。

「わ、私たちでは力不足だと、おっしゃるのですか？」

「無論、騎士団の力を軽んじているわけではないさ。けどね、あいつは特別なんだ」

「……男であるにもかかわらず精霊と交感できることが、ですか？」

「それもある。が、それだけじゃない」

「どういうこと──」

　と、少女はそこで急に口をつぐんだ。

　一瞬の沈黙。そして──

「何者だ！」

　しまった。どうやら立ち聞きしていることを感づかれたらしい。

　カミトがあわてて離れようとすると──

　バンッ──突然、執務室の扉が乱暴に開いた。

　扉を蹴けり開け、あらわれたのは──

　すらりとした美び脚きやくを高々と振り上げた、ポニーテールの美少女。

　切れ長の双そう眸ぼう。凛り々りしい端正な顔立ち。

　制服の上に銀の胸当てを身に着け、まるで騎士のようないでたちだ。

　めくれあがったプリーツスカートの中、レース付きの下着が目に飛びこんでくる。

「黒!?」

「なっ……お、おのれっ、不ふ埒らち者もの！」

　思わず声をあげたカミトの腹に、少女は渾こん身しんの蹴りを叩きこんだ。

「ぐおっ！」

　不意を突かれ、受け身もとれずに吹っ飛ぶカミト。

　少女は一瞬で距離を詰めると、カミトを床に組み伏せ、腰に差した剣を抜き放つ。

　頬ほおをかすめるように、剣の切っ先を突き立てた。

「……」

　射い貫ぬくような冷たい眼まな差ざし。

　と、その透き通った鳶とび色いろの双そう眸ぼうが大きく見開かれる。

「貴様……まさか、お、男!?」

　凛り々りしい少女の顔がカアッと真まっ赤かになった。

　そのとき──

「ふん、ずいぶん遅かったじゃないか。カゼハヤ・カミト」

　執務室の奥から不機嫌そうな声がした。

　カミトは少女に組み伏せられたまま、ゆっくりと視線を上げた。

　そこに──三年前とまったく変わらない、魔女の姿があった。

　ゆるやかに波打つアッシュブロンドの髪。

　妖よう艶えんな大人の色気をたたえた美び貌ぼう。

　小さな眼鏡めがねの下で、髪の色と同じ灰色の眼めが、こちらをじっと見つめている。

（……出やがったな、魔女め）

　カミトは胸中で苦々しく吐き捨てた。

　黄昏の魔女ダスク・ウイツチ──グレイワース・シェルマイス。

　姿こそ妖艶な美女だが、彼女は帝国の十二騎将ナンバーズに名を連ねていた歴戦の精霊騎士だ。

　最高位の精霊使いは年齢を超越するというが、その噂うわさは本当なのかもしれない。

「──三年ぶりだな、カミト。ずいぶん人相が変わったようだ」

「……あんたが変わらなさすぎるんだ。黄昏の魔女」

　仰あお向むけに組み伏せられたまま皮肉を返すが、魔女はふっと微笑するだけだ。

「カゼハヤ・カミト!?　では、こいつが例の──」

　ポニーテールの少女がキッと眉まゆをつりあげる。

「なあ、そろそろどいてくれないか」

　カミトは、胸の上に乗っている少女に向かって半はん眼がんでつぶやいた。

「なんだと、この破は廉れん恥ちな不届き者め！」

「いちおう、おまえのために言ってるんだがな」

「……どういうことだ？」

「いや、なんつーか……さっきから、おまえのふとももが身体にあたってるんだが」

　ほどよく引き締まった、やわらかいふとももの感触。指摘するのは少しもったいないような気もしたが、さすがに、この状況を役得と楽しめるほど擦れてはいない。

「……～っ!?」

　凛り々りしい少女の顔がカアアッと火ほ照てる。

　バッとスカートを押さえて立ちあがると、容赦なく剣を振り下ろした。

　間一髪。身をひねってかわすカミト。

「な──おまえ、なにするんだ!?」

「お、おのれ破は廉れん恥ちなっ……そこになおれっ、サーモンマリネにしてくれる！」

「まて、落ち着け！　あと俺おれはサーモンじゃないぞ！」

　ザンッ──鋭い斬撃がカミトの前髪を切り払った。

　本気だ。眼めに一片の曇りもない。

（……うん、俺はなんで一日に何度も殺されかけてるんだ？）

　厄日か。それとも黄昏の魔女ダスク・ウイツチの呪のろいなのか。

（っていうか、この学院の女の子は、みんなこんな連中なのか？）

　壁際に追い詰められる。カミトが本気で命の危機を感じた──そのときだ。

「剣を収めろ、エリス。学院内での私闘は禁じているはずだ」

「……くっ！」

　グレイワースの声に、エリスと呼ばれた少女はぴたっと動きを止めた。
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「が、学院長……ですが──」

「私に同じことを二度言わせるつもりか？　エリス・ファーレンガルト」

「……いえ、も、申し訳ありません」

　エリスはキッとカミトを睨にらみつけながら、しぶしぶ剣を収めた。

　グレイワースが眼鏡めがねを押し上げて微笑する。

「ふむ、しかしおまえもそういう年とし頃ごろになったのだな。まあ、甲かつ冑ちゆうの下に隠れたエリスのわがままボディを押しつけられては、たいていの少年は我慢できんだろうが」

「が、学院長!?」

「まて、誤解をまねくようなことを言うな！　俺おれは──」

　あわてて抗議するカミト。だが、その視線は思わずエリスの胸もとへ──

　……なるほど。甲冑を身に着けているからわかりにくいが、たしかに、クレア・ルージュの残念なものとはくらべものにならない。

「き、貴様っ、ど、どこを見ているっ！」

「わ、悪い……！」

　カミトはあわてて目を逸そらす。

「くっ、学院長の客人でさえなければ、貴様などポトフにしてやるというのに！」

「……なんでポトフなんだよ」

　喩たとえがよくわからないが、なんとなく怖そうだ。

「エリス、君はもう下がれ。目の前でイチャラブされるのは不愉快だ」

　グレイワースが冷たい声で告げる。

「だ、だめです！　同じ部屋で二人きりになど……この男が、その、が、学院長に不ふ埒らちな欲望を抱いだくということも──」

「ねーよ！」

　カミトは激しくつっこんだ。……なに言ってんだこいつは。

「ふむ、それならそれでかまわんさ。私はいつも勝負下着を身に着けている」

「なっ……」

「ん、顔が赤くなったな少年、なかなか可愛かわいいぞ。ちなみに色は──」

「聞きたくねえ！」

「冗談だ。なにを照れている？」

「くっ！」

　くすくすと愉快そうに笑う魔女に、カミトは殺気のこもった視線を向ける。

「し、しかし、護衛もなしに、このような輩やからと学院長を一緒にするわけには──」

「エリス・ファーレンガルト」

　その静かな声音に、エリスの肩がびくっと震えた。

「私に同じことを二度言わせるつもりか？」

「も、申し訳ありません！」

　グレイワースがよほど恐ろしいのか、エリスは震える声でうなずくと、足早に廊下を去っていった。





　　　　◇






　ようやく解放されたカミトは、安堵の息をついて立ちあがった。

　コートの埃ほこりをはたきながら、執務室の中に足を踏み入れる。

　うしろ手に扉を閉めると、グレイワースがやれやれと肩をすくめた。

「彼女はファーレンガルト公こう爵しやく家けの娘むすめだ。騎士としては優秀だが、どうにも堅かた物ぶつでな」

「あの娘こもここの学院生なのか？　制服の上に甲かつ冑ちゆうなんて着込んでたが」

「彼女は風王騎士団シルフイードの団長だよ。学院の秩序を乱す輩やからを取り締まるのが仕事だ」

「風紀委みたいなもんか。だったら、もっと厳しく取り締まったほうがいいぞ」

　カミトの脳のう裏りに思い浮かんだのは、つい先刻、森の中で出会った紅あかい髪の少女だった。

　……あれを野放しにしてるのはまずいだろ、いろいろと。

「ふむ、参考にしよう。ところでカミト、どうしてそんなにボロボロなんだ。森の精霊にでも襲われたか？」

「……いや、猫に引っかかれたんだよ。跳ねっ返りの火ひ猫ねこ娘むすめにな」

　カミトがめんどくさそうに答えると、グレイワースはふっと肩をすくめた。

「気をつけたほうがいいぞ、精霊調査会すら立ち入れない〈精霊の森〉の深奥部には、いまだ魔神級Ｓランクの精霊が眠っているという噂うわさもある。遭遇すればまず命はない──いや、おまえなら手て懐なずけられるかな？」

「やめてくれ。魔神級の精霊なんて二度とやり合いたくない」

「そうだな。いまのおまえでは、おそらく五秒で挽ひき肉にくだ」

「一秒ともたないさ。まあ、契約精霊がいれば七秒くらいは生きていられるかもな」

「ふむ──契約精霊がいれば、か」

　グレイワースは灰色の眼めを、すっとカミトの右手に向けた。

「その傷は？　それも猫にやられたのか？」

「こいつは──」

　傷──先刻、右手に刻まれた精霊刻印のことだ。

　カミトは胸中で舌打ちするが──いや、どのみち黄昏の魔女ダスク・ウイツチに隠しごとなど不可能だ。

「まあ、なんつーか、なりゆきでな。とある封印精霊と契約したんだ。めちゃくちゃな暴れ馬でな、契約に失敗してたら、いま俺おれはここに立ってない」

「ほう、いったいどういう心境の変化だ。おまえが彼女以外の精霊と契約するとは」

　眼鏡めがねの奥で灰色の眼めが鋭く光った。

「ようやくあの亡ぼう霊れいと決別できた、ということか？」

「……っ！」

　嘲あざけるようなその口調に、カミトは思わずカッとなった。

「亡霊なんかじゃない！　あいつは──」

　コートのポケットから便びん箋せんを取り出し、目の前の執務机に叩たたきつける。

　魔女の美び貌ぼうは微み塵じんも揺るがない。憎らしいほどに冷静だ。

　カミトはくっと唇を噛かみ、グレイワースに詰めよった。

「それより、あんたのよこしたこれは、本当なんだろうな？」

「ああ、本当だとも。魔女は嘘うそをつかない」

「そうだ。たしかにあんたは嘘をつかない。だが、決して真実も口にしない」

　カミトは吐き捨てるように言った。

「……まあいいさ。あんたの知ってることを教えろ」

「やれやれ、それが魔女にものを頼む態度か？　三年前のおまえはもっと可愛かわいかったよ」

「三年もすれば猫も虎とらに変わるさ。いつまでもあんたの飼い猫と思うなよ」

「猫は虎には変わらないよ、決してね」

　グレイワースはわざとらしく肩をすくめると、カミトの目をじっと覗のぞきこんだ。

　その威圧的な眼光に、カミトは思わず気け圧おされる。

「そこに書いてあることは本当だ。おまえの契約精霊は生きている」

「……っ！」

　カミトは息を呑のんだ。

　魔女は真実を口にしない。だが、決して嘘はつかない。

「あいつは……レスティアは、いま、どこにいるんだ！」

　カミトが声を荒らげ、執務机に身を乗りだすと──

　魔女は眉まゆひとつ動かさず、カミトの鼻先に書類の束を突きつけた。

「……なんだこれは？」

「交換条件だ。ここに署名サインしてもらう」

「意味がわからないな。どういうことだ？」

「わからないことはあるまい。なんのためにおまえを呼びよせたと思っている。この黄昏の魔女ダスク・ウイツチが、善意で情報をわたすとでも？」

「あんたに悪意しかないことはわかっているさ」

　カミトは書類の束をひったくると、執務机に叩きつけた。

　クリップで束ねられた、アレイシア精霊学院の編入届けを。

　そこに書かれているのは、まちがいない──カミトの表のプロフィールだ。

「なんの冗談だ、これは？」

「今日から学院に編入してもらう。各種手続きはすでに済ませてあるから安心しろ」

「安心できるか！　どういうことだよ、説明しろ！」

「おまえが必要だ。以上」

「は？」

　魔女の言葉はいつも唐突だ。真夏の嵐あらしのように。

「なにを言ってるんだ。っていうか、清らかな乙女の園なんだろ、この学院は」

「問題ない。そんなものは私の権限でなんとでもなる」

「問題だらけだろうが！　三年前とは違うんだぞ」

　激げき昂こうするカミトに──

「勘違いするなよ、少年。おまえに選択の権利などないんだ」

　グレイワースはゾッとするほど冷たい声で告げた。

「……っ！」

「これまでは好きに泳がせてやっていたがな。本来、精霊使いは協会に管理されるべきものだ。それくらいはわかっているな？」

「それは──」

　オルデシア帝国では、精霊使いは様々な特権を享きよう受じゆする代わりに、協会への登録を義務付けられている。反帝国の思想を掲げるはぐれ精霊使いなどが存在すれば、国家にとって危険きわまりないからだ。

「いずれお前の存在も嗅かぎつけられる。帝国の精霊騎士団を甘く見るなよ、三年前ならばいざ知らず、ふぬけたいまのおまえでは絶対に勝てん。それに──」

　と、グレイワースは悪魔のような笑みを浮かべた。

「私がうっかりバラしてしまう可能性も、なきにしもあらずだ」

「……なにがうっかりだ。要するに脅迫か」

「理解が早くて助かるよ」

「よくもぬけぬけと──」

　カミトは苦々しく言い捨てると、グレイワースはさも心外そうに肩をすくめる。

「ふん、いったいなにが不満なんだ。本物のお姫様の集まる乙女の学舎に男が一人。酒しゆ池ち肉にく林りんのハーレムじゃないか」

「あのな、俺おれは──」

「なんなら、学院の生徒を一人だけおまえの好きにしてもかまわないぞ。たとえば、さっきのエリス・ファーレンガルト──あのとおり生き真面目まじめな堅かた物ぶつだが、うまく調教できれば従順に尽くすタイプだ。きっとどんな過激なプレイにも応こたえてくれるに違いない」

「鬼き畜ちくか俺おれは！」

「冗談だ。私にそんな権限があるわけがないだろう」

「あんたのは冗談に聞こえないんだよ……」

　カミトはこめかみを押さえてうめいた。

「どうしていまごろ俺を呼びつけた。俺になにをさせるつもりだ？」

「おまえは話が早くていい」

「魔女に逆らっても無駄だからな」

　投げやりな返答に、グレイワースはふっと微笑して──

「二ヶ月後に元素精霊界アストラル・ゼロで〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉が開催される。それに出場エントリーしろ」

「なんだと？」

　──精霊剣舞祭。

　数年に一度、元素精霊界で執りおこなわれる最大規模の神楽カグラの儀式。

　大陸中から精霊使いが集い、五大精霊王エレメンタル・ロードに剣舞を奉納する。

　いわば、精霊使い同士の大規模な武闘祭だ。

　勝利チームを擁する国には、数年間にわたって精霊王の加護が与えられ、国土の繁栄を約束される。そして、大会の優勝者は──

　望む〈願い〉を、ひとつだけ叶かなえることができるのだ。

「優勝しろ、カミト。もっとも、いまのおまえでは無理だろうがな」

「俺は──」

　カミトは唇を噛かみ、拳こぶしを強く握りしめた。

　精霊刻印の刻まれた右手ではない──黒い革手袋に覆われた左手を。

　ズキリ、と胸に鈍い痛みが走る。

「俺は、二度と精霊剣舞祭ブレイドダンスには出ないと決めたんだ」

「いや、おまえは出場するさ。そうでなければ困る」

　グレイワースは執務机の上で手を組み、静かに首を振った。

「おまえ以外だれも、あの最強の剣舞姫ブレイドダンサーには勝てないのだから」

「な……に……!?」

　その名前を聞いた途端、カミトの顔が凍りついた。

　最強──その称号で呼ばれる精霊使いは、現在、大陸に一人しかいない。

　三年前、わずか十四歳にして精霊剣舞祭の個人戦を制覇した少女。

「──そうだ。彼女が戻ってきたんだよ」

　グレイワースの灰色の双そう眸ぼうが、カミトの目をじっと覗のぞきこむ。

「最強の剣舞姫──レン・アッシュベルが、な」






第三章　クラスメイトはお姫様






　学院の廊下に硬い靴音が響きわたる。

　支給された制服に袖そでを通したカミトは、揺れるポニーテールを追って歩いていた。

　制服は、グレイワースが専用に作らせた特注品だ。基調となるカラーはほかの学院生と同じ純白だが、下に穿はいているのはもちろんスカートではない。生地に聖せい性せいを織り込んだズボンで、穿きごこちはとてもいい。

（サイズもぴったりか……くそっ、最初からこうなることがわかってたな）

　カミトは胸中でグレイワースを罵ののしった。

「教師棟と学生棟は二階の廊下で繋つながっている。食堂は一階だ」

　校舎を案内してくれているのは、先ほどの少女、エリス・ファーレンガルトだ。

　カミトが制服に着替えているあいだに、グレイワースが呼びつけたらしい。

　最初はあからさまに不服そうな顔をしていたが、生き真面目まじめな性格ゆえか、途中で投げ出すこともなく律儀に案内を続けてくれていた。

　校舎の設計がやたらと複雑なのは、精霊にとって心地よい空間をつくりだすため、最新の精霊工学とやらを応用した建築様式を採用しているためらしい。なんにせよ、使う人間のことを完全に度外視したデザインであることは確かなようだ。

　左右に揺れるエリスの髪を見つめながら、カミトは先ほどの会話を思い返していた。

　結局、あの魔女の思惑通りになってしまったのは気に入らないが──

　あの名前を聞いてしまった以上、カミトに選択肢はなかった。

　レン・アッシュベル──三年前に突如あらわれた、最強の剣舞姫ブレイドダンサー。

　そして、そのレン・アッシュベルの契約精霊は──

　人間の少女の姿をした闇精霊だというのだ。

「……」

　歩きながら、カミトは革手袋をはめた左手に目を落とした。

（……いや、彼女なはずがない。だって、あいつは──）

　カミトは首を振った。理性では否定するものの──あるいは、という思いもある。

（……まあいい。俺おれがこの目で確かめてやるさ。いまはあんたの手の上で踊ってやるよ、グレイワース）

「君──」

　と、前を歩くエリスが急に足を止めた。

　腰に手をあて振り向くと、けわしい顔でカミトを睨にらむ。

「さっきから、聞いているのか？　君のために説明しているんだぞ」

「……ああ、悪い。ちょっと考えごとしてたんだ」

「む、考えごとだと？」

　エリスはなぜか顔を赤らめ、すたすたと歩いてきた。

「き、貴様っ、私の後ろ姿を見て、なにを考えていたというのだ！」

「ちょ、まて、こんなとこで剣を振り回すな！」

　至近距離でぶんぶん振るわれる剣を、カミトはあわてて避よけまくる。

（っていうか……こいつもか！）

　どうやら、男に対して免疫がないのは、学院生全員に共通することのようだ。

　ひょっとすると、さっきから早足で歩いていたのも、男であるカミトを意識していたからなのかもしれない。

「いいか、勘違いするな！　私は決して君を認めたわけではないからなっ。学院長のご命令だから、しかたなく君を案内しているのだからな！」

「ああ、わかってるよ。けど、そんなに目めの敵かたきにしなくてもいいだろ。今日から同じ学院生なんだから」

「う、うるさいっ、私は認めない。男の精霊使いなど、ぜったいに認めないからな！」

　ふいっと踵きびすを返すと、エリスはまたすたすたと歩きだした。

「まったく、なぜ学院長はこんな男を編入させたのか……」

　……どうやら、ずいぶん嫌われているようだ。

（まあ、しかたない。なにしろ由緒正しい乙女の園に、男が一人だからな）

　ウサギの群れの中に突然、ライオンが放ほうりこまれたようなものだ。

　超箱入りのお姫様が、同年代の男に警戒心を抱いだくのはあたりまえだった。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の開催まであと二ヶ月。

　学院生活の中で、少しずつ信頼を得ていくしかない。

（ん、そうだ。生活といえば──）

　ふと気になることがあった。

「なあ、エリス」

「なんだ」

　エリスが不機嫌そうに振り向く。

　気安く名前を呼ぶなと怒られるかと思ったが、そんなことはないようだ。

「俺おれは、今日からどこで寝泊まりすればいいんだ？」

　学院に男子寮があるはずもないし、まさか女子寮の空き部屋に間借りするわけにもいかない。山の麓ふもとにある学院都市から通えということだろうか。

「なんだそのことか。安心しろ、学院は君のために、莫ばく大だいな費用をかけてすばらしい宿舎を用意した。わざわざ寄付金の一部を建設費にあててな」

「微妙にトゲのある言い方だな」

　……まあいい。〈精霊の森〉で野宿しろといわれるよりは、よっぽどマシだ。

「ちょうどここの窓から見える──あそこだ」

　カミトはエリスが指差したほうを見た。

「……ん、どこだ？」

　広大な敷地内を見まわすが、宿舎らしきものはどこにも見あたらない。

「よく見ろ、あれだ。あそこの広場の隅」

　エリスが指していたのは──

「あれが……俺おれの宿舎？」

　大きな屋根のついた立派な建物だった。

　普通の家屋よりもはるかに広く、中にはたくさんの部屋がある。

　そばには専用の水浴び場。入り口には飼い葉桶おけがたっぷり積み上がり──

「って、馬小屋じゃねーか！」

　カミトは大声でつっこんだ。

「君の目は節ふし穴あなか？　よく見ろ」

「は？」

（えーと、俺の目がおかしいのか？）

　馬小屋にしか見えない。

　いや、どうみても馬小屋だ。なにしろ馬がいっぱいいる。

（ん？）

　──と、そこでカミトはようやく発見した。

　馬小屋の横に、木の板を張り合わせて作ったような掘ほっ立たて小屋が、ぽつんとあった。

　ところどころ、長さのちぐはぐな板が釘くぎで打ちつけられている。

　屋根はボロボロ。ちょっと強い風が吹いたら壊れそうな、そんな小屋だった。

「なあ、ひょっとして……あれか？」

「そうだ」

　エリスはこくりとうなずいた。

「どこが素晴らしい宿舎だ！　あんなの三日で作れるだろ！」

「三時間だ。私の契約精霊の力を侮るな」

「おまえが作ったのかよ！　っていうか莫ばく大だいな費用をかけたんじゃなかったのか？」

「莫大な費用だ。この私が君のために時間を浪費したのだからな。なにか不満か？」

「不満だらけだ。あれはほとんどいやがらせだろ」

「ちゃんとベッドもあるぞ。藁わら葺ぶきのな」

「俺は馬と同じ扱いか……」

「ふん、君は自惚うぬぼれが強すぎるようだな。馬のほうが大切に決まっているだろう」

　うなじにかかるポニーテールをかきあげ、きっぱりと言うエリス。

　なんだか泣きたくなってきた。

「トイレは？　風ふ呂ろは？」

「トイレは小屋の裏手にあるものを使え。悪いが風呂は共用だ」

「共用って……馬とかよ」

　カミトがぼやくと、エリスは「文句があるのか？」と睨にらんできた。

「いいか、もし万が一にでも、君が学院内のトイレへ侵入などしたら、私の契約精霊で君をキノコソテーにしてやるからな」

「なんかうまそうだな。おまえ、料理が好きなのか？」

「ああ、趣味でな。いつか理想の殿方と添い遂げたとき手料理を振る舞えるように、日ひ頃ごろから鍛錬しているのだ」

「そっか。じゃ、機会があれば俺おれにも食わせてくれ。味見くらいはできるぞ」

「ああ。ではいつか私の自慢の料理を──って、誰だれが君などにふるまうかっ！」

　ザンッ──放たれた剣の一いつ閃せんを、カミトは紙かみ一ひと重えでかわした。

「……おまえな。料理とか以前に、これじゃ嫁のもらい手なんてないだろ」

「う……」

　半はん眼がんでつっこむと、自覚はあるのか、エリスはふいっと目を逸そらした。

「っていうか、じつは騎士団長のおまえが、いちばん風紀を乱してるんじゃないか？」

「う、うるさいっ、き、君が変なことを言うからだ！」

　カミトはやれやれと肩をすくめ、廊下のほうへ向きなおった。

「宿舎のことはひとまず置いておこう。で、俺の教室はどこなんだ？」

「レイヴン教室だ。優秀な問題児ばかりが集められた、君にお似合いの教室だな」

「優秀な問題児？」

「言葉通りの意味だ。……ん、なぜ苦い顔をする？」

「いや、ちょっと心当たりがあってな」

　カミトが脳のう裏りに思い浮かべたのは、森の中で出会った、紅あかい髪の少女だった。

　まさかとは思うが──一抹の不安をぬぐいきれない。

「おまえも、そのレイヴン教室なのか？」

　カミトはいちおう訊たずねてみた。

　優秀な問題児というフレーズは、この少女にもぴったりな気がしたのだ。

「なんでそうなるっ、私は最優のヴィーゼル教室だっ！」

　刹せつ那な、ひらめく剣けん閃せん。

　こんどは予想して下がっていたので、前髪をわずかに切られるだけですんだ。

「……っ、ファーレンガルト家に伝わる秘剣をかわすとは！」

「……だからナチュラルに秘剣を放つなよ、おまえは！」

　階段を上って長い廊下を進んでいくと、ようやくカミトの教室が見えてきた。

　両開きになった木製の大扉に、抽象化された精霊の姿が彫刻されている。

　アレイシア精霊学院の教室は、各階ごとに離れて配置されているらしい。教室同士が近いと、すぐに決闘騒ぎになるからだそうだ。

「ここに通う学院生は、全員が名のある貴族の姫君だからな。中には家同士の因いん縁ねんのある者もいる。規則では学院内での私闘を禁じているが、日ひ頃ごろから決けつ闘とう沙ざ汰たは絶えない」

　嘆息しながら、エリスは拳こぶしを強く握りしめた。

「それを仲裁して平穏な学院を守るのが、私たち風王騎士団シルフイードの仕事なんだ」

「いや、平穏を乱してるのはおまえ──」

　──言いかけて。カミトは口をつぐんだ。

　つぶやいたエリスの横顔が、とても真剣だったからだ。

　すぐに剣を振り回す危険な少女だと思っていたが──少しその印象が変わった。

　彼女は、騎士団の仕事にプライドを持っているのだ。

　存在するだけで学院に波乱を呼びかねない、男の精霊使い。

　そんなカミトを、風紀を守る騎士団長の立場で認められるはずがない。

　にもかかわらず、こうしてきちんと向き合って話してくれる。

　ちょっと固いところはあるが、心根はまっすぐないい娘こなのだ。

「……む、なぜ私の顔を見ている」

　エリスが不審そうに眉まゆをひそめた。

「いや、さっきはいろいろからかって悪かったな」

「……？　な、なんだ君は、急に！」

　照れてそっぽを向くその仕草が、なんだか妙に可愛かわいく見えた。





　　　　◇






　講堂のような教室を覗のぞくと、中には誰だれもいなかった。この時間帯は全員外に出払っているようだ。野外訓練場で実技の訓練をしているのかもしれない。

「ここまでで大丈夫だ、あとはクラスメイトに聞くよ。案内ありがとな」

「ふん、れ、礼など不要だ。きちんと案内をしておかないと、君がわざと間違えてトイレに侵入するかもしれないからな」

「俺おれはどんだけ信用ないんだよ……」

　わりとひどい台詞せりふを残して立ち去るエリスに、カミトは深いため息をつく。

　初日からこの調子では、クラスメイトの信頼を得るのはなかなか厳しそうだ。

　ぼやきながら、カミトは無人の教室に足を踏み入れた。

　と、その刹せつ那な。ヒュッと空気を切り裂く音がして──

「ぐえっ！」

　カミトの首に鞭むちがいきおいよく巻きついた。

　突然の不意打ちにあらがうすべもなく、そのまま廊下へと引き倒される。

（な、なんだ!?）

　けほけほと咳せき込こみながら、あたりを見まわすと──

「カゼハヤ・カミト！」

　頭上から、聞きおぼえのある少女の声が降ってきた。

　……正直、あまり聞きたくなかった声だ。

「よ、よ、よくも逃げてくれたわねっ、あ、あたしの契約精霊のくせに！」

「ひゅー、るるー」

「無視するなっ！」

「ぐおっ！」

　知らぬ存ぜぬを決めこんで口笛を吹いていると、ぐいいいっと首を締めあげられた。

（最悪だ……）

　仰あお向むけに倒された、カミトの目の前に──

　燃える紅あかい髪の美少女が、キッと腕組みしてカミトを見下ろしていた。

　窓から吹きこむ風に、制服のプリーツスカートがふわっとひるがえる。

「クレア、おまえ……」

　カミトは喉のどの奥でうめいた。

「なに、言い訳でもするつもり？」

「いや、その位置だと、ぎりぎりパンツ見えるぞ」

「なっ！」

　クレアは顔を真まっ赤かにして、バッとスカートをおさえた。

「こ、こここ、この変態～っ！」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　クレアの全身からゆらゆらと陽炎かげろうがたちのぼる。

　否。それは陽炎ではない。すべてを焼き尽くす元素精霊界アストラル・ゼロの炎だ。

「どうやら、本当に消し炭になりたいようね、カミト？」

「ま、まて、早まるな！」

　本気で命の危機を感じたカミトは、あわてて首を振った。

「おまえに黒はまだ早い」

「……っ！」

　カキン──と、クレアの全身が固まった。

　首から耳の先まで、ゆでだこのように赤くなっていき──

「く、黒じゃないもんっ！　あたしはいつも白っ、黒はたまにしか……って、な、なに言わせるのよ、ばかーっ！」

　ぼふんっ。……オーバーヒートしたようだ。

　脱力したようにへなへなとその場にへたりこむ。

　超箱入り育ちのお姫様ならではの弱点だ。

　……それにしても、精霊使いがこんなにうぶで大丈夫なのだろうか。

「ううっ、二度も見られた……もうお嫁にいけない……」

　床にぺたんと両りよう膝ひざをついたクレアは、うっうっとしゃくりあげる。

　……なんだか、ものすごく悪いことをした気分だ。

「わ、悪かった……泣くなよ、な？」

　カミトが立ちあがって近づくと、クレアはギンッと睨にらみつけてきた。

　……怖い。視線だけで人を燃やせそうだ。

　彼女は制服の袖そでで涙をぬぐい、革かわ鞭むちをぎゅっと握りしめる。

「カゼハヤ・カミト」

「な、なんだ？」

「あ、あたしは寛大だから、い、一度だけ、釈しやく明めいのチャンスをあげるわ」

　口調はとても穏やかだが、あきらかに声が震えていた。

　……ずいぶんお怒りのようだ。

「さっきは、どうして逃げたの？」

「いや、普通は逃げると思うぞ」

　カミトは思わず即答した。

　答えてから……しまったと後悔する。

「……わかった。逃亡奴ど隷れいには死あるのみね」

「ま、まて、落ち着け。あと精霊から奴隷になってるぞ！」

「奴隷よ、あんたはあたしの奴隷精霊よ！」

「新種の精霊誕生だな、精霊調査会にでも発表したらどうだ」

　ちなみに、大陸のどの〈精霊の森〉でも、そんな種類の精霊は見つかっていない。

「く、口の減らない奴隷……いえ、奴隷精霊ね！」

「おわ、ぐ……ギブ、ギブ、本気で死ぬ！」

　ぐいぐいと首を容赦なく締めあげられ、軽く意識が飛びそうになる。

（騎士団はなにやってんだ！　いままさに学院内で殺人がおこなわれようとしてるぞ！）

　あたりを見まわすが廊下に生徒の気配はない。

「そういえば──」

　と、クレアが顔を寄せ、不機嫌そうにつぶやいた。

「さっき、騎士団のエリス・ファーレンガルトと話してたわね、とっても仲よさそうに。あれはどういうこと？」

「けほっ、おまえ、あれが仲よさそうに見えたのか？　学院を案内してもらってたんだよ」

「案内？　なんで？」

「俺おれは今日から、この学院に編入することになったんだ」

「は？　……編入って、あんたが？　アレイシア精霊学院に？」

　クレアは目を見開き、いまさら気付いたように制服姿のカミトを見まわした。

「嘘うそ……だってあんた、男じゃない！」

「ああ。けど、おまえは見ただろ、俺が精霊契約をするところを」

　カミトはかぶりを振りながら、右手に刻まれた精霊刻印を見せつけた。

「俺は男の精霊使いなんだ。グレイワースに呼び出されたのはそのせいだよ」

「……」

　すると、クレアは──

　じっと考え込むように、桜色の唇に指をあてた。

「そう、なんだ……編入生……」

　ぶつぶつとなにか独りごとをつぶやいている。

（……こうやっておとなしくしてれば、普通に可愛かわいい女の子なのにな）

　と、彼女の横顔を見つめながら、カミトはそんなことを思う。

　クレアは突然パッと顔を上げると、こっちを振り向いた。

「ねえ、ここにいるってことは、ひょっとして、あんたもレイヴン教室？」

「そうだよ。……ってことは、おまえも同じ教室か」

「そうよ、あたしもレイヴン教室！」

　こころなしかクレアは、上機嫌に声をはずませた。なんだかやけに嬉うれしそうだ。

　不覚にも、思わず見惚れてしまいそうな笑顔だった。

「いいわっ、そういうことなら、カミトにもう一度だけチャンスをあげる」

「なんだチャンスって」

「契約よ。カミトは、こんどこそあたし専属の契約精霊になるの」

「あのな、なんで俺がそんなことしなくちゃならないんだ」

「ふん、当然でしょ！　あたしが契約するはずだった精霊を横取りしたんだから」

　残念な胸をそらし、クレアはびしっと人差し指を突きつける。

　あいかわらず傍ぼう若じやく無ぶ人じんな理屈だった。

（……めんどくさいやつだな）

　カミトはさすがにちょっとカチンときた。べつに恩をきせるつもりはないが、命を助けてやったのに、横取りという言い方はないだろう。

　──傍ぼう若じやく無ぶ人じんなお姫様に、ちょっとお灸きゆうをすえてやらないとな。

「……わかったよ。おまえと精霊契約を結べばいいんだな」

　しかたない、というふうにカミトはうなずいた。

「……え？　う、うん、そうよっ、ようやく素直になったじゃない」

　もっと抵抗されると思っていたのだろう。予想外の返事に、クレアはちょっと戸惑ったようにうなずいた。

「なら──」

　おもむろに、カミトは指先でクレアの顎あごをくっと持ちあげた。

「は？　な、なな、なにすんのよ？」

「なにって、精霊契約だろ？　高位の人型精霊との契約は……わかってるよな？」

「あ……」

　クレアの表情が凍りついた。

　高位の人型精霊との契約。

　それは、つまり──

「口づけによる契約、だろ？」

　カミトが言うと、クレアはカアッと顔を真まっ赤かにした。

「う、いや、そ、そこまでは……しなくてもいい、っていうか、その」

　あわあわとテンパってぶんぶん首を振る。

「そ、そんな正式なやり方じゃなくても、あ、あたしはべつに……」

「なんだ怖いのか？」

「べ、べつに怖くなんかないわ！　えっと、ただ、その……」

「じゃ、目つむれ」

　身体をきゅーっと縮めたクレアの耳もとで、カミトは意地悪く囁ささやいた。

「え、ちょっと……ひわぁっ!?」

（……ほんとに、こういうことにはぜんぜん耐性ないんだな）

　そんな反応が可愛かわいくて、つい苛いじめたくなってしまう。

　薄い桜色の唇にゆっくりと顔を近づける。

「あの、ごめん、あやまる……から……ゆるして」

「もう遅い──」

「そ、そんな……きゃうっ！」

　クレアは、観念したようにきゅーっと目を閉じた。
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（素直なやつ……）

　カミトは内心で苦笑する。

　もちろん、本当に契約の口づけをするつもりはない。

　さんざんいたぶられた仕返しとはいえ、女の子にそこまでするほど鬼き畜ちくではない。

　そろそろ勘かん弁べんしてやるか──と、身体を離そうとした、そのとき。

「なあ、キミ？」

　ぽん、と背後から肩を叩たたかれた。

「……」

　カミトは、ゆっくりと、おそるおそる振り向く。

　そこに──

「神聖なるアレイシア精霊学院の学舎で、なにをしているのかな君は、ん？」

　おだやかな笑みを浮かべた美女が立っていた。

　年齢は二十代半ばほど。伸ばした黒髪に、黒縁の眼鏡めがねをかけている。

　ダークグレーのスーツの上に羽織っているのは、裾すその長い白衣だ。

「私はレイヴン教室担当のフレイヤ・グランドル。君のことは学院長から聞いているよ。学院はじまって以来初の男の精霊使い」

　貼はりついたような笑みを浮かべたまま、その美女は名乗った。

　けれど、もちろん目は笑っていなかった。

「で、なにうちのお姫様泣かしてんだテメエは？」





　　　　◇






　カミトが教壇に上がると、教室内に静かなざわめきがわき起こった。

　男の精霊使いが編入してくる、という噂うわさはすでにひろまっていたようだが、めったに触れ合う機会のない同年代の少年に、不安と好奇心を隠しきれないようだ。

「あれが男の精霊使い……」

「目つきが悪いわ。人殺してそう」

「あのクレア・ルージュをもう手て籠ごめにしたらしいわよ」

「て、手籠めってなに？」

「わ、わからないけど……と、とにかく、えっちなことよ！」

「でも、ちょっと不良っぽくてカッコイイかも♪」

「外見に騙だまされちゃだめよ。男なんてみんな変態の淫いん獣じゆうなんだから」

「噂ではエリス・ファーレンガルトもお手つきになったらしいわ」

「ええっ、あの生き真面目まじめな騎士団長が？　……ところで、お手つきってなに？」

「わからないけど……と、とにかく、いやらしいことよ！」

　……ひそひそひそひそ。

（……なんか、むちゃくちゃ言われてるな）

　古代の劇場のような造りの教室を見まわしながら、カミトはため息をついた。

　生徒の数は十四、五人ほどだろうか。みんな育ちのよさそうなお姫様だ。ほとんどはカミトに興味津々な視線を向けているが、なかには本気でおびえている娘こもいるようだ。

（まあ、だいたい予想通りの反応だけどな）

　なにしろ男の精霊使いと聞いてだれもが真まっ先さきに思い浮かべるのが、かつて大陸に破壊と混乱をもたらした古代の魔王の名前なのだ。……あまりにイメージが悪すぎる。

　教室中からそそがれる針のような視線に、カミトはさっそく逃げ出したくなった。

　中でもとくにきつい視線を送ってくるのは──一番前の席に座る紅あかい髪の少女だ。

　クレアは睨にらむだけで人を燃やせそうな視線でカミトをじっと見つめ、

「燃やす燃やする燃やすれば……」

　ぶつぶつと活用形でつぶやいていらっしゃる。

　どうやら、さっきのことをまだ怒っているらしい。……あたりまえか。

　あれについては、カミトもちょっとやりすぎたと反省していた。

（あとでちゃんと謝っとかないとな）

「消し炭消し炭消し炭消し炭……」

　……謝っても許してもらえるかどうかはわからないが。

「あー、さえずるな。静かにしろ。単位減らすぞ貴様ら」

　担任講師のフレイヤ・グランドルが名簿で机を叩たたくと、教室はしんと静まった。

　彼女は実技ではなく座学の専門講師で、大陸各地の〈精霊の森〉に出向いては、精霊のフィールドワークをしている精霊調査会のメンバーらしい。

「ほら、おまえもとっとと自己紹介しろ」

　眼鏡めがねをかけた理知的な容姿の美女だが、口を開けばこんな感じだ。

　まあ、よく言えば豪快な性格。すくなくとも悪い人ではなさそうだ。

　カミトは教壇の前に一歩踏み出し、手短に自己紹介した。

「カゼハヤ・カミト、十六歳。見ての通り男の精霊使いなんだが……その、あまり怖がらずに仲よくしてくれるとありがたい」

　シンプルすぎるかと思ったが、なにしろほかに語ることもない。

　語れない秘密ならば、いくつかあるが。

　クラスメイトたちの反応は──

「なんか、ふつー……だね」

「うん、ふつー。あんまり魔王っぽくないし」

　……あれ？

「でも、なんか、キュンときたよね♪」

「あ、わかる。ツンツンしてて、なんかこう、保護してあげたくなる感じ？」

　いったんは静かになった教室が、ふたたびざわめきだした。

（……な、なんだ、このふわふわした甘い感じは？）

　女の子たちの意外な反応に、カミトはとまどった。

　もっとこう、冷たい目とか、蔑さげすみの目で見られると思っていたのだ。

　それに、さっきから感じていたことだが、彼女たちの反応は全体的にとても軽い。

　そんなカミトの疑問を察したのか、フレイヤ女史が耳もとで囁ささやいた。

「あー、ここのお姫様たちはな、一般市民にくらべて感覚がズレてるんだ。なにしろ人間にとって最も不可解な隣人である精霊と、いつも触れ合っているんだからな。ま、おまえが精霊使いうんぬんってよりも、とにかく同年代の少年にいろいろ興味津々なのさ」

（なるほど、そんなもんか──）

　そういうことなら、すこし気は楽かもしれない。

「あ、あの、カミト……君？」

　と、女の子のひとりがおずおずとした様子で手を挙げた。

「う、うん、なんだ？」

「え、えーっと、す、好きな食べものは、なんですかっ？」

「え？　まあ、なんでも……強いて言えば、グラタンかな」

「ふつーよ！」「ふつーだわ！」「女によ体たい盛もりとか答えると思ってたのに！」「可愛かわいい！」

　ざわざわざわざわ。

　……なんだこれ。女体盛り？

　その女の子を皮切りに、つぎつぎと質問が浴びせられた。

「故郷はどこなの？」「スリーサイズは？」「お、お風ふ呂ろでどこから洗うの？」

　……お姫様、それはほとんどセクハラだからな。

　というか、質問しているほうが顔を耳まで真まっ赤かにしていた。

「チームはもう決まってるの？」

「チーム？」

「決まってるでしょ、こんどの〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のチームよ」

「ああ──」

　二ヶ月後に開催される〈精霊剣舞祭〉は五人制のチーム戦方式だ。カミト一人ではエントリーできないため、ほかの精霊使いとチームを組む必要があった。

「まだチームは組んでない。仲間のチームメイトはこれからさがすつもりだ」

　あと二ヶ月で、本当にそんな相手が見つけられるかどうかはわからないが。

「あのだれも契約できなかった、剣の〈封印精霊〉を手て懐なずけたって、本当？」

「ん？」

　カミトは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。今朝の話がもう学院にひろまっているらしい。

　いったいだれが──

「そうよ、そしてその精霊を手懐けたカミトを手懐けてるのがあたし！」

　おもむろに立ち上がり、ない胸を自慢げにそらすクレア。

「……って、やっぱりおまえか！」

　お姫様たちがキャーッといっせいに色めきたった。

「カミト君っ、クレアとはどんな関係なの？」

「御主人様と奴ど隷れい精霊の関係よ！」

「そんなわけあるか！　っていうかおまえが答えるな！」

　腰に手をあて答えるクレアに、カミトはあわててつっこんだ。

「なによ、生意気な奴隷精霊ね」

「だれが、いつ、おまえの奴隷になった！」

　そんな二人のやりとりを見て、ますます興奮する少女たち。

　収拾がつかなくなってきたところで──

　フレイヤ女史がバンッと机を叩たたいた。教室がしんと静まりかえる。

「あー、おまえらいいかげんにしろ。ほら、おまえもとっとと好きな席にすわれ」

「は、はい……！」

　フレイヤ女史の出してくれた助け船に、カミトはありがたく乗った。

　当然ながら、紅あかい髪のお姫様からなるべく遠い、一番後ろの席を目指して歩きだす。

　瞬間。パシィッ──と、調教用の革かわ鞭むちが首に巻きついた。

「おあぐっ！」

　首を絞められ、そのまま、ぎりぎりとうしろへ引き戻される。

「けほけほっ……な、なにすんだよ！」

「どこへいくつもりよ。あんたはあたしの隣の席」

「はっ、だれがそんな危険な席に座るか、うおおおっ──」

　首を絞められながら、カミトも意地になって前へ進もうとする。

「む、逆らうつもりね。いいわ、誰だれがご主人様かはっきりさせてあげる！」

　ギリギリギリギリギリ……！

　カミトは鞭をほどこうとするが、クレアはたくみな鞭さばきでそれを許さない。

「うぐぐ……く、そ……」

　息ができない。いよいよ脳に酸素がまわらなくなってきた、そのときだ。

　ヒュッと風鳴りの音がして、カミトの身体は突然解放された。

「おわっと……！」

　バランスを崩して階段に転倒するカミト。

　いったいなにが起きたのか──

「……っ!?」

　振り向くと、目の前の床に、突き立った鋭い矢があった。

　金属の矢ではない。透き通った氷の矢が陽光を反射してきらめいている。

（……これは、精霊魔装エレメンタルヴアツフエ？）

　クレアの使う炎の鞭フレイムタンとおなじ、武装として変成された精霊の化身。

　いったい誰が……？

「はしたないですわよ、クレア・ルージュ」

　気品あるその声は、教室の一番上から聞こえてきた。

　カミトが倒れこんだまま上を見上げると、そこに──

　豪ごう奢しやなプラチナブロンドの美少女が、腰に手をあて立っていた。

　高貴なお姫様を絵に描いたような顔立ち。処女雪のように白い肌。

　瞳ひとみの色は、淡い光彩をとじこめたエメラルドグリーン。

　あでやかな微笑を浮かべ、クレアを悠然と見下ろしている。

「……っ、なんのつもり、リンスレット・ローレンフロスト！」

　クレアが低くうなった。紅玉ルビーの瞳ひとみに剣けん呑のんな色を浮かべ、いまにも噛かみつきそうだ。

「あきらめなさい、彼はこのわたくしの隣に座りたいと言っているのですから」

　ふっ、とプラチナブロンドの髪をかきあげ、言い放つお姫様。

　そんなことは一言も言っていないが──とにかく助かった。

　カミトが立ちあがろうとすると、金髪のお姫様は優ゆう雅がに階段をおりてきた。

　カミトの前にすっと屈かがみ、値踏みするように見つめてくる。

　可か憐れんな美少女にまじまじと見つめられ、カミトは思わず目をそらした。

「……ふーん、顔はまあまあですわね」

　リンスレットは満足そうにうなずくと、

「ねえ、あなた、わたくしの下げ僕ぼくにならない？」

「は？」

　いきなり、とんでもないことを言いだした。

「か、勝手に手をださないでっ、こいつはあたしの奴ど隷れい精霊よ！」

　階段を駆けあがってきたクレアが、カミトの腕をすかさず掴つかんだ。

「いつ俺おれがおまえのものになった」

「うるさい！」

　クレアが腕をぐいっとひっぱった。

　二の腕に彼女の胸が触れ、カミトは思わずドキッとする。

　ほとんどないとはいえ──そこはやはり、十六歳の女の子なのだ。

　ほどよい弾力のある感触に、不覚にも心臓がドキドキしてしまう。

　だが──

　ふよよんっ。

　もう片方の腕に、まったく別次元の感触が！

「あら、べつにあなたの所有物というわけではないでしょう？」

　リンスレットが、カミトの左腕を両手でがっちりとホールドしていた。

　クレアの残念なものとは違い、こちらはかなり、その……存在感ボリユームがある。

（ちょ、ちょっと待て、これは……！）

　両方から押しつけられるやわらかな感触に、カミトの顔がカアッと熱くなる。

「は、離しなさいよ、ばか！」

「なんですって、この残念胸！」

　バチバチと火花を散らし、睨にらみあう二人のお姫様。

　ふにゅ。ふよんっ。ふゆんっ。

　……どーでもいいが、腕を離してほしい。心臓が破裂しそうだ。

　と、そのとき。

「あわわっ、お、お嬢様っ、おやめください、編入生さんが困ってますから！」

　教室の上から、メイド服の少女がだだーっと駆け降りてきた。

（……は？　メイド？）

　カミトは目を見開き、少女の格好を見つめた。

　ひるがえるフリル付きのロングスカート。ショートボブに切り揃そろえた黒髪。頭にちょこんとのったホワイトブリムがよく似合っている。

　どう見ても立派なメイドだった。

（……なんで学院にメイドがいるんだ!?）

　お嬢様、と呼んでるところを見ると、この金髪お姫様のメイドらしい。

　だが、格好はともあれこの娘こはまともそうだ。きっとこの不毛な争いをいさめてくれるにちがいない。カミトがかすかな期待を抱いだいた、そのときだった。

「お嬢さ……きゃっ!?」

　メイドが、転んだ。

　階段の途中で、それはもうみごとにすっ転んだ。

「キャロル!?」

　リンスレットの顔が青ざめる。

（……くそっ！）

　カミトは二人の腕を振りはらい、床を蹴けって跳んだ。

「ひああああっ！」

　悲鳴をあげながら落ちてくるメイドの身体をなんとかキャッチすると、少女が頭を打たないよう腕をまわし、階段を転がり落ちる。

　二人は抱き合ったままごろごろと転がって、ようやく止まった。

「……っ、おい、怪け我がは──」

　と、口を開きかけ──そこでカミトの思考が凍りつく。

　目の前に。ふよんっ、と大きくやわらかいものがあった。

　清せい楚そなメイド服の下に、リンスレットのものよりもさらに大きなメロンが。

「あ……あ、の……ふあっ、すみませんっ！」

　メイド少女の黒い瞳ひとみにぶわっと涙が浮かんだ。

　カアッと顔を赤らめ、あわあわと立ちあがろうとして──

「お、おい……む、むぐぐぐ～っ！」

　カミトの鼻先に、ますます胸を押しつけてしまう。

（ヤバイ……息ができな……）

「きゃ─────っ！」

　床で絡み合う二人の姿を見て、教室の女の子たちが黄色い悲鳴をあげる。

「へ、変態っ！」「や、やっぱり淫いん獣じゆうよ！」「魔王の生まれ変わりだわ！」

「ち、違っ、俺おれは……むぐぐぐ……！」

　あわてて否定しようとするが、その声は豊満な胸に吸収されてしまう。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

「……？」

　ふと、頭上からなにかの鳴動するような音が聞こえてきた。

　……地震、ではない。たぶん。

　なんだか、ものすごくいやな予感がする。

　胸の谷間から上を見上げると──

　そこに、燃えさかる炎の鞭フレイムタンを手にしたクレアの姿があった。

「こ、ここ、こここ、このエロ精霊～っ！」

「まて、いまのはどう見ても不可抗力……」

「う、うるさいっ、消し炭になりなさいっ！」

（なんでこうなるんだろうな……）

　なかばあきらめたようにうめくカミトに、鞭むちは容赦なく振りおろされた。
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（……やれやれ、ここに来てから、ひどい目に遭ってばかりだな）

　あれから一時間後。痛む背中をさすりながら、カミトは学院の中庭を歩いていた。

　あの炎の鞭フレイムタンの一撃を受けて消し炭になっていない以上、それなりに威力は抑えていたのだろうが、それでも痛いことに変わりはない。

　クレアはいまごろ懲ちよう罰ばつ室しつでフレイヤ女史にこってり絞られていることだろう。

　興味津々に追いかけてくるクラスメイトの女の子たちもなんとか振りはらい、ひとまずは平穏なひととき、といったところだろうか。

　ほかの学院生はともかく、カミトに午後の講義を受ける予定はない。なにしろ編入したばかりで、カリキュラムもできていないのだ。

　アレイシア精霊学院の講義は単位制で、必要取得条件さえ満たしていれば、生徒が好きな講義を選択できるシステムになっている。各人の使役する精霊の能力は千差万別なため、画一的なカリキュラムでは姫ひめ巫み女こたちの才能を十分に伸ばすことができないからだ。

（とりあえず、明日からの生活の準備をするかな……）

　カミトは用意された宿舎の前にやってきた。馬小屋の隣にある掘ほっ立たて小屋だ。

　その外観は窓から見たときよりもさらにひどく、おまけに家畜臭い。

　きしんだドアを開け、おそるおそる中に足を踏み入れる。

　カミトの感想は──

（へえ……意外と、悪くはないか）

　というものだった。とりあえず床は清潔だし、中に入ってみればそれなりに広い。

　藁わら葺ぶきのベッド、テーブル、椅い子す、タンスなどの家具もいちおう備えてある。

　調理器具も揃そろっているし、なんとか生活することくらいはできそうだ。

　さっそく藁のベッドに寝転んでみた。ちょっと背中がチクチクするが、日干し藁の匂においがして寝心地はいい。

（……まあ、どのみち二ヶ月の辛抱だ）

　寝転んだまま、黒い革手袋に覆われた左手をじっと見つめる。

　いまから二ヶ月後、元素精霊界アストラル・ゼロで〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉が開催される。

　それまでに、エントリーに必要な四人のチームメイトを見つけなければならない。

　グレイワースがカミトになにをさせたがっているのかはわからない。

　だが、この目で、絶対に確かめなければならないことがあった。

　カミトにとっての因いん縁ねんの名前。

　三年ぶりに精霊剣舞祭に参戦するという、最強の剣舞姫ブレイドダンサー。

　そして、彼女が連れているという、人間の少女の姿をした闇やみ精霊。

　──いったい何者なのか？

（……レン・アッシュベルは、もうこの世に存在しないはずだ）

　それを知っているのは、グレイワースを含め、ごく一部の限られた人間しかいない。

　そいつが最強の剣舞姫ブレイドダンサーの名を騙かたるただの偽物だとしたら、あの魔女がわざわざカミトを呼び出す理由がない。グレイワースはなにか重大な秘密を掴つかんでいるのだ。

　どのみち、真偽を確かめるには、二ヶ月後の精霊剣舞祭ブレイドダンスで直接剣を交えるしかない。

　だが、いまのままではそいつに勝てない──と、黄昏の魔女ダスク・ウイツチは言った。

　それは、おそらく本当だ。魔女は嘘うそをつかない。だが、決して真実は口にしない。

　いまのままでは──つまりは、そういうことだ。

　たったの二ヶ月で、この三年間で失った勘をとりもどさなくてはならない──

「……」

　……ぐう。急に腹が鳴った。

　脱力して、カミトは天井に伸ばしていた腕をぐったりと下ろす。

　なにしろ〈精霊の森〉をさまよっていた今朝から、なにも口にしていないのだ。

　だが、いまはあえて空腹をがまんすることにする。

　なぜならカミトには金がない。学院にはいちおう、学院生が利用するためのレストランがあるのだが、その値段の高さにびっくりした。さすがはお嬢様学院ならぬお姫様学院。スープ一杯で庶民の一日分の賃金とおなじ値段だとか、意味がわからない。

（……しかたない。明日、エリスにでも頼んで学院都市を案内してもらうか）

　山の麓ふもとの学院都市まで行けば、安くてうまい食堂もあるだろう。

　せっかく調理器具もあることだし、材料を買いこんで自炊してもいい。料理の腕にはそこそこ自信がある。火ひ種だねは精霊の森で火属性の低位精霊を捕まえてくればいい。

（ベーコンとキノコのパスタなんていいな……）

　……食事のことを考えていたら、ますます空腹になってしまった。

（いまから、精霊の森にキノコでも採りにいくか？）

　本気でそんなことを考えはじめた、そのときだ。

　ふいに、どこからか、うまそうなスープの匂においがただよってきた。

「……ん？」

　カミトは眉まゆをひそめて起きあがった。

　匂いは、半開きになったドアの隙すき間まから入りこんでくるようだ。

　鼻をくんくんひくつかせ、ドアを開けると──

　目の前に、白い湯気のたつスープのお椀わんがあった。

　たっぷりのタマネギと骨付きの鶏とり肉にくの入った、うまそうなスープだ。

（……幻覚か？　それとも、不幸続きの俺おれに天の恵みが？）

　空腹でぼーっとしていたカミトは、なんの疑問も抱いだかず、お椀わんに手を伸ばした。

　それが、ひょいっととりあげられる。

　もう一度手を伸ばす。

　ひょいっ。

　もう一度。

　ひょいっ。

「……」

　と、カミトの目の前に──

　あのプラチナブロンドの髪のお姫様の顔があった。

　たしか、リンスレット・ローレンフロストといったか。

　彼女の背後には、メイド服の少女キャロルが折り目ただしくひかえている。

「……えーっと、なんのつもりだ？」

　カミトは半はん眼がんでたずねた。

「ふっ、お腹なかが空いているのでしょう？　カゼハヤ・カミト」

「ああ」

　カミトが素直にうなずくと、

「わん、と鳴いてわたくしの奴ど隷れいになると誓えば、このスープをさしあげますわ」

　リンスレットはスープのお椀を持ったまま、大きな胸をふふんとそらした。

「断る。じゃあな」

　バタンッ。

「あ、ちょ、ちょっと、おまちなさいっ、話を聞きなさい無礼者っ！」

　ドアをダンダンッと蹴けりつける音。

　壊されてはたまらない。カミトはドアを開けた。

「なんだ？　そのスープくれるのか？」

「ええ。わたくしの足を舐なめればすぐに……あっ、なんでドアを閉めるんですのっ！」

　リンスレットは素早くドアの隙すき間まに足を挟んでくる。ベテランの借金取りのようだ。

「……っ、痛い～っ！」

　おまけに痛がっていた。……なにをやっているんだ、こいつは。

「だ、大丈夫ですか、お嬢様！」

　リンスレットを心配そうに気遣うメイドのキャロル。

　しかたなくドアを開けてやると、リンスレットが涙目で睨にらんできた。

「こ、このわたくしが慈愛の手を差しのべているというのに、なんて無礼な男ですの！」

「いや、おまえ……慈愛の手って」

　どうやら本気で言っているようだ。……だんだん頭が痛くなってきた。

（……ったく、この学院のお姫様はどいつもこいつも）

　カミトが内心で頭を抱えていると、

「あら？」

　ちらっと小屋の中を目にしたリンスレットが、ひっと顔をひきつらせた。

「あ、あなた……どうしてこんな家畜小屋で寝ていますの？」

「家畜小屋は隣だ。ここが俺おれの宿舎なんだ。意外と住めば都だぞ」

「……」

「いや、そんな哀れむような目で見るのはやめてくれよ。悲しくなるから」

　本気で引いているらしいリンスレットの顔に、カミトはちょっとへこんだ。

「こんなところに住むくらいなら、わたくしの部屋へおいでなさいな。特別に使用人として雇ってさしあげますわよ」

「あ、メイド服を着せたらきっと似合うと思いますわ、お嬢様」

　キャロルがにっこりと笑って賛同する。この娘こもけっこうひどかった。

　まあ、リンスレットは、いちおう本気でこの境遇を心配してくれているようだが。

「心遣いはありがたいけどな、俺はプライドを捨てるつもりはないんだ」

　カミトが首を振ると、リンスレットはむっと唇をとがらせた。

「わたくしの下げ僕ぼくになるのが気に入らないと？」

「ま、そういうことだ。懐かい柔じゆうしようったって無駄だぜ」

「な、生意気ですわっ、クレア・ルージュにはしっぽを振ったくせに！」

「俺がいつあいつにしっぽを振ったんだ？」

　カミトは半はん眼がんでうめく。まあ、おおかたそんなところだろうとは思っていたが──

　このお姫様は、クレアへの対抗意識でカミトを籠ろう絡らくしにきたのだろう。

（やれやれ、とんだ迷惑だな──）

　カミトが重いため息をつくと、

「ふん、わかりましたわ、あなたがそういうおつもりならいいですわ」

　リンスレットはこほんと咳せき払ばらいして、スープのお椀わんを床に置いた。

「ん？」

「スープはここにおいておきますわ。もともとキャロルが作りすぎてしまったものですし、あまらせるのももったないですし。わたくしの慈悲に感謝しなさい」

　……あれ？

（このお嬢様、ひょっとして──）

　くるっと優ゆう雅がに踵きびすをかえしたリンスレットの背中に、

「あ、まてよ、リンスレット！」

　カミトはあわてて声をかけた。

　リンスレットは肩をびくっとさせて立ち止まる。

「な、なんですのっ、急に名前を呼んで──」

「あんたの下げ僕ぼくにはなれないけど、友人になら……なってもいいぞ」

「え？」

　リンスレットがエメラルドグリーンの瞳ひとみを大きく見開いた。

「ほんとは心配で見にきてくれたんだろ。ありがとな」

「なっ、ぶ、無礼者っ！　そ、そんなんじゃありませんわっ！」

　カアッと顔を赤くしてそっぽを向く彼女。

「ふふっ、お嬢様ったら」

　キャロルが口もとに手をあてくすくすと笑う。

　と、そこへ──

「リンスレット・ローレンフロスト！」

　もう聞き慣れたあの声が聞こえてきた。

　紅あかいツーテールの髪をなびかせ、クレアがこっちへ向かって走ってくる。

　どうやら、フレイヤ女史のお説教は終わってしまったらしい。

「あたしの契約精霊を勝手に餌え付づけするなっ、この泥棒犬っ！」
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「だ、だだ、だれが泥棒犬ですって!?」

　……またはじまった。カミトはうんざりとため息をつく。

「なによ、あんたの家の家紋は犬じゃない」

「なっ──ローレンフロスト家の家紋は、誇り高き白狼ホワイトウルフですわっ！」

「白狼？　チワワにでも変えたほうがいいんじゃないの？」

「……っ！」

　そんなクレアの挑発に──

「クレア・ルージュ……わたくしを本気で怒らせましたわね」

　リンスレットが低い声でうめいた。

　刹せつ那な。あたりに霧のような冷気がたちこめ、空気の温度が一気に下がる。

「まて、おまえ、まさか精霊を──」

　カミトがあわてて叫ぶが、もう遅い。

　風が渦巻き、リンスレットの髪が舞い上がった。

　──凍いてつく氷ひよう牙がの獣よ、冷れい徹てつなる森の狩人かりゆうどよ！

　──いまこそ血の契約に従い、我が下もとに馳はせ参じ給たまえ！

　リンスレットが精霊語の召喚式サモナルを唱えると、あたりに激しい氷の嵐あらしが吹き荒れる。

　轟ごう々ごうと渦巻くブリザードの中から、あらわれたのは──

　白銀の毛皮を纏まとう、一頭の美しい狼おおかみだった。

　全身から凍てつくような冷気を放出している。

「あれは……」

「リンスレットお嬢様の契約精霊──魔氷精霊〈フェンリル〉ですわ」

　キャロルがにっこりと笑って言った。

　白狼からただよう風格は、そこらの低位精霊などとは比べものにならない。

　精霊としての格は、まちがいなく中位精霊Ｂランク以上。このクラスの精霊と契約しているとなると、あのお嬢様もただものではない。

「ふん、あいかわらず毛並みだけは立派な犬ね」

　クレアがツーテールの髪をふぁさっとかきあげる。

「ま、また犬って言いましたわねっ、この残念胸！　ローレンフロスト家への侮ぶ辱じよくだけは、ぜったいに許しませんわっ！」

　冷気をまとう白狼が咆ほう哮こうし、クレアに飛びかかる。

「だれが残念胸よっ──来なさい、〈スカーレット〉！」

　クレアが地面を鞭むち打うつと、逆巻く焔ほのおの中から灼しやく熱ねつの火猫ヘルキヤツトがあらわれた。

　どうやら、すでに精霊を喚よびだしていたらしい。

「──って、おい！　二人ともこんなとこで精霊使って暴れるな！」

　カミトが叫んだ。馬小屋の馬たちがおびえた鳴き声をあげる。

「あたしの奴ど隷れいに手を出すなんて許せない、今日こそ決着をつけてやるわ、泥棒犬！」

「ふん、あなたの下げ僕ぼくは、わたくしが奪ってさしあげますわ！」

　バチバチッと火花を散らす二人の少女。

　台詞せりふだけ聞けば、まるで男をとりあう恋人どうしの会話だ。

「お嬢様たち、まるで男をとりあう恋人どうしみたいですね」

「うん、口に出さなくていいからなキャロル」

　カミトは隣に立つメイド少女を半はん眼がんで睨にらみ──

「っていうか、止めなくて大丈夫なのか？」

「ええ。いつものことですから」

「いつもこんなことやってるのか、あいつらは……」

「はい、お二人はとっても仲よしなんですよ」

「それはなにかの皮肉か？」

　カミトはため息をつきながらぼやいた。

「いつもいつも、目障りなのですわっ、クレア・ルージュ！」

「あんたこそっ、なんでいつも突っかかってくるのよ、リンスレット！」

　魔氷精霊〈フェンリル〉と──

　炎精霊〈スカーレット〉が──

　同時に跳躍し、空中で激突した。

　氷と炎がぶつかりあい、激しい嵐あらしとなって吹き荒れる。

　カミトの見立てでは、二人の精霊のランクはほぼ同格だ。

　精霊使いとしての腕は、クレアのほうがやや上か。

　しかし、彼女の使役する炎精霊はかなり消耗しているように見える。

（ほんの数時間前に、剣精霊にやられてるからな──）

　あれほどのダメージとなると、すこし休養させた程度では回復しないだろう。

　カミトが、二体の精霊同士の争いを見守っていると──

（ん、なんか……焦げ臭くないか？）

　カミトは眉まゆをひそめ、あたりを見まわした。

　そして。それを目にした瞬間、表情が凍りつく。

　燃えていた。

　カミトの小屋が、盛大に燃えさかっていた。

　小屋の隣に積んであった藁わら束たばに、炎精霊の火の粉が飛んで燃え移ったのだ。

「お、おおおおお、お、俺おれの家がっ！」

　カミトの声に気づいたクレアが、こっちを振り向いた。

「リンスレット、ちょ、ちょっとストップ、火事！」

「ふっ、わたくしを油断させようとしても無駄……って、ほんとみたいですわね」

　炎はいきおいよく燃えていた。馬小屋のほうに火が燃え移るのも時間の問題だ。

「お、俺おれの家が─────っ！」

「落ち着きなさい。あの程度の炎、わたくしが消して見せますわ──フェンリル！」

　リンスレットが叫ぶと、氷ひよう魔まの白狼は一瞬で彼女のもとへ舞い戻った。

　その姿が虚こ空くうに消失した──かと思うと、つぎの瞬間、リンスレットの手に巨大な〈氷の大弓〉が出現する。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──精霊の純化第二形態。

「凍いてつく氷ひよう牙がよ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　リンスレットが氷の矢をつがえ、放った。

　矢弾は無数の氷の欠片かけらとなって降りそそぎ、燃えさかる炎を一瞬で消火する。

「ふっ、わたくしにかかれば、ざっとこんなものですわ！」

　プラチナブロンドの髪をかきあげ、誇らしげに胸を張るリンスレット。

「……」

　カミトは──その場に立ちつくし、呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　降りそそいだ氷の矢によって、粉々に砕け散った小屋を。

　こほん、とリンスレットが咳せき払ばらいした。

「……ほんのちょっと、やりすぎてしまったかも、ですわね」

「なにがほんのちょっとよ、力の加減もできないの？」

「う、うるさいですわっ、もとはといえばあなたが火をつけるから──」

　ショックで立ちつくすカミトを無視して、ふたたび喧けん嘩かをはじめる二人。

　と、そこへ──

「なにをしている、おまえたち！」

　中庭のほうから駆けてくる複数の足音が聞こえてきた。

　やってきたのは、銀の胸当てを身に着けたポニーテールの少女だ。

　エリス・ファーレンガルト。学院の風紀を守る風王騎士団シルフイードの騎士団長。

　その後ろから、同じ格好をした二人の少女たちがついてくる。

　クレアが舌打ちした。リンスレットも露骨にいやそうな顔をする。

「学院内で私闘は禁じて……なっ!?」

　駆けてきたエリスの足が急に止まった。

　目を大きく見開き、瓦が礫れきの山となったカミトの家を呆然と見つめる。

　焼けた瓦礫の中から、黒い煙がいくつも立ちのぼっていた。

「こ、これは、いったいどういうことだ！」

　エリスは怒ど気きをはらんだ声でカミトに詰めよった。

　腰の剣を抜き放ち、喉のどもとに切っ先を突きつける。

「わ、私の作った家が気に入らないとか、そういうことか？　抗議行動なのか？」

「ち、違う、そんなことはないぞ、これはだな──」

　カミトがあわてて釈しやく明めいしようとすると、

「このバカ犬が粉々に吹っ飛ばしたのよ」

「その前に、この残念胸が燃やしたんですわ！」

　背後から聞こえた声に、エリスは振り向いた。

　クレアとリンスレットが、お互いをびしっと指差しあっていた。

「……なるほど。いつものおまえたちの仕業というわけか」

　エリスは納得したようにため息をついた。

「あら、いつものとはご挨あい拶さつですわね、騎士団長」

「いつもの、だろう？　レイヴン教室の問題児」

　エリスがキッとリンスレットを睨にらみ返す。

　騎士団の少女たちも、あとからぱたぱたと追いついてきた。

　三つ編みにした茶色い髪の少女と、黒髪の少年っぽい髪形の女の子だ。

　クレアたちの顔を見ると、すぐに苦虫を噛かみつぶしたような顔になる。

「……火猫ヘルキヤツトのクレア！　それに氷魔のリンスレット！」

「またなにかやらかしたのか？　劣等なレイヴン教室が」

　少女たちの目には、あからさまな侮ぶ蔑べつの色が浮かんでいた。

「……なんですって？」

「いま、なんとおっしゃいまして？」

　クレアとリンスレットが同時に二人を睨みつける。

　だが、少女たちは無視してカミトのほうへ目をやった。

「あんたか、学院に編入してきたっていう、例の男の精霊使いは」

「へえ、悪くないわね。けっこうカッコイイんじゃない」

　三つ編みの少女が、カミトを値踏みするようにじーっと見つめた。

　その視線に、カミトは居心地悪くあとずさる。

「ちょっと、こいつはあたしの捕まえた奴ど隷れい精霊よ！」

「カゼハヤ・カミトはわたくしの手て懐なずけた下げ僕ぼくですわ！」

　クレアとリンスレットが同時に勝手なことを言いはじめた。

　三つ編みの少女騎士がふんと鼻を鳴らし、

「あら、だれにもチームを組んでもらえないからって、色じかけで編入生をたぶらかすなんて、さすが辺境の田舎いなか貴族はやることがせこいわね」

「へ、辺境の田舎いなか貴族ですって……！」

　途端、リンスレットの顔がひきつった。

　……どうやら、踏んではいけない地雷を踏んでしまったらしい。

「そうよ、ローレンフロスト家なんて、家柄だけがご自慢の田舎貴族じゃない」

「な、なな、なー！」

「お、お嬢様、落ち着いて──」

「ふ、ふふ、ふ、わたくしは落ち着いていますわよ、キャロル」

　リンスレットはにっこりと笑った。……お嬢様なのにものすごい形相だ。

　もう一方の少女騎士はクレアのほうを向き、嘲あざけるように言った。

「はん、クレア・ルージュにいたっては、貴族どころか反逆者の妹じゃないか。まったく、学院はどうしてこんな奴やつの入学を認めたのか──」

　と、その刹せつ那な。クレアが鞭むちで地面を打ち据えた。

「──黙りなさい。消し炭にするわよ」

　声が震えていた。紅あかい瞳ひとみに静かな焔ほのおをたたえ、押し殺した声でうめく。

（……クレアが、反逆者の妹？）

　カミトは眉まゆをひそめた。

（……いったい、どういうことだ？）

　空気が変わったことに気づいて、二人の少女は口をつぐんだ。

「おまえたち、言いすぎだ」

　エリスが二人をたしなめ、クレアに向きなおった。

　こほん、と咳せき払ばらいして──

「とにかく、この件は〈騎士団総会〉に報告する。罪状は精霊を使役した小ぼ火や騒ぎと器物損壊。処分についてはおって通達があるはずだ。いいか、二度とこんな馬ば鹿かな真ま似ねはするな。私たちは忙しいんだ」

　行くぞ、と二人を連れて立ち去ろうとするエリス。

　と、その背中に──

「待ちなさいよ、エリス・ファーレンガルト。逃げるつもり？」

「なに？」

　エリスはぴたっと足を止め、声をかけたクレアに振り向いた。

「いま、なんと言った？」

　静かな怒ど気きをはらんだ声。その手は腰の剣にかけられている。

「ああ、聞こえてた？　風王騎士団シルフイードも案外腰抜けなんだと思ってね」

「クレア・ルージュ、騎士団への侮ぶ辱じよくは見過ごすわけにはいかないぞ」

　エリスは剣を抜きはなった。かたわらの二人も同時に抜剣する。

「その台詞せりふ、そっくりそのまま返すわ。あたしへの侮ぶ辱じよくは好きにしなさい。でも、姉様への侮辱だけは絶対に許さない」

　クレアは鞭むちで地面を打ちすえた。

「決闘を申し込むわ。エリス・ファーレンガルト。そこの二人も」

「わたくしもですわ、クレア・ルージュ。ローレンフロスト家の名を愚ぐ弄ろうした者には復ふく讐しゆうの牙きばを──我が家の家訓ですの」

　ふぁさっと髪をかきあげ、不敵に微笑ほほえむリンスレット。

　──と、エリスは剣の切っ先を目の前の二人に向けた。

「いいだろう。逃げたと言われては風王騎士団シルフイードの名折れ。決闘の申し出を受けてやる。正直、君たちレイヴン教室の狼藉は目にあまると思っていたところだ」

「おい、私闘は禁じられてるんじゃなかったか？」

　たちこめる剣けん呑のんな雰囲気に、カミトが思わず口を挟む。

「学院内での私闘はな。無論、ここでやりあうつもりはない」

「どういうことだ？」

　首をかしげるカミトを無視して、エリスはクレアに向きなおった。

「時刻は今日の深夜二時、〈門ゲート〉の前だ。対戦形式はそちらで決めろ」

「……一対一ワン・オン・ワンは面倒ね。三人制スリーマンセルでどう？」

「いいだろう」

　エリスはうなずくと剣を収め、踵きびすを返して去っていく。

　彼女たちの背中を睨にらみながら、クレアが毒づいた。

「ふん、後悔させてやるわ！　とくに、あの髪の短いやつは絶対ゆるさない！」

「いい機会ですわ、騎士団の連中は前から気に入らなかったんですの」

「リンスレット、足手まといにならないでよ」

「あら、だれに言っているんですの？」

「……おまえらな。小屋を破壊したあとは決闘騒ぎか？　勘かん弁べんしてくれよ」

　カミトは深いため息をつき──ふと、気付いた。

　対戦形式が三人制ってことは、あと一人は誰だれなんだ？







「ま、そんなわけだから──」

　クレアは腰に手をあて、びしっとカミトを指差した。

「さっそく、あんたの力を見せてもらうわよ、奴ど隷れい精霊！」

「……ああ、なんかそんな気はしてたんだ」

　瓦が礫れきの山となった家の前で、カミトはうんざりと肩を落とした。






第五章　クレアの想い






（……はあ、めんどうなことにまきこまれちまったな）

　学院の石いし畳だたみをとぼとぼと歩きながら、カミトは本日、何度目かの溜ため息いきをついた。

　目の前には、その元凶である紅あかいツーテールの髪が揺れている。

　あいかわらず空腹だし、家は失うし、おまけに精霊使いどうしの決けつ闘とう沙ざ汰ただ。

　……いくらなんでも不幸すぎる。黄昏の魔女ダスク・ウイツチの呪のろいとしか思えない。

「む、まだぶつぶつ言ってるの？　男らしくないわね！」

　クレアが振り返ってびしっと指を突きつけた。

「俺おれの家」

「う……」

　カミトが半はん眼がんでうめくと、クレアはあさっての方向へ目をそらす。

「放火魔。犯罪者」

「……わ、わかったわよ。あ、あたしも、ちょっとは悪かったわ！」

　顔を赤らめ唇をとがらせる彼女。いちおう罪の意識はあるようだ。

　カミトはここぞとばかりに、あからさまな溜息をついた。

「あーあ、宿無しの俺は〈精霊の森〉で野宿するしかないのか」

「……」

「夜の精霊の森で眠るなんてマジで自殺行為だよな。でも仕方ないよな、なにしろ家が燃えちまったしなあ」

　わざとらしく肩を落としてみせる。

　クレアはくっと唇を噛かんだ。それから、ぐいっと背伸びして──

　じっとカミトの目をみつめた。

　顔が近い。ふわっと鼻孔をくすぐる女の子の匂においに、カミトは思わずドキッとする。

「……いいわ。う、埋め合わせはするわよ、ちゃんと！」

「埋め合わせ？」

　なんだかいやな予感に、カミトの顔がひきつった。





　　　　◇






　──カミトが連れてこられたのは、レイヴン教室の女子寮の前だった。

　寮といっても普通の建物ではない。大貴族の邸宅のような瀟しよう洒しやな館やかただ。

「……えーと、どういうことだ？」

「しばらくあたしの部屋に居い候そうろうさせてあげるわ。感謝しなさいよね」

「は？」

　……いきなりなにを言いだすんだ、このお嬢様は。

「だって、外に放ほうりだしたらまたリンスレットがちょっかいだしてきそうだし……あんたはあたしの奴ど隷れい精霊なんだから、精霊使いのあたしが世話をするのは当然でしょ」

　クレアはない胸をそらして告げてくる。

「いや、そうじゃなくてだな……おまえもいちおうは年とし頃ごろの女の子なわけだし、俺おれがなにかするかもとか、考えないのか？」

「あ、あたしになにかするつもりなの？」

　クレアがキッと睨にらみつける。カミトは首をぶんぶん横に振った。

「スカーレットが見張ってるもの。なんかしようとしたら……消し炭よ」

「寮則違反じゃないのか？　男の俺が女子寮に入るのは」

「大丈夫、あんたはあたしの契約精霊って扱いだから。スカーレットと一緒よ」

「ぜんぜん大丈夫じゃないだろ」

　カミトが半はん眼がんでつっこむと、クレアは苛いら々いらと髪をかきあげ、びしっと指を突きつけた。

「ああもうっ、泊まりたいの？　消し炭になりたいの？　どっち？」

「……なんでその二択しかないんだよ」

　カミトは肩を落とし、あきらめのため息をついた。

　クレアの部屋は、貴族の邸宅のような女子寮の二階にあった。

「あんまり声出さないでよ、うちの寮監、すごい怖いんだから」

「あ、ああ……お邪魔するぞ」

　この傍ぼう若じやく無ぶ人じんを絵に描いたようなクレアが怖がる寮監……ちょっと興味あるな。

　そんなことを思いながら、おそるおそる部屋に足を踏み入れる。

　どんなにアレな性格であろうと、クレアは女の子だ。

　それも、とびぬけて可か憐れんな美少女であることは……カミトも認めざるをえない。

　部屋に入るのは、さすがに緊張する。

「──炎よ、照らせ」

　クレアが精霊魔術を唱え、部屋に明かりをつけた。

　クレアの部屋は──

「……」

　めちゃくちゃ散らかっていた。

　崩れた大量の本の山。服はしわくちゃのまま放置され、ぬいぐるみや小物など、あれやこれやが足の踏み場もないくらい散乱している。

　家柄のよいお嬢様の部屋とは、とても思えなかった。

「……おまえ、掃除くらいしろよな」

「い、いつもはスカーレットが掃除してくれるもん。ほら、さっさと入りなさい」

　クレアはカミトの背中を蹴けって部屋の中に押しこんだ。

「痛っ……ったく、あれほど強大な炎精霊を部屋の掃除なんかに使ってるのかよ、世の中の精霊使いが聞いたら全員泣くぞ」

「ふん、スカーレットはあんたと違っておりこうなのよ。ゴミは焼やしてくれるし」

「あー、そうかよ。便利でいいな」

　そんなやりとりをしているそばから、クレアの足もとに炎を纏まとう火猫ヘルキヤツトがあらわれ、部屋のゴミをくわえて片付けはじめた。……なるほど、紙くずはその場で焼却するらしい。

「……おまえもそれでいいのかよ」

　このクラスの炎精霊ともなれば、大型の竜種にも匹敵する存在だ。

　……いったいなにが悲しくて、部屋の掃除などさせられているのか。

「ありがと、スカーレット。いい子ね」

　すりすり。なでなで。

　ニャー。ニャー。

「猫か！」

　嬉うれしそうに甘える炎精霊に、カミトは思わずつっこむ。

（……誇り高き精霊が、すっかり飼い慣らされちまいやがって）

　まあ、すくなくとも外見だけは美少女のクレアにあんなふうに優しく撫なでられたら、懐なついてしまうのもわからなくはないが。

　とりあえず、足の踏み場もないのでカミトも掃除を手伝うことにした。

　昔、グレイワースにこき使われていたおかげで、家事全般は得意なほうだ。

　足もとに山積みになっている本を部屋の隅にどけようと持ちあげる。

　と、そのとき。本の表紙に書かれているタイトルが目に入った。

『伯はく爵しやくとイケナイお姫様』、『もっと苛いじめて御主人様！』、『海賊に攫さらわれた姫君』……いかにも十代の少女が好みそうなティーンズ向けロマンス小説が十数冊ほど。

「ふーん、おまえこういうのが好きなのか。ちょっと意外だな」

「……ばっ、み、見るなあっ！」

　ぼふんっ。

　クレアが投げてきた枕まくらが顔面に直撃、カミトはひっくりかえって本の下敷きになる。

「見られたくないなら片付けとけよ。べつにいいと思うぞ、こういう小説が好きでも」

「う、うるさいっ、べ、べつに好きじゃないもんっ！　……えーっと、そ、そう、友達に借りて、し、しかたなく読んでるんだからっ！」

「ふーん、そうか。おまえは好きじゃない小説を十四冊も借りるんだな」

「う、うるさい～っ！」

　ぽかぽかぽかっ。

　クレアは半分涙目になって殴ってきた。いまひとつ力弱いのは気恥ずかしさのせいか。

　カミトは肩をすくめ、立ち上がろうとして床に手をついた。

　と、ちょうどその手のあたりに──

（……ん？）

　なにか手触りのよい布があった。

　シルクだろうか？　やわらかくて、すべすべして、とても手触りがいい。

　なにげなくそれを掴つかむと、端のほうに白いヒラヒラがついていた。

（──って、白いヒラヒラ!?）

　ひきつった顔で手もとを凝視する。

　カミトの手は──繊せん細さいなレースのついた下着を握りしめていた。

　……意外にも、ちょっと大人びたシルクのパンツを。

　じわり、と額に冷たい汗が浮かぶ。

「ん、なにやってるの？」

「おわっ!?」

　カミトはあわててそれをポケットに押しこんだ。

　──って、押しこんでどうする！

（なにやってんだ俺おれ！　これじゃ本物の変態じゃないか！）

「なに？　なんでそんなに驚くのよ？」

　クレアが眉まゆをひそめ、不審そうに顔を近づける。

「い、いや、なんでもねーよ！」

　カミトは首をぶんぶん振りながら立ち上がった。なにか、彼女の気を逸そらすような話題はないかとあたりを見まわし……ふと気がつく。

「……そ、そうだ、この部屋って、相方はいないのか？」

　いくらお姫様の通う学院の寮とはいえ、一人で住むにしてはちょっと広すぎる。

　部屋をこんなに散らかしてしまって、相方の女の子は怒らないのだろうか。

　というか、相方に許可もとらずに男を連れこんでいいのか？

　すると、クレアはきゅっと唇を噛かんでうつむいた。

「いないわ。誰だれもあたしなんかとは同室になりたがらないし」

「……？　おまえ、ひょっとして、精霊使いのパートナーが一人もいないのか？」

「パ、パートナーなんていらないわ。強力な精霊さえいれば、あたしひとりで十分よ」

　腕組みして言い放つクレアは、精せい一いつ杯ぱい強がっているようにみえた。

（……どうしてだ？）

　こいつはたしかに性格に難はあるが、精霊使いとしての実力はトップクラスだ。

　あれほどの実力があれば、どのチームも放ほうっておかないと思うのだが。

「でも、五人揃そろわないと〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉にはエントリーできないんだろ」

「……な、なんとかなるわよ。いざとなればなんとか頭数だけかき集めるわ」

　クレアはふいっと気まずそうに視線をそらした。

　どうやら、この話題にはあまり触れられたくないようだ。

「そ、そんなことより、あんた、お腹なか空いてるんでしょ？」

　クレアがわざとらしく咳せき払ばらいした。

「ん、ああ……せっかく恵んでもらったスープも食べ損ねちまったからな」

　誰だれかさんのせいでな──と、カミトはクレアをジト目で睨にらむ。

「ふん、しかたないわね。今日は特別にあたしが餌え付づけ──ご馳ち走そうしてあげるわ」

「いま餌付けって言ったな？　言ったよな？」

「気のせいよ。ほら、そこのテーブル出して」

　ため息をつきながら、カミトがテーブルを出すと。

　クレアはそこに、棚からとりだした大量の缶詰を並べはじめた。

　ツナ缶。焼き鳥。塩漬けのタラ。野菜の煮付け。牛肉のシチュー……エトセトラ。

　カミトは唖あ然ぜんとして缶詰のピラミッドを見下ろした。缶詰といえば兵士が長い行軍の際に携行する保存食だ。すくなくとも学院に通うお嬢様の夕食ではない。

「……な、なんで缶詰ばかりなんだ？　さすがに身体に悪いぞ」

「愚問ね、缶詰が好きだからよ」

「いや、いくら好きでも缶詰だけってのは──」

「なによ、べつにいいじゃない好きなんだから。文句あるならあげないわよ」

　むっとした顔で缶詰の山を抱えこむクレア。……その顔が微妙に赤い。

　それでピンときた。

　……ははあ。なるほど。

「おまえ、料理できないんだな」

　ズバリ指摘すると、クレアはギクッと肩をこわばらせる。

「そ、そそ、そんなこと、ないもんっ！」

「その反応でバレバレだぞ。口は嘘うそつきでも身体は正直だな」

「い、いやらしい言い方しないでっ、ばか！」

「ごく普通の発言を曲解するおまえのほうがいやらしいと思うぞ。そういう小説の読みすぎだ。クレアはいやらしい妄想お嬢様だな」

「う、ううう～っ！」

　紅あかい瞳ひとみにうっすらと涙を浮かべ、クレアはギリギリと奥歯を噛かみしめる。

　……しまった。ちょっといじめすぎたか。

（……なんつーか、ついからかいたくなっちまうんだよなこいつは）

　やりすぎるとあとが怖い。カミトは素直に謝ることにした。

「す、すまん……悪かった。ちょっと言いすぎた」

「……～っ！」

　クレアは喉のどの奥でぐるるーっと唸うなっている。猫科の猛獣のようだ。

「そ、そんな睨にらむなよ。……そうだ、代わりに晩飯は俺おれが作ってやるから、な？」

　すると、髪を逆立てていたクレアが、きょとん、と目を見開いた。

「あんた、料理なんて作れるの？」

「まあな、けっこう得意なほうだぞ。調味料はあるか？」

「そういうのはぜんぶ寮の共有スペースにあるわ」

「よし、この缶詰も、ちょっとアレンジすれば料理っぽくなるだろ。火は──」

「スカーレット」

　パチン──クレアが指を鳴らすと、スカーレットがぶわっと小さな火球を吐く。

　火球はふわふわと宙を漂うと、カミトの手の上で静止した。

「……便利だな」

「でしょ？」

　──と、そんなわけで、数分後。

　部屋の中に、ジャーッと炒いためものをする音が響いていた。

　ホウレン草とベーコン、スライスしたニンニクをバターで炒めているのだ。

　フライパンの横では、鍋なべでちょうど二人ぶんのパスタを茹ゆでている。

「たしか、ちょっと硬めアルデンテが好みって言ってたな」

　ためしにパスタを一本噛かんでみる。

「ん、これくらいでちょうどいいだろ。クレア、食器はどこに──」

　フライパンを置いて振り返ると……部屋にはだれもいなかった。

「……あれ？　あいつ、どこにいったんだ」

　部屋の中をキョロキョロと見まわす。

　と、カミトの足もとで寝ていた火猫が、ニャーッと鳴いて前脚を伸ばした。

　いったん火を消し、つられるように前脚の先を見つめると──

　部屋の奥にあるドアの向こうから、かすかな水音が聞こえてきた。

「なんだシャワーか」

　部屋に備え付けのシャワーは、水精霊の力を利用した精霊機関の一種だ。

　いかなるときも心身を清らかにしておくべし──精霊使いの鉄則である。

　ほっとしたカミトは、ふたたび火をつけようとして──

（……って、シャワー!?）

　もう一度振り返る。

（あ、あいつ……なんで肝心なとこはやたら無防備なんだ！）

「……」

　カミトは、ごくりとつばを呑のみこんだ。

　サアアアアアア──

　一度意識してしまうと、部屋に響きわたる水音が、妙に艶なまめかしく聞こえてくる。

　いくら子供みたいな胸とはいえ、あいつも十六歳の女の子だ。

　しかも、顔はお世せ辞じ抜きに可愛かわいい。めちゃくちゃ可愛い。

　胸だってかなり残念ではあるが……それでも、あるにはある。

　ふいに、今朝、森の中で出会ったときの記憶がよみがえった。

　紅あかい髪のはりついた美しい裸身。

　手に触れた、ほどよい弾力のある、あの感触。

（うおおっ、思い出すな、俺おれ！）

　煩悩を振り払おうとぶんぶん首を振る。

　と、そのときだ。

「きゃああっ！」

　バスルームの中から悲鳴が聞こえた。

　カミトはハッと我に返った。

（……悲鳴？）

　水精霊の制御に失敗して、冷水でも出してしまったのだろうか。

（いや、あいつほどの精霊使いが、精霊機関の制御に失敗するなんて──）

「いやああああああああああっ！」

　バンッ──いきなりバスルームのドアが開き、クレアが飛び出してきた。

「なっ!?」

　濡ぬれそぼった髪を振り乱し──

　すっ裸で、こっちへ向かって一直線に走ってくる！

「……っ、ちょ、おまえ、なんて格好──」

　そこでカミトの顔が凍りついた。

　彼女は──全ぜん裸らではない。

　全裸だが全裸ではない。

　透明なゼリー状の水が、なめらかな彼女の素す肌はだにぬるぬると絡みついているのだ！

「ど、どうしたんだ!?　いったいなにが──」

「……っ、カ、カミト、たす……け……て……ぁんっ！」

　目の前でドタッと床に倒れこみ、悶もだえるように喘あえぐクレア。

「……や、見ない……で、ばか、あ、あんっ！」

　ビクッ、ビクンッ！

　赤く火ほ照てったクレアの裸身が、痙けい攣れんするように跳ねあがった。

（……すまん。ドキドキするなってほうが無理だ！）

　カミトはあわてて視線を逸そらすが、聞こえてくる喘ぎ声はかえって想像力を刺激する。

「あ……ひゃうっ……そんな、とこ……だめぇ……」

　どうやら精霊機関の水精霊が暴走しているようだ。クレアは必死に制御しようとしているのだが、あんな状態で集中できるわけがない。

「待ってろ、いま助けるからな！」

　カミトは目を閉じて意識を集中した。

「荒ぶる水の精霊よ、我が命めいに応じて鎮まり給たまえ！」

　小声で鎮ちん守じゆの精霊語をつぶやきながら、右手に神威カムイを込める──

「クレアっ、俺おれの手を掴つかめ！」

「や、あふっ……ん！」

　クレアは熱い吐息を洩もらしながら、なんとか手を伸ばした。

　指先が触れあった、瞬間。

　パァンッ！

　暴走していた水精霊は形質崩壊し、すーっともとの水にもどった。

　クレアは水浸しの床に倒れこんだまま、火照った顔で荒い息をついている。

　ほどけた紅あかい髪が肌にはりついて、妙に色っぽい。

　カミトはあわてて顔を背けた。

「どうしたんだよ？　おまえほどの精霊使いが、なんでこんな──」

「う、うん、シャワーを使ってたら水精霊が突然暴れ出して……こんなこと、いままで一度もなかったのに」

　クレアはうーっとうめきながら、ゆっくりと起きあがる。

「と、とりあえず身体ふけよ。風邪ひくから、な」

　カミトは顔を背けたまま、ポケットからハンカチをとりだして手渡した。

「あ、ありがと……」

　クレアはこくん、とうなずいてそれを受けとると──

　…………。

「ねえ、カミト」

「ん、なんだ？」

「これは、いったい、どういうこと？」

　クレアの声が震えていた。

　それに、なんだか部屋の室温が急に上がったような。

「あ」

　カミトは、ようやく気付いた。

　……そうだ。制服のポケットに入っていたのは、ハンカチではない。

　それは、さっきあわてて隠した──

　シルクのパンツ、だった。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　クレアの手のひらに精霊魔術の火炎球が生まれる。

「ま、まて、落ち着け。違う、これは違うからな、話せばわか──」

「うるさいっ、け、消し炭になりなさいっ、このヘンタイ─────っ！」





　　　　◇






「カミト、あたしにおかわりをよそいなさい！」

「……よく食うなおまえ。太るぞ」

　あれから数分後。テーブルにはカミトの作った手料理の数々が並んでいた。

　ホウレン草とベーコンのパスタに、ツナポテトのサラダ。サーモン缶のグラタン、カボチャのポタージュ、デザートにフルーツヨーグルトまでついている。

　棚に山ほどあった缶詰の材料などを使ったものだが、クレアにはずいぶん好評のようだ。目を輝かせてパスタをほおばるしぐさは、なんだかやけに可愛かわいらしい。

　火猫の姿をした炎精霊も、クレアのかたわらでツナ缶にがっついている。

　精霊はみずからの存在を維持するのに物質を必要としないが、高位の精霊の中には、まれに人間の食べものを好むものもいる。……あくまでも嗜し好こう品ひんとしてだが。

「平気よ、あたし太らない体質だもの」

　パスタを皿によそってやると、クレアはしれっとした顔で言ってきた。たしかに、精霊の使役は体力を消耗するので、スレンダーな体形の娘が多いのは事実だ。

「おい、デザートを先に食べるな。お嬢様のくせに行儀悪いぞ」

「む、うるさいわね。そんなのあたしの勝手でしょ、このパンツ泥棒！」

「ぐっ……」

　カミトは短くうめいた。……それを言われるとなにも言い返せない。

「あんたは奴ど隷れい精霊からパンツ泥棒精霊に格下げよ」

「……どんな精霊だよ」

　どうやら、また新種の精霊が誕生したようだ。

「ほんと最低だわ。よ、よりによって、一番お気に入りのパンツを盗とるなんて！」

「だからわざとじゃねーって言ってるだろ！」

「なに？　開きなおるわけ？」

　クレアがキッと睨にらんでくる。

「……いや、すまん」

　カミトはばつが悪そうに頭を下げた。まあ、今回はどう考えても自分が悪い。

　クレアはツナポテトサラダを口に運びながら、片目をちらっと向けてきた。

「ま、あんたの料理の腕だけは認めてあげるわ。これ、すごくおいしいもの。あたしのために毎日ご飯作ってくれるんなら、料理精霊に格上げしてあげてもいいわよ」

「そいつはありがたいな。っていうか、それはほとんどプロポーズの言葉だぞ」

　指摘すると、クレアの顔がカアッと真まっ赤かになる。

「ば、ばっかじゃないの！　消し炭になりたいの？　ねえ、消し炭になりたい？」

「わ、わかったから、人にフォークを向けるのはやめろ」

「ふん……こ、こんどばかなこと言ったら、ほんとに燃やすわよ！」

　クレアは唇をとがらすと、ふいっとそっぽを向いてしまった。

　カミトはやれやれとため息をつきながら、サーモンのグラタンを切りわける。

「……醤ソ油イがあればもっとよかったんだけどな」

「なにそれ？　食べ物？」

「俺おれの故郷に伝わる調味料だよ。ま、ここじゃ手に入らないだろうけどな」

　カミトが肩をすくめて言うと──

「故郷、か……」

　クレアは、睫まつ毛げをそっと伏せ、ぽつりとつぶやく。

　なぜか──ひどく寂しそうな表情だった。

　それから、しばらくのあいだ、食器のカチャカチャ鳴る音が響いていた。

　満足な夕食を食べて、クレアの機嫌も少しはなおったようだ。

　なんとなく、なごやかな空気がそこにあった。

　と、ふいにカミトは顔を上げ、目の前のクレアを見つめた。

　──いまなら、聞ける気がしたのだ。

　今朝、森の中で出会ったときから、ずっと聞きそびれていたことを。

「そういや、おまえさ──」

「なによ？」

　クレアは、紅茶のカップをとん、と置いた。

「なんでそんなに強い精霊が欲しいんだ？」

　素朴な疑問だった。

　スカーレットほどの精霊を使役する彼女が、身の危険を冒してまで〈封印精霊〉に手を出そうとした、その理由を知りたかった。

「……」

　クレアは──

　すこし迷ったように目を伏せ、ぽつりとつぶやいた。

「どうしても、会いたい人がいるから」

「会いたい人……？」

　カミトは、黒い革手袋に覆われた自分の左手に目を落とした。

　三年前に失った、かけがえのない大切な絆きずながそこにある──

（俺おれと、同じなのか……）

　手の甲に刻まれた傷きず痕あとがズキリと疼うずく。

　クレアはため息をつくと、制服の襟えりにすっと手を差し入れた。

「……そうね、話すわ。隠してもしょうがないもの」

　胸もとからとりだしたのは、銀の鎖のついた、小さなペンダントだ。

　真ん中に、輝く真しん紅くの精霊鉱石が嵌はめ込まれている。

　そこに彫刻された紋章を目にして──カミトは驚きの声をあげた。

「炎の獅し子し……エルステイン公こう爵しやく家けの紋章!?」

　クレアは、無言でこくりとうなずいた。

　エルステイン公爵家。オルデシア帝国の建国以来、代々王室に仕えてきた大貴族。

　精霊使いの頂点に立つ五人の姫ひめ巫み女この一人──五大精霊王エレメンタル・ロードに直接仕える〈精霊姫〉を輩出している名門中の名門だ。

　否──だった、というべきか。

　──四年前、あの事件が起きるまでは。

　ルビア・エルステイン。

　オルデシア帝国に未み曾ぞ有うの大災厄をもたらした──災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン。

　彼女もまた、目の前の少女と同じ、燃えるような真紅の髪をしていた。

「おまえ、まさか……」

「そう、あたしは妹よ。災禍の精霊姫──ルビア・エルステインの」

　クレアは、カミトの目をまっすぐに見つめてうなずいた。

「……」

　クレア・ルージュ。偽名だとは思っていた。

　だが、まさか──

（……そうか。捨てたのはエルステイン家の名前、か）

　この大陸で、あの事件のことを知らない者はいない。

　四年前、火の精霊王エレメンタル・ロードに仕える精霊姫──ルビア・エルステインは、突如、祭殿から最強の炎精霊〈レーヴァティン〉を奪い、姿を消したのだ。

　精霊姫の裏切りを知った火の精霊王は憤ふん怒ぬに燃え、狂乱した。

　エルステイン公こう爵しやく領りようをはじめとするオルデシア帝国の領地を焼き払い、帝国に甚大な被害をもたらした。それでも精霊王の憤怒はおさまらず、それから約一年のあいだ、オルデシア帝国内ではいかなる方法を用いても一切火を熾おこすことができなくなったのだ。

　火の精霊姫が、なぜ突然姿を消したのか──知る者はだれもいない。

　オルデシア国民は彼女を激しく呪のろい、憎しみを込めてこう呼んだ。

　──災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン、と。

「あたしは姉様に会いたい。会って、真実ほんとうのことを聞きたい」

　そのために、強くならないといけない。

　最強の精霊を手に入れなくてはならない。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の優勝者に与えられる報酬──

　たったひとつだけ、望む〈願い〉を叶かなえる権利を手に入れるために。

　クレアの表情には、悲壮な決意がこめられていた。

「それに──」

　と、クレアはわずかにうつむいて、つぶやいた。

「こんどの〈精霊剣舞祭〉には、あのレン・アッシュベルが参戦するそうよ」

「……っ!?　けほっ、けほっ──」

　クレアの口から出たその名前に、カミトは思わず咳せき込こんだ。

「……？　どうしたの？」

「あ、ああ、悪い……」

　レン・アッシュベル──前回の〈精霊剣舞祭〉の優勝者。

　三年前、突如としてあらわれた、最強の剣舞姫ブレイドダンサー。

　その剣舞ブレイドダンスは華麗にして鮮烈。決勝戦では十二騎将ナンバーズ候補の精霊使いさえ圧倒した。

　彼女の奉納した剣舞によって、火の精霊王はようやく憤怒を鎮めたのだ。

「三年前、あたしは会場で彼女の剣舞を見ていた。あたしも、あんなふうに、気高くて、強い精霊使いになりたいと思った」

　クレアは顔を赤らめ、ちょっと恥ずかしそうにうつむいた。

「あの日から、ずっと、あ、憧あこがれの人よ……」

「……そうか」

　カミトは、複雑な表情でクレアを見つめ──拳こぶしを静かに握りしめた。

　……それからは、奇妙に静かな時間だった。

　何度かどうでもいい会話はあったが、どれも長くは続かなかった。

　テーブルの上の料理を食べ尽くすと、クレアはふあっと可愛かわいらしいあくびをした。お腹なかがいっぱいになったら眠くなったらしい。まあ、スカーレットほどの精霊を、一日に二度も使役したのだから無理もない。

「時間になったら起こして。変なことしたら消し炭だからね」

「……待て。ってことは、俺おれはずっと起きてなきゃならないのか？」

　カミトが文句を言う前に、クレアはすぅすぅ寝息をたてていた。

　びっくりするほどの寝付きのよさだ。

「……ったく、風邪ひくぞ」

　カミトはクレアの小柄な身体を、お姫様のように抱きあげた。

　そのまま部屋の隅のベッドまで抱えていく。

　スカーレットがとてとてと歩いて先にベッドに跳び乗った。

（……にしてもこいつ、寝顔だけはほんと天使だな）

　おだやかな寝息をたてる顔を見下ろしながら、カミトは苦笑する。

　ベッドに寝かせようとしたそのとき、クレアの桜色の唇が、かすかに動いた。

「姉様……お父様、お母様……」

（寝言……か）

　なんだか、聞いてはいけないことを聞いてしまったようだ。

　たしか、災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの失しつ踪そう事件の直後、エルステイン公こう爵しやく家けは領地を没収され、公爵夫妻はバルサス監獄に投獄されたはず──

「──ん、カミト」

「……!?」

　突然、名前を呼ばれ、ドキッとした。

「もう、なにするのよ、ヘンタイ……ばか」

「……いったいどんな夢を見てるんだよ」

　ため息まじりにつぶやくと、カミトは自分の手をじっと見つめた。

　三年前のあの日から、革手袋に覆われた左手を。

（俺もおまえと同じだよ、クレア）

（俺はこの三年間、大切な人を取り戻すために生きてきた）

　自らの過ちによって失った、かつての契約精霊を──





　　　　◇






　同時刻。クレアの住む女子寮の各部屋で、ちょっとした事件が起きていた。

　キッチン、バスなどの精霊機関に利用されている精霊が、突然暴走をはじめたのだ。

　あとになって精霊調査会が寮を調査したが、このささやかな事件は原因不明の一言で片付けられることになる──




　蒼月の照らす夜よ闇やみの中──黒翼の天使が、学院の塔に静かに舞い降りる。

　漆黒のドレスに身を包んだ、黒髪の少女だ。

　女子寮の屋根にそっと降り立った少女は、可か憐れんに微笑ほほえんだ。

「──逢あいたかったわ、カミト」

　少女の手のひらには、うごめく闇の塊かたまりが浮かんでいた。

「けれど、あなたはまだ、本当のあなたじゃない」

　そっと虚こ空くうに手を伸ばすと、闇色の球体は夜空を漂い消えていく──

「だから、私が思い出させてあげる」

　くすくす、と少女は笑う。

　残酷な童どう女じよのように。

　無む垢くな悪魔のように。






第六章　真夜中の剣舞ブレイドダンス






　──深夜二時。学院の生徒が眠りにつき、森の精霊たちがざわめきはじめる時刻。

　月明かりの照らす石いし畳だたみの道を、カミトはクレアについて歩いていた。

「雰囲気がずいぶん違うんだな、夜の学院は」

「当然よ、夜は精霊の時間だもの」

　クレアは前を向いたままそっけなく答える。硬い靴音がやけに大きく響いた。

　先ほどからクレアは口数が少ない。騎士団との決闘を前に緊張しているのかもしれない。

「どこでやるつもりなんだ？」

　学院内での私闘は校則で禁じられているはずだ。外に決闘場があるのだろうか？

「あそこよ──」

　と、クレアが唐突に足を止めた。

　彼女が指差した先に、巨大な石の円環ストーンサークルがあった。

　地面がぼんやりと青白く光っている。

「あれは──〈精霊界の門アストラル・ゲート〉か!?」

「そうよ、この世界と元素精霊界アストラル・ゼロを繋つなぐ門。こんな辺へん鄙ぴな場所に学院を造った理由」

「……なるほど、な」

　学院の敷地内に〈門ゲート〉が存在していたとは驚きだ。おそらく、あの石の円環ストーンサークルは未知の技術の使われた先史時代の遺跡で、不安定な〈門〉を固定化する機能があるのだろう。

「危険じゃないのか？　元素精霊界アストラル・ゼロには人間の手に負えない精霊がごろごろいるんだぞ」

「あのね、あの〈門〉は低位精霊しかいない安全なエリアに繋つながっているの。じゃなきゃ、学院が放置しとくはずないでしょ？」

　ばかね、とつぶやき、クレアは石の円環の中に足を踏み入れた。

　精霊語で開門の言葉を唱えると、地面の青い光がさらに輝きを増す。

「ほら、あんたも早く来なさい」

　クレアに手を引かれ、カミトはあわてて光陣の上に跳び乗った。

　途端、視界が白い閃せん光こうに満たされる。

　全身を襲う目眩めまいのような感覚。そして──

　…………。

　──目を開けると、そこに、異世界の風景が広がっていた。

　ねじくれた木々の屹きつ立りつする、深い闇やみの森。

　夜空に煌こう々こうと輝く、血のように紅あかい月。

　あたりには薄く紫がかった、けぶるような霧がたちこめている。

　元素精霊界アストラル・ゼロ──精霊たちの棲すまう、もうひとつの世界。

「ここなら誰だれの邪魔も入らないわ。それに、負傷しても深刻な怪け我がにはならないから、学院生どうしの決闘によく使われるのよ」

　元素精霊界では、契約精霊をより純粋な神威カムイの塊かたまりとして使役することができる。

　そうした場合、神威を宿す人間の肉体は精霊と同じものとして扱われ、物理的なダメージを負うことはほとんどなくなるというわけだ。

　もっとも、だから絶対に安全というわけでもない。痛みは同じように感じるし、肉体にダメージを受けないかわりに、精神に同等のダメージを被る。

　昏こん睡すい状態に陥る程度ならまだいいが、深刻な損傷を受けた場合、重度の記憶障害や、そのまま精神を破壊され、二度と意識を取り戻さない可能性もあるのだ。

「──炎よ、照らせ」

　クレアが精霊魔術を唱えると、手のひらに生まれた小さな火球が、森の中にひらかれた細い道をぼうっと照らしだした。

「行くわよ、カミト」

　ツーテールの髪をそっとかきあげ、クレアは静かに歩きだす。

「勝算はあるのか？」

「それはあんたの実力しだいよ。……正直、ちょっときついかも」

「そうなのか？」

　カミトは驚いた。クレアほどの精霊使いが、そんなことを言うのが意外だった。

「他ほかの二人はともかく、エリスは強いわ。だてに騎士団長をしてるわけじゃない。それに、スカーレットも今朝の〈封印精霊〉との戦いで力を消耗してる。リンスレットの実力は──まあ、あたしもそこだけは認めてるけど、でも、あいつとのチームワーク最悪なのよね」

「……意外と冷静な戦力分析だな。おまえはもっと直情型かと思ってた」

「あんた、あたしをどんな目でみてるのよ」

「すぐに鞭むちを振り回す危険な奴やつ──痛っ！」

　パシィッ──カミトの背中にすぐさま鞭が振りおろされた。

　……しばらく歩くと、森の中に巨大な劇場の遺跡があった。

　元素精霊界アストラル・ゼロと人間界がまだひとつだった頃ころ──遠い神話時代のものだ。

　崩れかけた石の門が二人を出迎える。どうやら、ここが決闘の舞台らしい。

「とりあえず、剣精霊使いのあんたが撃破役アタツカー。あたしとリンスレットが援護するわ」

「俺おれが一番危険な役なのな。おまえたちの決闘だろ？」

「なによ、文句があるの？　いいわ、だったらあんたにポジションを選ばせてあげる。撃破役か消し炭か、どっちがいい？」

「わかった。俺が撃破役だ」

「賢明な判断よ」

　クレアは満足そうにうなずいた。

「ところであんた、契約したあの〈剣精霊〉、ちゃんと使いこなせるんでしょうね」

「ん、ああ……たぶんな」

「……たぶん？　どういうこと？」

　クレアの目が剣けん呑のんにつりあがる。カミトはあわててあとずさった。

「いや、ほら、下へ手たに喚よび出だして、また暴走されたらまずいだろ？　だから、今朝、契約したときから一度も喚び出してないんだ」

　なんだか言い訳じみている──とは思う。実際、半分は言い訳だった。

　本当は、ほかの精霊と契約をしたことが、彼女に対して後ろめたかったからだ。

　新しい契約精霊を使役することが、なんとなく、裏切りのように感じられた。

「一度契約に成功してるんだから、制御に失敗する可能性なんてほとんどないはずだけど──まあ、いわくつきの封印精霊だし、たしかになにがあってもおかしくないわね」

　しかし、クレアはいちおう納得したようだ。

「とりあえず、精霊魔装エレメンタルヴアツフエを展開してみて。それくらいできるでしょ？」

「あ、ああ……そうだな」

　精霊魔装の展開は、そう誰だれもができるものではないのだが──

（気は進まないが、しかたないな──）

　カミトは目を閉じると、右手に刻まれた〈精霊刻印〉に意識を集中した。

「冷れい徹てつなる鋼はがねの女王、魔を滅する聖剣よ──」

　精霊語の召喚式サモナルを唱えると、交差する二本の剣の紋章が淡く輝いた。

　契約精霊との回パ路スは正常に繋つながっている──が、

（なんだ？）

　……おかしい。あれほど強大な封印精霊の存在を感じることができない。

　いや──存在自体は感じとれるのだが、なにか歯車が噛かみ合わないというべきか。

「──いまここに鋼の剣となりて、我が手に力を！」

　刹せつ那な、カミトの手のひらに微細な光の粒りゆう子しが集まる。

　そして、あらわれたのは──

「……」

　一本の短剣だった。

　というか、ほとんどナイフのような小さな剣だ。

　……シン、と気まずい沈黙がおとずれる。

「……それが、あの剣精霊の精霊魔装エレメンタルヴアツフエ？」

　クレアがひきつった顔で言った。

　あの〈スカーレット〉を一撃で切断した、強大な封印精霊の化身──にしては、

　……正直、あまりにしょぼかった。

「み、見た目で判断するなよ、じつはすごい能力があるかもしれないだろ」

「う、うん、たしかにそうよね！」

　クレアはひきつった表情のまま、こくこくとうなずいた。

　カミトは、ためしにそばの木を斬きってみた。

　ぺきっ。短剣はいとも簡単に折れて消滅した。

「…………」

「……あー、なんつーか、たぶんあれだ」

　凍えるようなクレアの視線に耐えかね、カミトは静かに口をひらいた。

「じつは、契約精霊を使役するのは三年ぶりなんだ。まだ勘を取り戻せてない」

「…………は？」

　衝撃の告白に、クレアがぽかんと口をあけた。

「うそ……だ、だってあんた、あの封印精霊をあんなに簡単に手て懐なずけたじゃない！」

「あのときは、おまえを助けるために必死だったからな。正直、自分でもどうして契約できたのかよくわからないんだ」

　どれほど強大な精霊と契約しても、その力を十分に引き出せなければ意味がない。未熟な精霊使いが分不相応な精霊と契約してしまい、力をもてあますのはよくあることだ。

（……けど、俺おれの場合はすこし違うか）

　カミトは、革手袋をはめた左手をじっと見つめた。

（たぶん、無意識のうちに、彼女のことを考えちまうんだ）

　──だから、新しい契約精霊と回パ路スを繋つなぐことができない。

「な、なな、なんなのよ……」

　と、押し殺したうめき声が聞こえた。ハッと顔を上げると、クレアが調教用の革かわ鞭むちをぎゅっと握りしめ、わなわなと肩を震わせていた。

「いや、だから、その、俺は戦力外ってことでひとつ……」

「どーいうことよっ、あんたの戦力あてにしてたのに！」

　ピシッ、ピシッ、ピシィッ！

「痛っ、ちょ、やめろ！」

　逃げるカミトに容赦のない鞭の嵐あらしが降りそそぐ。

　と、そこへ──

「いったいなにをしていますの？　クレア・ルージュ」

　暗い木こ立だちの向こうから、そんな声が聞こえてきた。

　クレアが鞭で叩たたくのをやめ、むっと振り向く。

　あらわれたのは、リンスレットとメイドのキャロルだった。

「遅いわよ、リンスレット」

「あら、レディの身支度には時間がかかるのですわ」

　リンスレットは豪ごう奢しやなプラチナブロンドの髪を誇らしげにかきあげる。

「……？　なんでキャロルまでいるんだ？」

「もちろん、お嬢様の応援ですわ」

　カミトが訊きくと、キャロルはどこからか旗はたをとりだして振りはじめた。

「ところで、どうしてカゼハヤ・カミトを折せつ檻かんしているんですの？」

　リンスレットが人差し指を顎あごにあて、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

　それは──とクレアが答える前に、キャロルが口を挟む。

「お嬢様、それを聞くのは野や暮ぼというものですよ」

「どういうことですの？」

「これはちょっと変わった愛のカタチ。特殊で変態的なプレイなのですわ」

「ええっ、あなたたち、そ、そうでしたの!?」

「ち、ちち、ち、ちがうわよっ、な、なにいってんのこのばかメイド！」

　カアッと顔を真まっ赤かにして否定するクレア。

　……どうでもいいが、テンパって鞭を振りまくるのはやめてほしい。痛いから。

（……なんで決闘の前にすでにボロボロになってるんだろうな、俺おれは）

　カミトが人生の不条理について真面目まじめに考えはじめた、そのときだ。

「──そちらは揃そろったようだな、レイヴン教室」

　真上から凛りんとした声が降ってきた。

「……っ!?」

　四人は揃って上を向く。

　と、崩れかかった劇場の壁の上に──

　蒼あおい髪を微風になびかせて立つ、凛り々りしい少女騎士の姿があった。

　輝く白銀の甲かつ冑ちゆう。美しい戦乙女のようなその立ち姿に、カミトは思わず息を呑のむ。

　彼女のかたわらに、同じく白銀の甲冑を身に着けた二人の騎士が立っていた。

　名前はクレアに聞いていた。髪の短いのがラッカ、三つ編みのほうがレイシアだ。

「──エリス・ファーレンガルト、いつからいたのよ！」

「っていうかおまえ、ひょっとして、格好よく登場するタイミングを待ってたのか？」

「なっ……そ、そんなことないぞっ、私はいま来たばかりだ！」

　カミトが半はん眼がんで指摘すると、エリスはあからさまに動揺して落ちそうになった。

　……なんだか、いろいろ残念な騎士団長様だ。

　エリスはカミトたちを鋭く睨にらみつけると、腰の剣を抜き放った。

「行くぞ、レイヴン教室。夜が明けぬうちに決闘を終わらせてやる──」

　刹せつ那な。劇場の舞台に大掛かりな炎の照明が灯ともる。

　その明かりに照らされて──

「あれは──!?」

　巨大な翼をひろげた大鷲が、紅あかい夜空に姿をあらわした。

「紹介しよう、カゼハヤ・カミト。これが私の契約精霊──魔風精霊〈シムルグ〉！」

　風鳴きのような咆ほう哮こうを上げ──魔風を纏まとう大おお鷲わしが急降下してきた。
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　挨あい拶さつがわりの一撃、といったところか──

　滑空してきた魔風精霊は、四人のいる地面めがけてダイブした。

　耳をつんざく轟ごう音おん。石いし畳だたみが剥はがれ、大量の土砂が舞い上がる。

　爆心地から発生した強風に殴られ、カミトの身体は軽々と吹っ飛んだ。

「……がはっ！」

　壁に叩たたきつけられる。骨が砕けるような衝撃に、一瞬、呼吸が止まった。

　純化形態となった精霊の攻撃を受けても肉体が傷つくことはないが、叩きつけられた衝撃や瓦が礫れきの破片による物理的なダメージはべつだ。突風で舞いあがった石いし礫つぶてがカミトの全身を切りつける。両腕で額をかばいながら、カミトは舌打ちした。

（……なんて破壊力だ！　まともに喰くらったら一撃で昏こん倒とうするぞ）

　あの魔風精霊……シムルグといったか。

　破壊力だけならクレアのスカーレットさえ凌しのぐかもしれない。

（そうだ、クレアは──？）

　立ち上がってあたりを見まわすと、味方の二人はそれぞれの配置についていた。

　クレアは中距離からの直接援護。リンスレットは遠距離攻撃による後方支援。

　キャロルは……劇場の外へ逃げて旗はたを振っている。

　吹き荒れる轟ごう風ふうが止んだ。この隙すきにカミトは走り出す──

「まだよ、カミト！」

「……っ!?」

　クレアが叫ぶと同時、魔風精霊の咆ほう哮こうが響きわたった。

　地面にあいた大穴から、巨大な魔鳥がはばたく──

「なにやってるのよ、さっさと精霊魔装エレメンタルヴアツフエを展開しなさい！」

「んなこと言ってもな──」

　刹せつ那な。膨大な質量を持った風の塊かたまりが、地面をえぐりながら突進してきた。

　一直線に剥はがれていく石いし畳だたみ。カミトはとっさに横に跳んだ。

　地面を転がりながら、口の中で素早く精霊語の召喚式サモナルを詠唱する。

　淡く輝く精霊刻印──だが、相変わらず契約精霊との回パ路スが繋つながらない。

（……っ、だめか!?）

　あきらめかけた、そのとき──手のひらに光り輝く短剣が構築された。

　相変わらず頼りない精霊魔装だが、ないよりはましだ。

「逃げるだけか、カゼハヤ・カミト、見損なったぞ！」

　エリスがポニーテールの髪を揺らし、タッと地面に降り立った。

「ああ、戦えばいいんだろっ──」

　短剣を構えたカミトはエリスに向かって突進した。先手必勝だ。先に精霊使いを倒せば、召喚されている契約精霊は消滅する──

「カミト、後ろ！」

　背後からクレアの声──カミトはそのまま真横に跳んだ。

　魔風精霊の翼が、たったいまカミトのいた場所を薙なぎ払はらった。

「……っ、なんてスピードだ！」

　五大元素精霊の中で最速を誇る風属性の精霊。エリスはそれを完かん璧ぺきに制御していた。

　夜空へ舞いあがった魔風精霊は弧こを描くようにターン──急降下してくる。

　カミトはふたたび跳んだ。地面に激突した魔風精霊が大量の土砂を巻き上げ──直後、無数の風の刃やいばとなってカミトの腕を斬きり裂いた。

「……くっ！」

　右腕にすさまじい激痛が走る。実際に腕を斬り落とされたわけではない──が、その痛みはカミトの意識を激しく揺さぶった。

（──まさか、あのタイミングで風の刃に変化するとはな）

　カミトは内心で舌を巻く。エリスの精霊使いとしての技量は相当なものだ。

「カミト、援護するわ！」

　声と同時、燃えさかる炎が夜空を赤く照らす。

　クレアがスカーレットの精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──〈炎の鞭フレイムタン〉を振るったのだ。

　炎の斬撃が弧こを描き、襲い来る風の刃をすべて薙なぎ払はらう──

「団長の邪魔はさせない！」

　三つ編みの騎士、レイシアがクレアに向かって突撃した。

　手にした精霊魔装は透明な氷の剣──リンスレットと同じ氷精霊の使い手のようだ。

　とはいえ、精霊の格はリンスレットのフェンリルにまったくおよばない。契約精霊を精霊魔装に展開する技量はあるようだが、それを自分のものにできていない。

　クレアの敵ではない──そう判断して、カミトは眼前のエリスに向きなおった。

　刹せつ那な。激しい爆砕音と同時に、目の前の地面がごっそりえぐられる。

「……っ!?」

「はんっ、精霊魔装──〈破岩の鎚ロツク・ブレイカー〉、受けてみろよ！」

　男勝りな口調で叫んだのは、短髪の騎士ラッカだ。

　得物は柄の長い大鎚。それを少女の細腕で軽々と振り回している。

　カミトは跳びさがって距離をとった。こちらはレイシアよりはやるようだ。

　間合いをとって対たい峙じしながら、目の端でエリスを追う──

　エリスはラッカの攻撃と連動して、すでに動いていた。

　さすがに騎士団長だけあって、エリスの指揮能力は高い。

　まずは魔風精霊による先制攻撃で戦場を混乱させる。中衛のクレアにレイシアを、前衛のカミトにラッカをぶつけ、二人を抑えているあいだに、最も戦闘能力の高いエリスが後衛のリンスレットを叩たたくという作戦だ。

（……っ、エリスを叩く前に、まずはこいつをなんとかしないとな）

　カミトは素早く踏み込み、斬撃を放った。銀の剣けん閃せんがラッカの腕を浅く斬り裂く。

　精霊魔装の攻撃なので、血は流れない──だが、痛みは同じように感じるはずだ。

「このっ……！」

　ラッカの顔が怒りに染まった。カミトの脳天めがけて〈破岩の鎚〉を振り下ろす。

　轟ごう音おん。地面がえぐれ、瓦が礫れきが舞いあがった。おそらくは土属性の精霊だ。さすがに破壊力はたいしたものだが、動きが大振りなので簡単によけられる。

「ちいっ、ちょこまかと！」

　彼女もまだ精霊魔装エレメンタルヴアツフエを使いこなせてないようだ。あるいは、契約精霊の格が彼女の実力に対して高すぎるのか──使役しているはずの精霊に振り回されてしまっている。

「逃げるなっ、ちゃんと戦え、男の精霊使い！」

「ただ逃げてるわけじゃない。集団戦ではもっと周りを見たほうがいいぜ」

「なに？」

「腕利きの狩人ハンターが狙ねらってる」

　瞬間。飛んできた氷の矢弾が、少女の胸を貫いた。

　派手に吹っ飛び、地面をバウンドするラッカ。

　精霊魔装の〈破岩の鎚ロツク・ブレイカー〉が光の粒りゆう子しとなって消滅する。

「ふっ、ナイスショット、ですわ！」

　背後からの声にカミトが振り向くと──

　劇場の外壁の上でふふん、と髪をかきあげるリンスレットの姿があった。

「……って、なんで支援役のおまえが、そんな目立つ場所に立ってるんだよ！」

「あら、わたくしがクレアより目立つ場所にいるのは当然ですわ！」

「あ、あのバカ犬……！　あんたは動き回って狙そ撃げきっていったでしょーが！」

　クレアが噛かみつくように怒鳴った。

「ふっ、高貴なるローレンフロスト家のレディたるもの、ダンスパーティーでは一番目立つ場所にいないと気がすみませんの」

「それでこそお嬢様ですわ！」

　キャロルが地上から嬉うれしそうに旗はたを振る。

「ふん、ずいぶんと余裕だな、レイヴン教室！」

　──と、その刹せつ那な。背後で強烈な突風が巻き起こった。

　翼をひろげた魔風精霊が咆ほう哮こうを上げ、リンスレットめがけて飛び上がる。

「いい的まとですわ！　凍いてつく氷ひよう牙がよ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　リンスレットが素早く氷の矢弾を放つが──

　魔風精霊は即座に無数の風の刃やいばへと変化し、リンスレットめがけて襲いかかった。

「きゃあっ！」

「リンスレット!?」

　駆けよろうとするクレアの前に、三つ編みの騎士が立ちはだかった。

　クレアの注意が逸それた隙すきに素早く鞭むちの間合いに入り込み、氷剣で斬きりつける。一度間合いに入ってしまえば、剣のほうが圧倒的に有利だ。クレアが徐々に押されていく。

「このっ、よくもラッカを！」

「くっ──カミト、エリスを追って！」

「ああ！」

　クレアも窮地だが、いまはエリスを止めなくてはならない。

　エリスは劇場の階段を駆けていた。リンスレットを完全に戦闘不能にするつもりだ。

　カミトはエリスの足もとを狙ねらって短剣を投とう擲てきした。無視するのは危険と判断したのか──エリスは横に跳んでかわし、観客席に降り立った。

　あたりに甲かん高だかい音が響きわたる。精霊魔装エレメンタルヴアツフエの短剣が壁にあたって砕け散った。

「ふん、ずいぶんと脆もろい精霊魔装だな」

　エリスは言いながら、魔風精霊を手もとに呼びよせた。

　そして──

「──凶まがツ風よ、怨おん敵てきの心臓を貫く魔ま槍そうとなりて我が手に宿れ！」

　精霊語の展開式レリーズを唱えた途端──風が吹き荒れ、その手に長大な槍やりが出現した。

　柄に精せい緻ちな紋様の刻まれた、儀式用の長槍だ。

　紅あかい月光に輝く穂ほ先さきは鋭い風を纏まとい、かすかに風鳴りの音をたてている。

　腰まで伸びたポニーテールの髪が、風にあおられ流れるように揺れた。

　エリスは槍を片手でくるりと回すと、凛りんとした表情でカミトを睨にらみ据えた。

「これが私の精霊魔装──〈風翼の槍レイ・ホーク〉だ」

　カミトは──

「綺き麗れい……だな」

　思わず、そんな声を洩もらした。

「ふっ、君にもわかるか──この〈風翼の槍〉の美しさが」

　自慢げに槍を見せつけ、ちょっと嬉うれしそうに頬ほおをゆるめるエリス。

「ばか、おまえがだよ。言わせんな恥ずかしい」

「なっ……わ、私……!?」

　エリスは真まっ赤かになって、わたわたとあわてた。

「おのれ、わ、私を愚ぐ弄ろうするかっ、カゼハヤ・カミト！」

「いや、普通に見惚れてただけなんだけどな」

「み、見惚れっ……あ、ううう～っ……」

　エリスはますます顔を赤らめ……邪念をはらうかのように、首をぶんぶん振った。

「ええいっ、そのような戯ざれ言ごとをっ……やはり私を愚弄しているのだな！」

「いや、ほんとに綺麗だと──おわっ！」

　激げき昂こうしたエリスが、真っ赤な顔で槍を突き込んできた。

　心が乱れているためか、かわすのはたやすい。

　が、魔ま槍そうの穂ほ先さきがカミトのわき腹をかすめた、瞬間──

　放たれた風の刃やいばが、全身を切り裂いた。

（ぐっ……!?）

　鋭い痛みに、カミトは胸中で舌打ちする。

（──風の刃を生み出す精霊魔装エレメンタルヴアツフエか！）

　全身を襲う激痛をこらえながら、カミトは後方へ一気に跳びさがった。

　風の刃を生み出すあの魔槍は、紙かみ一ひと重えで回避しても意味がない。

　だが、エリスはさらに踏み込み、嵐あらしのような連撃を放ってくる。

「逃がすかっ、この不ふ埒らち者もの！　ティラミスにしてやる！」

「なんだよ、お菓子作りも得意なのか？　この可愛かわいいむっつり乙女め」

「お、お菓子はいま練習しているところだ。将来添い遂げる殿方のために──ええいっ、な、なにを言わせるのだっ！　そしてむっつり乙女とはなんだっ！」

　エリスの渾こん身しんの一撃が劇場の壁を穿うがち、瓦が礫れきの破片が飛び散った。

（……っ、こいつ、マジで強いな！）

　さすがは精霊使いの集うこの学院で、騎士団長を務めているだけある。

　精霊を愉たのしませる〈神楽カグラ〉の手本のような、美しい剣舞だ。

　ズキリ──と、左手の傷がうずいた。

　感覚が、徐々に研ぎ澄まされていくのがわかる。

　本気の剣舞に血がたぎる。

　身体が、三年前のあの感覚を思い出していく──

（けど、こんなものじゃない──）

　思うように動かない脚がもどかしい。相手の手を読む直感力も落ちている。

（俺おれは──）

「このっ、逃げるなっ！」

　鋭い殺気を放ち、烈風を纏まとったエリスが突撃してきた。

　小手先の突きではない。勝負を決めるための渾こん身しんの一撃。

　だが、そこに致命的な隙すきが生まれる──

「凍いてつく氷ひよう牙がよ、穿て──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　復活し、狙そ撃げきの機会を窺うかがっていたリンスレットが、すかさず氷の矢弾を放った。

　同時に──

「舞え、破滅呼ぶ紅ぐ蓮れんの炎よ──〈炎王の息吹ヘルブレイズ〉！」

　レイシアを片付けたクレアが炎属性の精霊魔術を放つ。

「……っ!?」

　エリスの双そう眸ぼうが驚きよう愕がくに見開かれた。

　タイミングは完かん璧ぺき。放たれた氷ひよう牙がと獄炎はまっすぐに標的を捉とらえ──

　パリィィィィンッ！

　空中で互いに衝突した。

「……な!?」

　カミトの顔がひきつった。

　目の前のエリスも唖あ然ぜんとして立ち尽くす。

「ちょっと、リンスレット！　あんたなに邪魔してんのよ！」

「な、なんですのっ、あなたこそわたくしの邪魔をしないでくださる？」

　たちまち口くち喧げん嘩かをはじめる二人。

「あ、あいつら……」

　カミトは決闘の最中だということも忘れ、深いため息をついた。

（……実力はあるのに、チームワークはほんとバラバラだな）

「──愚かな、仲間割れとは！」

　エリス・ファーレンガルトがふたたび精霊魔装エレメンタルヴアツフエの槍やりを振りあげた。

　轟ごう々ごうと、これまでにない強烈な風が巻き起こる。

「わ、私を綺き麗れいだなどと愚ぐ弄ろうしたこと、後悔させてやる──」

　もう逃げ場はない。カミトが観念した、そのとき──

「まて、エリス！　なにか様子が変だ……」

「なに？　いまさら命いのち乞ごいなど──」

　言いかけて──エリスは口をつぐんだ。

　彼女も気づいたようだ。

「なんだ、この気配は……？」

　あたりの空気が重い。背筋の冷たくなるような、この感覚は──

「なに？」

「なんですの？」

　クレアたちも気付いたようだ。霧にけぶる夜空を見あげ、訝いぶかしげに首をかしげる。

　突然、雷鳴のような音が轟いた。

　そして──空の裂け目から、それがあらわれた。
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　それは──虚こ空くうに浮かぶ巨大な顎アギトだった。

　頭部も胴体も尻尾しつぽも存在しない。ただ、ズラリと歯の並んだ不気味な顎あごだけが、ガチガチと音を鳴らしていた。

「あれは……まさか、魔精霊!?」

　突然、姿をあらわしたその精霊に、カミトは慄りつ然ぜんとしてうめいた。

　魔精霊──それは、その精神構造の在り方が人間とあまりに異なる故ゆえに、精霊使いが決して手て懐なずけることのできない異い形ぎようの精霊だ。

「魔精霊が、どうしてこんな場所に……？」

　と、その刹せつ那な。

　ヴォ……ルォォオオオオオォン──

　魔精霊の上げた耳をつんざくような咆ほう哮こうに、少女たちは身をすくませた。

　すさまじい威圧感。肌に感じるその神威カムイは魔人級Ａランクの精霊に匹敵する。

　しかも──

（狂乱……している？）

　カミトは声を押し殺し、上空の魔精霊を注意深く観察した。

　魔精霊は確かに異形の存在だが、理由もなしに狂乱することはありえない。

（……どういうことだ？）

　胸中でうめき──カミトは、ふと思い出した。

　そういえば、決闘の前──クレアの部屋で精霊機関の水精霊が暴走した。

　普通なら考えられない現象だが、あのとき水精霊が狂乱していたのなら、クレアが制御できないのも当然だ。……あの現象と、なにか関係があるのだろうか？

　それに──

（クレアは、このエリアに強力な精霊が出没することはないと言っていた）

　偶然にしては、あの魔精霊の出現はあまりに不自然だ。

（なんなんだ、いったい──）

　虚こ空くうに浮かぶ顎アギトは森の木々を薙なぎ倒し、古代の遺跡を粉々に噛かみ砕いた。砕け散った石の破片が頭上から激しく降りそそぐ。

「クレア・ルージュ、ひとまず決闘は中止だ。いいな？」

「……わかったわ」

　クレアはエリスの言葉に素直にうなずいた。

　あの魔精霊の危険性は、この場にいる全員がわかっているはずだ。

　あれは契約精霊のように純化形態で召喚されているわけではない。

　あの歯で噛み砕かれれば、人間の身体など紙かみ屑くず同然だ。

「避難するぞ。私が殿しんがりを務める、君たちは気絶した二人を運んでくれ」

　風翼の槍レイ・ホークを構えたエリスが、颯さつ爽そうと遺跡の中央に降り立った。

「いや、殿は俺おれがやる。あれは並の精霊使いがどうにかできるもんじゃない」

　精霊との戦いは、人間の精霊使い相手の戦い方とはまったく異なる。無論、彼女たちも精霊との戦い方を学んでいないわけではないのだろうが──エリスといえど、一人で戦うには危険すぎる相手だ。

「冗談はよせ。契約精霊も満足に使役できない君になにができる」

「それは……」

　カミトはぐっとうめいた。たしかに、あの頼りない精霊魔装エレメンタルヴアツフエで戦える相手ではない。

「言いあってる時間はありませんわ。ここはエリスにまかせて、急ぎますわよ！」

　リンスレットが口笛を吹くと、白狼の姿になったフェンリルが、気絶したレイシアとラッカを背中に乗せてやってきた。キャロルもぱたぱたと走りこんでくる。

「クレア、なにをぼーっとしてますの！」

　リンスレットがクレアの袖そでをくいっと引っぱった。

　──と、なにか考えこむようにうつむいていたクレアが突然、顔を上げた。

「エリス、殿しんがりはあたしが務めるわ」

「なんだと？」

　目を見開くエリス。クレアは革かわ鞭むちを鳴らし、契約精霊の火猫を呼びよせた。

「……」

　クレアの紅あかい瞳ひとみは、暴風のごとく荒れ狂う魔精霊の姿に釘くぎ付づけになっていた。

　……まるで魅入られたかのように。

　そんなクレアの様子に──カミトはハッと気付いた。

（こいつ、まさか──）

　クレアは、強大な精霊を手に入れることにこだわっていた。

　姉であるルビア・エルステインに関かかわる真実を知るために、力が必要だと。

　だから、危険な封印精霊にまで手を出そうとしていたのだ。

「おまえ、まさかあれを──契約精霊にするつもりか!?」

「……」

　クレアは答えない。ただじっと虚こ空くうの魔精霊を見つめている──

「無む茶ちやだ！　あれは魔精霊だぞ、しかも狂乱してる！」

　カミトが叫ぶと、クレアはツーテールの髪を揺らし、やっと振り向いた。

「……千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのよ」

　唇をきゅっと噛かみ、思いつめたような表情でつぶやく。

「〈精霊の森〉で、あれほどの精霊と遭遇することなんてまずないわ。それに、過去に魔精霊と契約した精霊使いがいなかったわけじゃない」

「グレイワースのことか？　あいつは魔女だ」

「あたしにも魔女の素質があるかもしれないわ」

「ばかなことはやめろ、死ぬぞ」

　カミトはいまにも駆けだそうとするクレアの腕を掴つかんだ。

　クレアはカミトをキッと睨にらみつける。

「邪魔しないで。あたしが強い精霊を求める理由、言ったでしょ？」

「ああ、わかってる。でも、あれはだめだ。おまえの手には負えない」

「……っ、うるさいわねっ、離して！　弱いあんたは黙ってて！」

　クレアはカミトの腕を振りきって叫んだ。

　カミトを睨む紅玉ルビーの瞳ひとみに、本物の怒りが浮かんでいた。

「あたしの封印精霊、横取りしたくせに！　あんな弱い精霊魔装エレメンタルヴアツフエしか使えないあんたに、なにか言う資格があるの？」

「それは──」

　カミトはうつむいた。クレアが苛いら立だつのも無理はない。あれほど強大な精霊と契約しておきながら、その力をまったく引き出すことができないのだから。

「なによ……ちょっとは、期待してたのに」

　クレアは、ばつが悪そうにふいっと目を逸そらした。

「あれはあたし一人でやるわ。あんたたちは逃げなさい」

「クレア・ルージュ、君は──」

「エリス、あんたはみんなを守ってやって。考えたくないけど、もしあたしが──」

　クレアはその先を口にしなかった。

　そして──

「──スカーレット！」

　相棒の炎精霊の名を呼ぶと、森を食い荒らす魔精霊に向かって駆けだした。

「クレアっ！」

　カミトがあわてて手を伸ばす──

　刹せつ那な、魔精霊が咆ほう哮こうした。

　叩たたきつけられる衝撃の塊かたまり。あたりの木々が根こそぎ吹き飛ぶ。

「風よ、我らに加護の手を──風絶障壁ウインドウオール！」

　とっさにエリスが精霊魔術を唱え、後ろにいた全員を守った。

（くそっ、クレア──）

　吹きつける砂さ礫れきを防ぎながら、カミトはクレアの姿を目で追った。

　クレアは──宙を舞っていた。

　風にのって、まるで空へ舞いあがる火の粉のように。

　その手には、精霊魔装に展開された炎精霊──〈炎の鞭フレイムタン〉が握られている。

　燃えさかる紅ぐ蓮れんの斬ざん閃せんが、夜の闇やみを切り裂いた。

　クレアはタッと地面に降り立つと、木こ立だちの隙すき間まを駆けながら、魔精霊に接近する。

　魔精霊が巨大な顎アギトを開き、ズラリと並んだ歯をガチガチ鳴らした。

（……だめだ、無謀すぎる！）

　カミトの知るクレア・ルージュという少女は、少なくとも戦闘においては、冷静な判断力と戦せん術じゆつ眼がんを備えた優秀な精霊使いだ。

　だが、いまの彼女は自分を見失っている。

　姉であるルビア・エルステインへの想おもいが、冷静な判断力を失わせている。

　裏切った姉への怒り。それでも捨てきれない愛情──いくつもの葛かつ藤とうがないまぜとなって、強大な力への渇望に転化しているのだ。

「しぶといわねっ、あたしのものになりなさいっ！」

　炎の鞭フレイムタンが華麗に舞う。紅あかいツーテールが闇やみ夜よに踊る。

　あれが──精霊使い、クレア・ルージュの剣舞ブレイドダンス。

「……」

　綺き麗れいだ──と思った。

　こんなときなのに、カミトは一瞬、すべてを忘れてその姿に見惚れた。

　……あのときと同じだった。

　暴走する剣精霊に、ひとり立ち向かっていたあのときと。

　カミトは静かに拳こぶしを握りしめ、背後を振り返った。そして──
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「エリス、リンスレット、あとは任せた」

「なっ……君はばかか!?」「ばかですの!?」

　二人が同時に叫んだ。耳がキンキンする。

「……ああ、ばかだよな。ほんとばかだ」

　グレイワースがこの場にいたら、容赦なく毒舌を浴びせてくるだろう。

　この三年間、失った大切なものを取り戻すために、死んだ目をして生きてきた。

　なのに、こんなとこで無駄に命を捨てようというのだから。

　けれど──

「俺おれは、あいつの契約精霊だ」

　だから──

「あのはねっ返りの火ひ猫ねこ娘むすめを、助けてやらないとな──」

「待て、カゼハヤ・カミト！」

　止めようとするエリスの手を振りきって、カミトは走りだした。

　紅ぐ蓮れんの焔ほのおが魔精霊と剣舞ダンスを踊っている。

　あの気高い焔を消してはいけない。──あいつを死なせたくない。

　だって、あいつは──普通の女の子だ。

　わがままで、怒りっぽい。

　強がりで、寂しがり屋で……ほんとは優しい。

　缶詰と恋愛小説が好きな──

　どこにでもいる、ただのお姫様だ。

　オォォォオオ……ォォン──

　魔精霊の咆ほう哮こうが轟く。

　森を吹き飛ばすような衝撃波が放たれ、クレアを地面に叩たたきつけた。

「──クレアっ！」





　　　　◇






「……あ……ああ、あ……」

　地面に叩きつけられたクレアは、ひっと身をすくませた。

　異い形ぎようの魔精霊が巨大な顎アギトをギチギチと打ち鳴らす。

　嗤わらっているように──見えた。

　逃げようとするが、脚が震えて動かない。

　怖い。戦っているあいだは感覚が麻ま痺ひしていた。でも、いまは──

「あ、あんたなんか、怖くないんだからっ、あ、あたしの下げ僕ぼくになりなさいよねっ！」

　その罵ば声せいに反応したわけでもないだろうが──宙に浮かぶ魔精霊が哄こう笑しようした。

　クレアは身を震わせ、思わず目を閉じた。歯の根が噛かみ合わない。得体の知れないものに対する本能的な恐怖が身体を縛っていた。

　──と、そのときだ。クレアの手にしていた炎の鞭フレイムタンが、突然、消滅した。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエの展開を解除したわけではない。スカーレットがクレアの意思に逆らい、自発的に火猫の姿に戻ったのだ。

「スカーレット!?　どうして……」

　クレアは、かすれた声でつぶやいた。

　自分は、とうとう契約精霊にも見放されてしまったのか──

　だが。炎を纏まとう火猫は低い唸うなりを上げると、地を蹴けって飛びあがった。

「……っ！」

　その瞬間、クレアはようやく悟った。スカーレットは──

「だめっ──スカーレット！」

　絶叫のようなクレアの悲鳴が響きわたった。

　スカーレットは止まらない。凶暴に牙きばを剥むき、魔精霊めがけて襲いかかる。

　鋼鉄さえも溶かす灼しやく熱ねつの炎。しかし、魔精霊には通用しなかった。

　刹せつ那な。魔精霊の歯が、スカーレットの胴体を容赦なく噛み砕く！

　断末魔の悲鳴が上がった。噛み砕かれた炎精霊が、渦を巻くように虚こ空くうに消滅する。

「……あ……スカーレッ……ト……」

　クレアは──全身の力が脱ぬけたように、その場にへたりこんだ。

　理性では、逃げるべきだとわかっていた。

　スカーレットが作ってくれた最後のチャンスだということも。

　なのに、脚が小刻みに震えていた。立ち上がることさえできない。

　あまりにも深い絶望が、クレアの全身を麻ま痺ひさせていた。

（あたしのせいで、スカーレットが……）

　焔ほのおの消えた虚うつろな瞳ひとみに、涙があふれた。

（……あたし、ばかだ。カミトが止めてくれたのに）

（──勝てもしないのに、一人で突っ込んで）

　無様に敗北した。

　家族のように大切にしていた契約精霊も失った。

　魔精霊が、ガチガチと顎アギトを鳴らしながら、ゆっくりと降りてくる。

　スカーレットを喰くいちぎったばかりの、禍まが々まがしいその牙きばで──

「いや……だ……」

　涙が頬ほおをつたう。喉のどの奥からひきつった声が洩もれる。

「助けて……助けて──姉様！」

　絶望に目を閉じた、そのとき。

「クレアっ！」

　あいつの声が聞こえた。





　　　　◇






「おおおおおおおおおおっ！」

　雄お叫たけびを上げながら、カミトは魔精霊に向かって突進した。

　右手に刻まれた精霊刻印が青白い輝きを放つ。

　──冷れい徹てつなる鋼はがねの女王、魔を滅する聖剣よ！

　──いまここに鋼の剣となりて、我が手に力を！

　泥を跳ねあげ駆けながら、召喚式サモナルを詠唱する。

　手のひらに光の粒りゆう子しが生まれ、剣の形に変化する──

　だが、これではだめだ。スカーレットほどの精霊を一撃で倒した魔精霊に、あんな短剣が通用するはずがない。

（──頼む、力を貸してくれよ、じゃじゃ馬精霊！）

（──俺おれは知ってるぞ、おまえの力はそんなもんじゃないだろ！）

　左手の傷が鋭く疼うずいた。

　まただ。開きかけた契約精霊との回パ路スが閉ざされる──

　だが、カミトは構わずに、右手の精霊刻印に神威カムイを流し込み続けた。

　強烈な過負荷。腕の神経に焼けるような激痛が走る。

（──すまない、レスティア。いま必要なのはおまえじゃない）

　そう──いま必要なのは過去ではない。

　いまここで、あいつを守るための力だ。

　右手の精霊刻印から激しい雷火がほとばしる。

　三年前のあの感覚がよみがえってくる。

　地面を蹴けって加速するたび、全身の感覚が研ぎ澄まされていく。

　あの魔精霊の動きさえ、スローモーションのように見える。

（思いだせ、あの感覚だ──）

　相棒の闇やみ精霊と共に舞った──剣舞ブレイドダンスの感覚。

（俺が──）

　カミトは、地を蹴って高く飛びあがった。

（俺が、最強の剣舞姫ブレイドダンサー──レン・アッシュベルだ！）

　刹せつ那な。手のひらにひときわまばゆい閃せん光こうが生まれた。

　右手の精霊刻印から膨大な神威カムイがほとばしる。

　あの剣の封印精霊と回パ路スが繋つながったのだ！

　つぎの瞬間。カミトの手に、ひと振りの剣が握られていた。

　ヒトが振るうにはあまりに巨大な──〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が。

　そして──

「──消え失うせろ、顎あご野や郎ろう」

　振り下ろした鋼鉄の塊かたまりが、魔精霊の顎を粉々に粉砕した。





　　　　◇






　降りはじめた雨が、クレアの背中を濡ぬらしていた。

　紅あかいツーテールは萎しおれ、素す肌はだにぺったりとはりついている。

「クレア……」

　カミトは、地面にうずくまる彼女の背中に声をかけた。

「その……無事で、よかった」

「よく……ないわよ……」

　クレアは震える声でつぶやいた。

「あたしの……あたしの、スカーレットが……」

　振り返った紅い瞳ひとみに、涙のしずくが浮かんでいた。

「おまえ──」

「遅いのよ……ばか！　あたしの契約精霊のくせに」

「ああ。悪かった……な」

　カミトは気まずく目を逸そらした。

「どうしてよ」

「え？」

「あんた、そんな力があるのに、どうして最初から──」

　クレアはカミトの制服の襟えりをぐっと掴つかみ──

「……」

　その手を、弱々しくおろした。

「……違う。あたしが弱いからだ」

　ぽつり、とそんな声が洩もれた。

「あたしが弱いから、スカーレットを守れなかった。あたしが弱いから──」

　──姉様を、止めることができなかった。

「もっと、もっと、あたしに力があれば、こんな……」

　雨に打たれながら、クレアは虚うつろな表情で繰り返す。

「おい、しっかりしろ！」

　カミトは、クレアの肩を掴つかもうとして──

（……あれ？）

　ふらっ、と身体が傾いた。

　視界が暗い。……意識が急激に遠ざかっていく。

　どうやら、さっきの精霊魔装エレメンタルヴアツフエの一撃で、神威カムイを根こそぎ消耗したらしい。

（くそっ、なんて、燃費の悪い……精霊……だ……）

　胸中で毒づきながら、カミトは意識を失った。






第七章　剣精霊エスト






　……黒い部屋に連れて行かれたのを覚えている。

　窓のない檻おりのような部屋だ。

　黒い人たちに連れられて、はじめて彼女に出会った日のことも──

　少年が、最強の剣舞姫ブレイドダンサー──レン・アッシュベルになったのは、八年前のことだ。

　その前は孤児院にいた。

　普通の孤児院ではない。地図にも載らない街の〈教きよう導どう院いん〉だ。

　そこは、大陸各地の孤児院や救貧院から精霊使いの才能を持つ少女を集め、特殊な訓練をほどこす秘密施設だった。そこで育てられるのは、優秀な暗殺者だ。少女たちは狂った教育によって感情を殺され、精霊を使った殺さつ戮りくの技能だけを徹底的に叩たたき込まれる。

　八年前のあの日、教導院に連れて来られたその少年は、精霊と交感することができた。

　魔王の再来──教導院の教師たちは少年を奇跡の子と呼び、大切に育てあげた。

　最高の暗殺者技能訓練をほどこし、所蔵する最強の精霊の一柱を少年に与えたのだ。

　かつて、魔王によって封印された闇やみ精霊を。

　だが、四年前、謎なぞの暴走事故によって教導院は突如、壊かい滅めつした。

　事故によって教きよう導どう院いんのおぞましい実態が明るみになると、計画を主導していた貴族の一派は粛しゆく正せいされ、その存在はオルデシア帝国の記録から抹消されることになった。

　少年は、契約精霊を連れて逃げ出した。

　追っ手から逃れるため、少年は少女の姿に変装した。もともと少年の顔立ちは整っていたし、まだ声変わりする前だったから、だれも彼を少年だとは思わなかった。

　そして、三年前。最強の剣舞姫ブレイドダンサーは華々しくデビューする。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で優勝し、彼女のたったひとつの〈願い〉を叶かなえるために。

　だが、それは──ヒトが決して望んではならない願いだった。





　　　　◇






　目覚めると、カミトはベッドの上で寝ていた。

　窓の外からは小鳥のさえずる声。まぶしい朝陽が斜めに射さし込んでいる。

　……ずいぶん、懐なつかしい夢を見た気がする。夢の内容までは忘れてしまったが。

　頭が痛い。ゆっくりと首を振りながら半身を起こすと、ふと気付いた。

　いまカミトが着ているのは、アレイシア精霊学院の制服ではない。

　だれかが寝間着に着替えさせてくれたようだ。洗いたての肌触りが心地いい。

「っていうか……ここはどこだ？」

　カミトは部屋の中を見まわした。

　この間取りは見たことがある。学院の女子寮であることに間違いはないようだ。

　だが、クレアの部屋ではない。……あいつの部屋はこんなに片付いていなかった。

　いかにも高価な家具や調度品が据え付けられ、しかも丁寧に磨かれている。まるで高級ホテルのようだ。クレアの部屋とは違う意味で、女の子の部屋という感じがしなかった。

　ひとまずベッドから降りようと手をつくと、右手に焼けるような激痛が走った。

　鋭い痛みに顔をしかめ──カミトは、ようやく思い出した。

（あのとき、俺おれは……）

　クレアを守るために、限界を振り切って契約精霊の力を解放した。

　そして、強力な精霊魔装エレメンタルヴアツフエを喚よび出だせたのはいいのだが──あまりに強大な精霊だったため、一気に神威カムイを奪われ、昏こん倒とうしてしまったのだ。

（そうだ、クレアは……！）

　カミトがベッドから起きようとした、そのときだ。

（ん？）

　シーツの中で、もぞもぞと動くものがあった。

「うわっ、な、なんだ……!?」

　カミトは飛び上がってバッとシーツをはねのけた。

　と、シーツの中に──

　ありえないものがいた。

　銀髪の美少女だ。

　しかも全ぜん裸ら。すっ裸。

　いや、正確には全裸ではない。黒いニーソックスをはいている。

　裸ニーソの銀髪美少女だった。

　…………たっぷり数十秒ほどの沈黙の後。

「……誰だれだ？」

　と、カミトはたずねた。頭が混乱して、それくらいしか聞けなかった。

「エスト」

　と、少女は無表情に答えた。冷たく無機質な声で。

「エスト……名前か？」

「はい。正式な真ま名なは人間の発声器官では発音できませんから──エスト、と」

「じゃあ、エスト」

「はい」

　透明な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみをぱちくりとさせる銀髪美少女。

　年齢は、カミトよりも少し下くらいだろうか。

　体格はかなり小柄で、ひょっとするとクレアより小さいかもしれない。

「えーと……君は、なんで、その、俺おれのベッドの中にいるんだ？」

「私があなたのものだからです、ご主人様」

　少女はよどみなく答えた。

「……」

　カミトの額に冷たい汗が流れ落ちる。

　……まて。落ち着け。記憶にないぞ。いや、記憶にないからまずいのか。

　なぜ俺は全裸の美少女とベッドインしている？　カゼハヤ・カミトは、こんないたいけな少女を裸にしてベッドに連れ込むような最低の鬼き畜ちく野郎だったか？

　否。答えは全力でノーだ！

「なあ、エスト」

「はい、ご主人様」

「ご主人様ってのはどういうことだ？　簡潔に説明してくれ」

「ご主人様はご主人様だからです。自じ家か撞どう着ちやくですが」

　エストは無表情に答えた。

「それとも、ほかの呼び方をご所望ですか？」

「とりあえず、ご主人様以外ならなんでもいい」

「では兄上様と」

「だめだ」

「パパ」

「もっとだめだ！」

「お兄……ちゃん？」

「……っ、だ、だめだ！」

　カミトはわずかに目を逸そらした。不覚にも、いまのはちょっといいなと思ってしまった。

「俺おれが悪かった。カミトだ、カミトって呼んでくれ」

「了解しました。ではカミト、と」

　うなずく裸ニーソの銀髪美少女。

　カミト、カミト、ご主人様はカミト……と噛かみしめるようにつぶやいている。

　だんだん頭が痛くなってきた。……なんなんだこいつは？

「だいたい、なんでニーソックスだけはいてるんだよ、おかしいだろ」

「ニーソを脱ぬげというのですか!?」

　無表情なエストの顔にはじめて動揺らしきものが浮かんだ。

「素す足あしを見せろなんて……カミトの、えっち」

「いや、おまえ全ぜん裸らだろ。なんだそのよくわからん羞しゆう恥ち心しんは」

　カミトはため息をついた。まあ、文化はそれぞれだ。

　と、そのとき。ドアの向こうから階段を上る音が聞こえてきた。

「……まずい、誰だれか来るぞ！」

　来るのが誰であろうと、この状況を見られてまずいことに変わりはない。

「なあ、いますぐどこかに隠れてくれ！」

「なぜですか？」

「いいから早くしろ！」

「イエス、了解しました」

　エストはもぞもぞとシーツの奥に引っこんだ。

「ってそこかよ！」

　カチャ──

　ちょうどその瞬間、部屋のドアが開いた。

「……っ、カミトさん、目を覚ましたんですね！」

　あらわれたのは、リンスレットのメイドのキャロルだった。

　手には水差しとタオルを抱えている。

「キャロル!?　えっと、君がここにいるってことは、ここは──」

「リンスレットお嬢様のお部屋ですわ」

　キャロルはにっこりと微笑ほほえんだ。

　なるほど、さすがはローレンフロスト家の御ご令れい嬢じよう。クレアの部屋とは大違いなわけだ。

「ところで、どうして俺おれがリンスレットの部屋に？」

「気絶したカミトさんを、お嬢様が心配されて運ばれたのです。看護は私とお嬢様で」

「……そうなのか。ありがとな」

　カミトはしみじみと感謝する。……あいつ意外といいやつだな。

　キャロルがベッドのほうへ歩いてきた。

（……っ、やばい！）

　カミトが身構えた途端、エストがシーツの中でもぞもぞと動く。

　思わず身体がびくっと硬直した。

（お、おい、頼むから、おとなしくしててくれ……）

「あら、目を覚ましましたのね。カゼハヤ・カミト」

　カチャ──と、こんどは制服姿のリンスレットが入ってきた。

　ほっと安堵の息をついたかと思うと、腰に両手をあて、カミトを鋭く睨にらみつける。

「……まったく、あなたってば急に倒れるんですもの。びっくりしましたわ」

「ああ、悪い。リンスレットが看病してくれたんだってな。ありがとな」

「ふ、ふん、下げ僕ぼくの面倒を見るのも主人のつとめですわ！」

　リンスレットはカアッと頬ほおを赤らめ、目をそらした。

「そ、それに、あなたはわたくしの友達を助けてくれたのだし……」

「うん？」

「な、なんでもありませんわ！」

　ふいっと腕を組み、そっぽを向くリンスレット。

　素直じゃないそんなしぐさも、いまはなんだか可愛かわいかった。

「ところで、クレアは？」

　カミトは訊きいた。あのときのクレアは憔しよう悴すいして、明らかに様子がおかしかった。

　……変なことを考えてなければいいが。

「それが、学院に帰ってきてから、ずっと寮の部屋に閉じこもっていますの。わたくしがドアの前で挑発してもぜんぜん出てきませんし」

「そうか……」

　カミトはため息をつく。傍ぼう若じやく無ぶ人じんなお姫様でも、へこむときはへこむらしい。あんなふうに強気に振る舞ってはいるが、あいつも普通の女の子なのだ。

「お嬢様は、幼おさな馴な染じみのクレア様が心配なんですよね」

「キャロル、なな、なにを言っていますの！」

　顔を赤くして、ぽかぽかとキャロルの背中を叩たたくリンスレット。

　そんな二人のやりとりに、カミトは苦笑する。

（……なんだ。あいつ、自分は一人だって思い込んでるみたいだが）

（ちゃんと仲間がいるじゃねーか）

「な、なんですのカゼハヤ・カミト、にやにやして」

　リンスレットがむっと頬ほおを膨らませ、カミトを睨にらんだ。

「目が覚めたのなら、さっさと出ておいきなさい。女子寮は男子禁制ですのよ！」

「あ、ああ、そうだな。いま出て……あ」

　──と、そこで。カミトの動きが凍りついた。

　……だめだ。いまベッドから出るわけにはいかない。

　いま、シーツの下には裸ニーソの美少女が隠れているのだった。

　……マズい。マズすぎる。この二人に発見されたら、いろいろと生命の危機だ。

（くっ、どうすれば……そ、そうだ！）

　カミトは寝間着から制服に着替えなくてはならない。着替えるあいだ出ていってくれとリンスレットたちを追い出し、その隙すきにエストを連れて窓から脱出──

　いや、だめだ。いまの姿のエストを外に連れ出したら、まちがいなく捕まる。

　あの堅かた物ぶつの騎士団長の前に引きずり出され、もっとひどいことになるのがオチだ。

　ならば──

「……えっと、そうだ。おまえにちょっと頼みがあるんだが」

「なんですの？　わ、わたくしの足の指を……舐なめたいとか？」

「そんな頼みはねーよ！」

　カミトは反射的につっこんだ。……なにちょっとドキドキした感じで言ってんだ。

「……じゃなくてだな、その、服を貸してくれないか」

「服？　ああ、あなたの制服ならちゃんとありましてよ」

　パチリ、リンスレットが指を鳴らすと、キャロルがたたんだ制服を持ってきた。

　昨日の戦闘でズタボロにされていたはずだが、ボタンなどもきれいに繕つくろわれている。

「いや、違うんだ。俺おれが借りたいのは女子の制服だ」

「……」

（あれ？　いま、俺はなにか致命的な間違いを犯したような……）

　リンスレットが、路傍のゴキブリを見るような目でカミトを見つめていた。

「へえ、女子の制服をなにに使いますの？　カゼハヤ・カミト」

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

「い、いや、違うんだ、えっと、だな……」

　カミトがなんとか誤ご魔ま化かそうとあわてふためくと、

「しかたありませんね。ではちょっと恥ずかしいですけど、私の服を──」

　顔を赤らめ、もじもじとメイド服を脱ぬごうとするキャロル。

「いや、君のじゃなくてな！　っていうか制服じゃないだろそれ！」

「なるほど、カミト様はあくまでお嬢様の制服が欲しいと」

「ええっ、わ、わたくしの制服を？」

　顔を真まっ赤かにして胸を隠すリンスレット。

（ああああっ、こいつらめんどくせえ！）

　カミトが胸中で叫んだ、そのときだ。

　カミトの下か腹ふく部ぶに、なにやらもぞもぞとうごめく感触が。

（……っ！　エ、エスト、なにやってるんだ！）

「ん？　なにをしていますの、カゼハヤ・カミト？」

　リンスレットが鋭くカミトを睨にらんだ。

「い、いや、べつに……」

「なんだか、さっきから怪しいですわね。そういえばシーツが妙に膨らんで──」

「お嬢様、殿方は朝は膨らんでしまうものなのですよ」

「そ、そうなんだ！　朝は生理現象でしかたなく……ってそうじゃなくてだな！」

「もうっ、いったいなにを隠していますの！」

　バッ──リンスレットが、いきおいよくシーツをはぎとった。

「なっ！」「まあ！」

　リンスレットとキャロルが同時に口もとを押さえ、目を見開いた。

　無理もない。ベッドの中から、裸ニーソの美少女があらわれたのだから。

「カミト、見つかってしまいました」

　エストは無表情のまま、カミトにぎゅっと抱きついた。

「な……な、ななな、なな、なーっ！」

「ま、まて、誤解するなよ、リンスレット。これはだな──」

　カミトはあわてて首を振り、釈しやく明めいしようとした。

「これは、なんですの？」

「えーっと、これは、だな……」

　……うん、だめだ。なんでこいつがいるのかカミトにもわからない。

　というか、この状況ではどんな理由であろうと、この二人を説得する自信がない。

「──なるほど、そうでしたの」

　リンスレットがにっこりと、ゾッとするような微笑ほほえみを浮かべた。

　優ゆう雅がで気品のある、本物の貴族の微笑みだった。

「わ、わかってくれた……か？」

「ええ。よーく理解しましたわ。わ、わたくしが心配していましたのに、い、い、いつのまにか、こ、こんな可愛かわいらしい女の子をベッドに引き込んで──」

　ビョオオオオ……リンスレットの凍えるような視線が突き刺さる。

　というか……本当に冷たい。凍え死にそうだ！

　いつのまにか、窓に霜しもが降りていた。そして、部屋の中にブリザードが吹き荒れたかと思うと、突然、狼おおかみの姿をした魔氷精霊がベッドの上に出現する。

「ま、まて、それはシャレにならないからな！　ほんとに死ぬからな！」

「し、しし、死ねですわっ！　このヘンタイ─────っ！」

　魔氷精霊〈フェンリル〉が、おそろしい咆ほう哮こうをあげてカミトに襲いかかった。

「……うおっ、マジか！」

　素早くベッドから飛び降り、部屋の中を逃げ回るカミト。

　牙きばを剥むいた魔氷精霊は逃げるカミトをぐるぐると追い回す。

　うぉんっ、うぉんっ！

「……」

　──と、エストが静かに立ち上がり、カミトをかばうように前に立った。

　ぐるるーっと鋭い牙を剥き、跳びかかる白狼。

　だが、エストは無表情のまま、その鼻先にすっと手をかざした。
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　ぴたっ──と、フェンリルがその場に凍りついた。

「うぉ……ん……」

「ひかえなさい。魔氷精霊ごときが、この〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉に刃向かいますか？」

　エストが静かに告げた途端、フェンリルがガタガタと震えだした。

　そして──

「おすわり」

　ちょこん。

「お手」

　ぽふっ。

「おりこうさん」

　なでなで。

「……」

　カミトは唖あ然ぜんとしていた。リンスレットもぽかんと口を開けている。

　フェンリルほどの精霊を手玉にとる、こいつは、まさか──

「おまえ、ひょっとして……精霊なのか!?」

「はい。私はカミトの契約精霊」

　おとなしくなったフェンリルの頭をなでながら、エストは無表情にうなずいた。





　　　　◇






「──まさか、おまえがあの剣の〈封印精霊〉だったとはな」

　女子寮を出て学院の中庭を歩きながら、カミトは隣を歩く少女に目をやった。

　もちろん全ぜん裸らではない。いまはアレイシア精霊学院の制服を着ている。

　人の姿をとれる精霊は元素精霊界アストラル・ゼロでも最高ランクの存在だ。カミトが少女の正体にすぐに気付けなかったのも、無理のないことだった。

「っていうか、服を再構築できるならなんで全裸だったんだよ」

「あの格好のほうが喜ぶと思いました。さすがに生足を見せるわけにはいきませんが」

　この精霊は素す足あしを見せることに羞しゆう恥ち心しんを感じるらしい。よくわからない感覚だった。

　カミトはため息をつきながら、エストの話してくれたことを整理した。

　──あのとき、エストはカミトの強い想おもいに共鳴し、精霊魔装エレメンタルヴアツフエとして召喚された。

　だが、カミトが意識を失うと同時にふたたび回パ路スが閉じてしまい、元素精霊界に帰還できなくなってしまったというわけだ。

「どうして回路が繋つながらないんだろうな。たしかに契約を結んだはずなのに」

「それは、私の本来の存在が強大すぎるというのもありますが──おそらくは、カミト自身の問題です。カミトは無意識のうちに私との契約を拒んでいる」

「そう、か……」

　心当たりはあった。黒い革手袋に覆われた左手に目を落とす。

　あのときは、クレアを助けるのに必死で考えないようにしていたが──

　彼女の存在が、カミトの心を縛り続けているのは否定しようがない。

「……悪いな。べつにお前と契約したくないとか、そういうわけじゃないんだが」

　元素精霊界アストラル・ゼロに戻れないこの状況は、精霊にとってかなりのストレスなはずだ。

　しかも、エストは力のほとんどを元素精霊界あちらがわに残してきてしまったため、いまのままでは本来の力を発揮することができないらしい。

　エストが人間の少女の姿をしているせいか、よけいに心が痛む。

「かまいません。どのみち私も剣に封印されているのには飽きていたところです。数百年ぶりにこの世界を愉たのしむことにしますから。それに、カミト──」

　エストはつい、とカミトの制服の袖そでを引っぱった。

「私は、あなたに好意らしきものを抱いだいています」

「……こ、好意？」

「好きかも、ということです」

「あー、それは……ありがたいな」

　カミトは思わず赤くなって、目を逸そらした。

　強大な力を持つ封印精霊とはいえ、見た目は可愛かわいらしい女の子だ。

　こうストレートに告げられると、なんというか……反応に困る。

「でも、剣に封じられていたときは、精霊使いとの契約をずっと拒んできたんだよな」

「肯定です、カミト。私はこれまでに五十三人の精霊使いを袖にしました」

「なんでおまえほどの精霊が、俺おれなんかと契約してくれたんだ？」

「そうですね、強いてあげれば──直感、でしょうか」

　エストは透明な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみでカミトを見つめた。

「あなたと私は似ている──そういうことだと思います」

「……どういうことだ？」

「カミト」

　エストは人差し指をのばし、そっとカミトの唇にあてた。

「女の子の秘密をあれこれ訊きくのは野や暮ぼ、ですよ」

「……っ！」

　完全な不意打ちだった。指先のやわらかい感触にドキッとする。

　エストはふわっとスカートをひるがえすと、ぱたぱたと走っていった。

　女子寮からけっこうな距離を歩いて、カミトは学院の校舎にやってきた。

　ここにクレアがいないかと思ったのだ。リンスレットに部屋を追い出されたあと、すぐにクレアの部屋をたずねたのだが、どうやら、もう部屋にはいないようだった。

　すでに立ち直って、教室で講義を受けているのかもしれない。

　それならいいのだが──なぜだか心が妙にざわついた。

　エストと一緒に廊下を歩いていると、あちこちでひそひそ声が聞こえてくる。

「見て、ほら、例の編入生の男の子よ」

「さすがね、もう新しい女の子を手て籠ごめにしてるわ」

「すごいきれいな娘こね……あんな娘うちの学院にいた？」

「ね、昨日の夜、エリスたちがあいつをめぐって決闘したってほんと？」

「まさか、この学院の女の子全員を手籠めにするつもりなの！」

「変態……っていうか淫いん獣じゆう？」「淫獣よ」「淫獣だわ」「女の子の敵ね……」

　ざわざわざわざわ。

　……心が痛い。思いっきり本人に聞こえているんだが。

「カミトは淫獣なのですか？」

　さらに心を折りにくるエスト。まあ、悪気はないのだろうが。

　シャランッ──と背後で鞘さや走ばしりの音が聞こえたのは、そのときだった。

「──カゼハヤ・カミト、き、君という男は！」

「……！」

　振り向く間もなく、首筋に剣の刃やいばをぴたりとあてられていた。

　両手を上げ、おそるおそる視線だけを動かすと──

　ポニーテールの騎士団長様が、凄すさまじい殺気を放っていた。

「エ、エリス……？」

「見損なったぞこの色魔め、そのようないたいけな少女を、て、手籠めにしているとは！」

「……あのな」

　カミトはため息をつくと、半はん眼がんでうめいた。

「おまえはものすごく失礼な誤解をしてるようだが、こいつは俺おれの契約精霊だよ」

「……なに？」

　エリスがぴくっと眉まゆをつりあげる。

「この少女が、あの魔精霊を一撃で斬きり捨てた剣の精霊だと？」

　じーっと疑わしげにエストを見つめ……やがて、カミトに向きなおった。

「下へ手たな嘘うそはやめるのだな、カゼハヤ・カミト」

　シャキンッ──ふたたび剣の刃が立てられる。

　が、その瞬間。エリスの目が驚きよう愕がくに見開かれた。

　首筋に突きつけていた剣の刃が、ぐにゃぐにゃに折れ曲がっていたのだ。

「なんだ、これは!?」

「属性共鳴ハウリング──剣精霊である私は、あらゆる刀剣類に自在に干渉することができます。信じていただけましたか？」

「……！」

　エリスは目をまるくして、折れ曲がった自分の剣を見つめていた。

　精霊魔術でも似たような現象を引き起こすことはできるが、エストは指先ひとつ動かさずにこれをやってみせたのだ。

「なるほど……疑ってすまなかった」

　エリスは剣を収め、きちんと二人に頭を下げて謝罪した。

「いや、俺おれだって最初は、まさか精霊だとは思わなかったからな」

　カミトは肩をすくめながら首を振る。

　ちょっと堅かた物ぶつすぎるところはあるが、こういう素直なところは好感が持てる。

「そういえば、あの二人の様子はどうだ？　えっと、騎士団の──」

「ラッカとレイシアなら、今朝、意識を取り戻した。君たちに手ひどくやられたからな。精霊を使役できるようになるまでは、しばらく休養させるさ」

「悪いな……精霊魔装エレメンタルヴアツフエまで使えるとなると、あまり手加減できなかった」

「決闘でのことだ、気にするな。彼女たちにとってもいい薬だ」

　エリスは、こほん、と咳せき払ばらいして──

「その……すまなかった、な」

「ん？」

「だ、だから、すまなかった。私は、君が男だからというだけで君を嫌っていた。そのことを、謝らなくてはならない」

　頬ほおを赤らめながら、カミトの目をじっと見つめた。

「クレア・ルージュを助けるために魔精霊に立ち向かっていった君は、その……とても、カッコよかった。正直、私は足が竦すくんでいたよ」

「狂乱した精霊とは、前に何度かやりあったことがあるからな。経験だよ」

　カミトはちょっと照れたように頭の後ろをかく。

「カミト、私はのけものにされて不機嫌です」

　エストがむっと頬をふくらませて言った。

「ああ、悪い……」

　──と、カミトはここに来た理由を思い出した。

「そうだエリス、クレアの居場所を知らないか？」

「クレア・ルージュなら、まだ部屋に引ひき籠こもっているのではないか？　契約精霊を失ったのが相当ショックのようだったからな」

「それが、もう部屋にはいないみたいなんだ。なにか心当たりはないか？」

「む……」

　エリスは、ちょっと考え込むように顎あごに手をあてると、

「そういえば、今日の午後、学院都市で〈軍用精霊〉の契約式典セレモニーがあったな」

「契約式典？」

「ああ、学院生の中から志願者を募って、軍用精霊と契約させるのだ」

　要するに軍のスカウトだ──と、エリスは説明した。

　オルデシア騎士団が強力な軍用精霊を提供する代わりに、学院側は学院生を差し出す。

　軍用精霊と契約した学院生は以後軍属とされ、強力な精霊を手に入れる代償として、騎士団からの要請があった場合にはただちに従わなければならなくなる。

「軍属になるといろいろ面倒なこともあるが、強力な精霊と契約できるとあって志願者は多い。もともと精霊騎士を目指して学院に入学した者も多いからな」

「その大勢の志願者の中から、契約者をどうやって決めるんだ？」

「当然──精霊剣舞ブレイドダンスだ」

　対戦形式は精霊使いが入り乱れての無制限戦闘バトルロワイヤル。

　オルデシア騎士団の市民へのデモンストレーションも兼ねているため、剣舞は元素精霊界アストラル・ゼロではなく、学院都市の闘技場で開催されるらしい。

「契約精霊を失った彼女が、今回の契約式典に志願した可能性はあるな」

「でも、契約精霊を失った状態で精霊剣舞ブレイドダンスに出場エントリーなんて──」

　言いかけた言葉を、カミトは呑のみこんだ。

　ない──とは言いきれない。

　契約精霊なしで剣舞を舞う──そんなのは自殺行為でしかない。

　精霊の力なしに精霊使いに勝つことはできない。考えるまでもないことだ。

　だが、いまのクレアは──

　カミトは、雨に打たれながら立ちつくしていた、彼女の姿を思いだした。

「……エリス、その契約式典の会場はどこだ」

「たしか、学院都市のオリビエ通りをまっすぐに行った──カミト!?」

「──わかった。ありがとな、エリス！」

　カミトはエストの手を引いて走りだした。

（一人で抱えこむなよ、ばか──）





　　　　◇






　クレアは、学院都市の路地を一人で歩いていた。

　悄しよう然ぜんとした表情。その足取りはひどく重い。

　だが、行かなければならない。前に進まなければならない。

　身を挺ていして自分をかばってくれたスカーレットのためにも、誰だれにも負けない圧倒的な力を──強力な精霊を手に入れなければならない。

　……悔しかった。あの恐ろしい魔精霊を前に、なにもできなかった。

　そればかりか、自分の傲ごう慢まんと愚かさのせいで、スカーレットを──子供のころからずっと一緒にいてくれた、大切な相棒を失ってしまった。

　それに、あのときカミトが助けてくれなければ、きっと命を落としていた。

「……っ、どうして、またあいつの顔が浮かぶのよ」

　クレアは首を振り、脳のう裏りに浮かんだカミトの顔を振りはらった。

「──あんなやついらない。あたしは、ずっと一人だった」

　そうだ、ここで立ち止まるわけにはいかない。クレア・ルージュは一人で戦うのだ。

　──力が欲しい。なにものにも負けない強い力が。

　もう二度と失わないための力。失ったものを取り戻すための力。

　たとえば、そう──三年前、ひと目見て憧あこがれた彼女。

　最強の剣舞姫レン・アツシユベルのような、圧倒的な力が。

「──そんなに、力が欲しいの？」

「……っ!?」

　ふいに聞こえたその声に、クレアは鋭く振り向いた。

　そこに──一人の美しい少女が立っていた。

　闇やみ色いろのドレスを纏まとった、艶つややかな黒髪の少女だ。

　幽玄めいた、どこか人間離れした美び貌ぼう。

　見つめていると吸いこまれそうになる、漆黒の瞳ひとみ。

　クレアは一瞬、警戒するのも忘れて、少女の美しさに魅入られた。

「感謝するわ。あなたのおかげでカミトが目覚めてくれた」

「あんた誰？　なにを言ってるの？」

「でも、まだ足りない。本当の彼は、あんなものじゃない」

　少女はくすくすと笑いながら、ゆっくりと近づいてきた。

　クレアはその場から動かない。いや、動けなかった。

「なに？」

「力が欲しいのなら、これを受けとりなさい」

　少女は、たおやかな手をすっと差しだした。

　手のひらに、なにか禍まが々まがしい、黒い靄もやのようなものが浮かんでいる。

「これは……精霊!?」

「そう、あなたのほんとうの力を引き出してくれるものよ」

「あたしの、ほんとうの力……」

　クレアはぼんやりとつぶやいた。

　いつものクレアなら、迷わずにその手をはらいのけていたはずだ。

　契約精霊は自分の手で掴つかみとるものだ。誰だれかに与えられるものじゃない。

　けれど、いま、クレアの心の焔ほのおは消えかかっていた。

　いまにも消えそうなほど、弱りきっていた。

　だから──その手を、とってしまった。

　少女の差しだした精霊を、受け入れてしまった。

　黒い靄もやが、すっとクレアの手に染みこむように消えていった。

　左手に鋭い痛みが走り、黒く禍まが々まがしい精霊刻印が刻まれる。

「狂精霊〈ゲシュペンスト〉──気に入ってくれたかしら？」

　闇やみ色いろの少女が微笑ほほえんだ。

　残酷な童どう女じよのように。

　無む垢くな悪魔のように。






第八章　最強の剣舞姫






　学院都市は、アレイシア精霊学院の敷地内に造られた小規模な街だ。

　石造りの建物が立ち並ぶ街並みは、人々の喧けん騒そうに満ちている。

　ゆきかう人ひと混ごみに何度もぶつかりながら、カミトは闘技場を目指して走っていた。

　──思い過ごしであればそれでいい。だが、妙に胸騒ぎがするのだ。

（……無む茶ちやだ。契約精霊を失った状態での精霊剣舞ブレイドダンスなんて）

　息を切らしながら、エストの手を引きひた走る。

　あいつのために、なんでこんなに必死になるのかわからない。

　クレア・ルージュ──傲ごう慢まんで、わがままで、すぐに鞭むちを振るう暴君だ。

　でも、なぜか放ほうっておけない。

（だって、本当のあいつは──）

　と、カミトはそこで足を止めた。

「──ここか」

　街の中心部に築かれた闘技場の前に、大勢の観客が集まっていた。

　精霊剣舞ブレイドダンスは本来、精霊を愉たのしませるための神聖な儀式──神楽カグラの一種だ。

　しかし、それが人間にとっても最高の歓楽であることに変わりはない。

　また、ほかの祭さい祀しと同様、精霊も熱狂する観客が大勢いるほうを好むのだ。

　衛兵に学院の生徒証を見せ中に入ると、ひしめく観客を押しのけて前に出る。

　耳をつんざく歓声。甲かん高だかい剣けん戟げきの音。闘技場ではすでに激しい剣舞がはじまっていた。

　参加人数は二十人ほどか。様々な種類の精霊が入り乱れて戦っている。

　最後に勝ち残った一人が、強大な軍用精霊と契約する権利を得る無制限戦闘バトルロワイヤル方式。

　カミトは、クレアの姿を目で探し──

「……っ!?」

　信じられない光景に、目を疑った。

　あのクレア・ルージュが──

　全身傷だらけの姿で、地面に這はいつくばっていたのだ。

　クレアは、絶大な力を誇る契約精霊に対し、鞭むちと精霊魔術だけで戦っていた。

　全身を殴打され、壁に叩たたきつけられながら、何度も何度も立ち向かっていた。

「クレアっ──」

　助けにいくことはできない。カミトが助けに入れば、クレアは当然失格になる。

　そんなことをすれば、彼女はカミトを絶対に許さないだろう。

　ぐっと歯を噛かみしめたカミトの目の前で、クレアの身体が吹っ飛ばされた。





　　　　◇






　──弱い。どうして、あたしはこんなにも弱い？

　身体を地面に叩きつけられながら、クレアは唇を強く噛みしめた。舌に血の味がひろがる。どうやら口の中を切ったらしい。立ちあがろうとするが、手が痺しびれて動かない。脳のう震しん盪とうを起こしたのだろう。あばらの骨も何本かやられているかもしれない。

「くっ……！」

　それでも、まだ降参のカードは上げない。

　ゆっくりと膝ひざをつき、震える脚で立ちあがった。

　キッと上を見上げる。中央の祭壇に祀まつられた石柱。その中には、帝都から搬入された魔人級ランクＡの戦術級軍用精霊──〈グラシャラボラス〉が封印されている。

　過去の戦争で幾多の精霊騎士を倒した、名高い巨人精霊だ。

（……あれを手に入れれば、あたしは強くなれる）

　──姉様を、きっと救うことができる！

「炎よ──我が手に舞い、踊れ！」

　自身に宿る神威カムイを炎に変え、手のひらに精霊魔術の火球を生みだした。

　契約精霊スカーレツトからの神威カムイの供給がない状態では、優秀なクレアといえど、この程度の小さな焔ほのおを生みだすのが精せい一いつ杯ぱいだ。当然、こんなもので精霊を倒すことはできない。

　だが、精霊使いのほうを狙ねらえばあるいは──一抹の勝機はあるかもしれない。

「は？　あんたまだやるつもりなの？　懲りないねー」

　──と、前方から嘲ちよう笑しようするような声が聞こえてきた。

「……っ！」

　歯は噛がみして顔を上げると、二人の精霊使いが嘲あざけりの表情を浮かべて立っていた。

　学院の上級生だ。それぞれ〈金こん剛ごう精霊〉と〈魔ま鏡きよう精霊〉を使役している。

「ねえ、ほんとにばかじゃないの？　契約精霊もいないってのに」

「あんたのそういうとこ、ムカツクのよね」

「……このっ！」

　せせら笑う二人の上級生めがけて、クレアは火球を放った。

　だが、火球は鉱石のような姿の金剛精霊に阻まれ、あっさり弾はじかれる。

「あははっ、なにそれ、精霊魔術？　──やりなさい、〈アダマンティン〉！」

　片方の少女が唇を酷薄にゆがめ、契約精霊に命令を下す。

　金剛精霊は青い輝きを放つと、突進してクレアの腹を殴打した。

「あぐっ……！」

　クレアの口からくぐもった悲鳴が洩もれる。

　急所はあえて狙わない。じわじわといたぶって愉たのしんでいるのだ。

　それは精霊を愉しませるための華麗な剣舞ブレイドダンスではない。ただの醜い暴力だった。

「……生意気なのよ、あんた。あの災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの妹のくせに」

　上級生の顔が憎々しげにゆがむ。全身を何度も殴打されながら──ようやく、クレアは思いだした。この二人、たしか一ヶ月前の訓練試合で、クレアが一方的に叩たたきのめした連中だ。あのときのことを逆恨みしているのか。

「なによその目は？　さっさと降参しないと、ほんとに死ぬわよ」

「さっさと土下座して靴を舐なめればいいのに。ほんと、愚かなところは姉と一緒ね」

「……うる……さい、黙れ」

　クレアは、地面に撒まかれた砂をぎゅっと掴つかんだ。

「ん、なんか言った？」

「黙れって……言ったのよ」

　だめだ。抑えきれない。

（姉様への罵ば倒とうだけは、どうにも沸点が低いんだ、あたしは！）

　砂を掴んだ左手に神威を込める。新たに刻まれた黒い精霊刻印が禍まが々まがしく輝いた。

　それと回パ路スがつながった途端、全身が怖おぞ気け立つような感覚が走る。

　こんなところで負けられない。弱い自分に価値はない。

（もっと、強い力をこの手に掴つかむために──！）

「なっ、契約精霊だと!?」

　上級生たちの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

「お望みなら、見せてあげるわ。これが──あたしの本当の力！」

　ゴウッ！

　クレアの手から放たれた黒い焔ほのおが、一瞬で金こん剛ごう精霊を呑のみ込んだ。

　燃えさかる焔の中からあらわれたのは──

　ゆらめく漆黒の魔獣。

　スカーレットのような気高い焔ではない。狂気めいた闇やみの焔だ。

　グォ……ルゥゥゥ……！

　身の毛もよだつような獣の咆ほう哮こうが、闘技場の空気を震しん撼かんさせた。





　　　　◇






「……なんだ、あれは!?」

　カミトは観客席から身を乗りだして、叫んだ。

　クレアの生み出した黒い炎精霊が、一瞬で目の前の金剛精霊を葬ほうむったのだ。

　──スカーレットではない。

　姿こそあの火猫に似ているが、その神威カムイの気配はあまりに禍まが々まがしい。

　漆黒の炎精霊は、もう一方の魔ま鏡きよう精霊を牙きばで噛かみ砕くと、その残ざん骸がいを餓えた獣のようにむさぼった。それだけではない。黒い魔獣の周囲にいた精霊たちが、突然、狂ったようにのたうちまわり、たがいの存在を喰くらいはじめたのだ。

「狂乱が感かん染せんしている……！」

　カミトは昨晩、元素精霊界アストラル・ゼロにあらわれた魔精霊のことを思い出した。

　そして、バスルームで暴走した水精霊のことを。

　理性を失い狂乱した精霊は、力を抑えることができない。みずからの存在が消滅するまで破壊衝動のままにふるまうのだ。

　しかも、あの黒い魔獣は──

（クレアの神威を強制的に奪っている!?）

　クレアは、憔しよう悴すいした表情で闘技場の中央に立ちつくしていた。

　左手に刻まれた、黒い精霊刻印から血が滴り落ちている。

　顔が青ざめ、全身が小刻みに震えていた。立っているのもやっとのようだ。

　あのままでは、命を落とすことになりかねない。

　精霊たちの様子がおかしいことに気付いた観客が、にわかにざわめきはじめた。

　闘技場の中にいる精霊使いの少女たちも、突然、命令を聞かなくなった契約精霊に戸惑っているようだ。

「くそっ、騎士団の連中はなにをしてるんだ!?」

　カミトは闘技場の中を見まわした。明らかな異常事態だというのに、不測の事態に備えているはずの精霊騎士が動いていないのはどういうことか。

　だが、闘技場のゲートに立っている精霊騎士は、全員が虚こ空くうを見つめてその場に突っ立っていた。目の焦点が合っていない。まるで幻惑されているかのように──

「……なんだ？　いったい、なにが起きている？」

「あれは狂精霊です、カミト」

　かたわらのエストが無表情につぶやいた。

「狂精霊？」

「精霊に狂化属性バーサークを付与する憑ひよう依い型の精霊。それほど格の高い精霊ではありませんが、憑依された精霊は理性を失い、自身の存在が消滅するまで戦い続ける」

「憑依──まさか、あの黒い魔獣は〈スカーレット〉なのか!?」

「肯定です。あの火猫ヘルキヤツトはとても強大な精霊、魔精霊にやられた程度で消滅するはずがありません。顕けん現げんする力を一時的に失ってはいたようですが──」

「そうか……」

　炎精霊の火ひ種だねは残っていた。だが、クレアのほうはスカーレットが消滅したと思いこんでいたため、回パ路スを繋つなぐことができなかったのだ。

「──ですが、狂乱したあの状態では、消滅するのも時間の問題」

「ああ、わかってる」

　カミトはうなずいた。

〈スカーレット〉──気高い焔ほのおを纏まとう火猫の姿をした炎精霊。

　それは、クレア・ルージュという少女の焔そのものだ。

　その焔が、狂い、おぞましい魔獣となって精霊たちをむさぼり喰くらっている。

　あんなものが、あいつの──クレアの望んだ焔であるはずがない。

「──エスト。頼む、力を貸してくれ」

「私はカミトの剣。あなたの望むままに」

　エストはカミトの手をそっと握った。冷たく、意外なほどやわらかい手の感触。

「冷れい徹てつなる鋼はがねの女王、魔を滅する聖剣よ──いまここに我が剣となれ！」

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエの展開式レリーズを紡つむぐと同時、エストの身体が光の粒りゆう子しとなって消滅した。

　つぎの瞬間、カミトの手の中に、白銀に輝く片刃の剣が出現する。

　刃やいばに彫られた精霊語の銘なは──〈テルミヌス・エスト〉。

　軽く握っただけで、すさまじい名剣であることがわかる。

「申し訳ありません。本体との回パ路スが閉ざされているので、いまの私ではこれが限界」

　剣の姿となったエストがすまなそうに言った。

「いや、これで十分だ。──いくぞ、エスト！」

　カミトはテルミヌス・エストを構え、黒こく焔えんの荒れ狂う闘技場に飛びこんだ。

　地面に降り立った瞬間、闇やみ色いろの魔獣が牙きばを剥むいて襲いかかってくる。

　振り向きざまに剣を一いつ閃せん。黒焔を薙なぎはらい、クレアのほうへ駆けよった。

「クレアっ！」

「……カミト!?」

　クレアが紅玉ルビーの瞳ひとみを見開いた。

　地面に膝ひざをつき、肩で息をしている。華きや奢しやな身体はいまにもくずおれそうだ。

　左手の精霊刻印から滴り落ちた血が、地面に撒まかれた砂を赤く染めていた。

　刹せつ那な。黒焔の魔獣が、地面を舐なめるように爪つめを薙ぐ。

　空気の焦げる匂におい。砂さ礫れき混じりの熱風がカミトの頬ほおを撫なでる。

「……っ！」

　間一髪。カミトは黒焔の爪を回避。瞬転して黒い炎精霊に斬撃を打ち込んだ。

　弧こを描く銀の剣けん閃せん。剣精霊の精霊魔装エレメンタルヴアツフエは無形の炎さえ斬きり裂く──

　耳をつんざくような悲鳴をあげ、黒焔の魔獣は虚こ空くうに散った。消滅したわけではない。跳ね散った炎はそれぞれの場所で燃えあがり、炎の壁となってカミトを取り囲む。

　カミトは舌打ちし、その場で立ち止まった。

「クレア、しっかりしろ、目を覚ませ！」

「な、なによ……なんであんたがここに──」

　クレアは、とまどいの表情を浮かべ──

「……!?」

　そして、いまはじめて気付いたかのように、愕がく然ぜんと目を見開いた。

　彼女の目に飛びこんできたのは、ひどい惨状だった。

　燃えさかるおぞましい黒い焔ほのお。

　狂乱し、たがいをむさぼりあう精霊の群れ。

　神威カムイを喰くわれて意識を失い、つぎつぎと地面に倒れ伏す学院の生徒たち──

「クレア、これがおまえの求める力なのか？　こんなのが、おまえの焔なのかよ！」

　カミトは吐き捨てるように叫んだ。

　襲いかかってきた焔を剣で斬り払いながら、クレアに向かって手を伸ばす。

「あ、あたし……は──」

　クレアは蒼白な表情で唇を動かし──

　すぐに思い直したように首を横に振った。

「う、うるさいっ！　あたしには……あたしには力が必要なのよ！」

　紅あかいツーテールの髪が激しくはねた。

　クレアの激情にこたえるかのように、黒い焔ほのおはますます燃えさかる。

「……あんたにはわからない。ずっと一人でいた、あたしの気持ちなんて──」

　クレアはうつむき、喘あえぐように言った。

　四年前のあの日、まだ幼かったクレア・エルステインの人生は終わった。

　最愛の姉に裏切られ、両親は投獄され、すべてを失った少女は──

　災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの妹という責めを負って生きてきた。

　一人で強くならなければ、彼女は生きていくことはできなかった。

「……一人じゃねーよ、ばか」

「え？」

　カミトの言葉に──

　クレアはきょとん、として顔を上げた。

「俺おれがいる。俺がおまえのそばにいてやる。だって俺は──」

　カミトは一歩、クレアに近づいた。

　あたりを囲む炎の壁が威嚇するように燃えあがる。

「こ、こないで……」

「クレア──」

「来るなっ！」

　パシィッ──目を閉じて振るった革かわ鞭むちが、カミトの頬ほおを強く打った。

　頬に赤い血が流れる。カミトはそれを拭ぬぐいもせずに、もう一歩──

「……っ!?　どうして避よけないのよ！」

　クレアの桜色の唇が震えていた。

「あ、あてるつもりじゃ……なかったのに」

　クレアの前に立ったカミトは、ゆっくりと片手をふりあげた。

「……っ！」

　叩たたかれると思ったのか、クレアは反射的にきゅっと目をつむる。

　そして──

　……ぽふっ。

「え？」

　クレアは紅玉ルビーの瞳ひとみを大きく見開いた。

　きょとん、とした表情でカミトを見上げる。

「──クレア、俺はおまえの焔が好きだ」

　カミトは、クレアの紅あかい髪をくしゃくしゃとかきまわした。

「……な!?　あ、う……す、好きって……ええっ？」

　カアアッ──クレアの頬ほおがみるみるうちに真まっ赤かに染まる。

「綺き麗れいで、まぶしくて、気高く燃える、おまえの焔ほのおが好きだ」

「あ、う、うう……」

　──だから、その焔を守りたい。

「おまえが力を望むなら──」

　カミトはクレアの目をまっすぐに見つめ、言った。




「俺おれがおまえの契約精霊になってやる」




「カミト……」

　クレアの紅い瞳ひとみにじわりと涙のしずくが浮かび──

　あわててぐしぐしと制服の袖そででぬぐった。

「な、なに言ってるのよ、あんたはもともとあたしの奴ど隷れい精霊なんだからねっ！」

「あー、そうだったな……」

　カミトはやれやれと苦笑して、クレアの頭からそっと手を離す。

　刹せつ那な。咆ほう哮こうをあげ襲いかかってきた黒こく焔えんの魔獣を、剣で斬きりはらった。

　クレアに背を向け、姫君を守る騎士のように立ちはだかる。

「──なあ、スカーレット。おまえ、大切なご主人様のこと忘れちまったのか？」

　投げかけたカミトの言葉に、魔獣の纏まとう黒い焔が一瞬、ゆらいだ。

　スカーレット──その名前に反応したのだろうか。

「……スカーレット？」

　と、クレアが訊きいてくる。

「ああ、おまえの相棒は消滅したわけじゃない。一時的に力を失ってただけだ。いまは、狂精霊に憑ひよう依いされてあんな姿になっているけどな」

「……スカーレットが、生きてる!?」

　ハッと顔を上げるクレア。カミトはこくりとうなずいた。

「ああ、この剣──エストが教えてくれた」

「……それ、まさか、あの剣精霊？」

「そうだ。たぶん、まだ本来の力の十分の一も使いこなせてないけどな」

　テルミヌス・エストを両手に構え、カミトは黒焔の魔獣に向きなおる。

「……」

　クレアは──轟ごう々ごうと猛たける黒い焔をじっと見つめた。

　と、その焔ほのおの中になにを見たのか、急に顔を上げ──

「……そう、あれはスカーレットなのね」

　キッとふりはらうように涙をぬぐった。

「なら──」

「クレア、下がってろ。狂乱した精霊は契約者だって襲うぞ」

　前に出ようとするクレアを、カミトが手で制すと──

　その手を押さえ、クレアは首を横に振った。

「スカーレットが狂乱したのはあたしのせい。だから、あたしが取り戻す」

　──炎よ、我が手に舞い、踊れ！

　桜色の唇から紡つむがれる、精霊語の詠唱。

　途端、彼女の手のひらに小さな火球が生まれる。

「精霊魔術？　そんな小さな火球でなにを──」

「──こうするのよ」

　刹せつ那な、クレアは燃える火球を自分の左手に押しつけた。

　じゅっと肉の焦げる音。

「お、おい、クレア!?」

「……っ、あ、ぐ、うううっ──！」

　ぎりぎりと歯を食いしばりながら、クレアは苦く悶もんのうめきをあげた。

　蒼白な顔。滝のような汗が顎あごをつたって流れ落ちる。

「おまえ……！」

　カミトは、ようやく理解した。

　クレアの左手に新たに刻まれた、黒い精霊刻印──それはあの狂精霊との契約の証あかしだ。

　精霊刻印は、元素精霊界アストラル・ゼロとこの世界を回パ路スを繋つなぐ専用の〈門ゲート〉。

　それが破壊されれば、当然、精霊との契約は破棄される。

　クレアは精霊刻印を物理的に焼き、狂精霊との契約を断ち切ろうとしているのだ！

　グオルォオオオゥゥゥ……

　黒こく焔えんを纏まとう魔獣が、轟ごう風ふうのように荒れ狂った。

　回路が焼き切られたことで、契約者であるクレアと同じ痛みを共有しているのだ。

「ごめん、スカーレット、あたしも……我慢するから──」

　激痛に耐えかね、クレアが膝ひざをついたその瞬間──

　狂乱した魔獣が雄お叫たけびをあげ、クレアに飛びかかった。

「──っ！」

　カミトは素早く踏み込むと、一足飛びで魔獣の懐に入り込む。

　焔を纏う爪つめが髪先を焦がした、その一瞬──すれ違いざまに剣を薙なぐ。

　ひらめく剣けん閃せん。同時に、鉄すらも溶かす灼しやく熱ねつの炎がカミトの全身を襲う──

「カミト！」

　クレアの悲鳴が響きわたる。

　だが、カミトの身体はすでに消えていた。

　剣と爪つめが交差した一瞬、影のように身をかわし、炎精霊の背後にまわっていたのだ。

（──狂乱した精霊はたしかに力が大幅に増す）

　黒い炎精霊が背後を振り返る──が、遅い。

（だが、どうしても動きが単調になるんだ。それじゃ、俺おれには勝てない──）

　カミトは地を蹴けって瞬転、白銀に輝くテルミヌス・エストが閃ひらめき──

　その一太刀で、炎精霊スカーレツトに憑ひよう依いしていた黒い炎を断ち斬きった。

「──クレア、大丈夫か！」

　カミトが駆けよると、クレアは蒼白な顔で地面にへたりこんでいた。

　額にはりついた紅あかい前髪から、汗のしずくがぽたぽたとしたたり落ちている。

「あ……ぐ、う……！」

　喉のどの奥からかすれたような喘あえぎが洩もれる。彼女の左手はひどい火傷やけどになっていた。

　きめの細かいきれいな肌なだけに、焼け爛ただれたその傷きず痕あとはあまりに痛々しい。

　だが、刻まれていた黒い精霊刻印は、あとかたもなく消えていた。

　これで、あの狂精霊との回パ路スは完全に切断されたはずだ。

「無む茶ちやしやがって。ほら、手当てしてやるから見せてみろ」

「へ、平気よ、このくらい……」

　わずかに頬ほおを赤らめ、クレアはふいっとそっぽを向く。

　瞬間、激痛が走ったのか、「ひゃうっ！」と小さな悲鳴をあげて涙目になった。

「なんだよ、素直じゃないな」

「う、うるさいっ、消し炭にするわよ！」

　あいかわらずのクレアの態度に、カミトは苦笑する。

　──でも、これが、いつものクレア・ルージュだ。

　こいつに、あんな悲しそうな顔は似合わない。

「ところで、おまえ──」

　ふいに、カミトは真面目まじめな顔になって訊きいた。

「なによ……」

「狂精霊なんかと、いったいどこで契約したんだ？」

「それは──」

　クレアが言いよどんだ、そのときだ。

「あら、私のプレゼントは、気に入ってもらえなかった？」

　背後から、そんな場違いな声が聞こえてきた。

　優しく、耳じ朶だをうぶ毛でくすぐられるような声。

「……!?」

　聞き覚えがある──どころではない。

　三年間、ずっと──聞くことを焦がれてきた、その声。

　カミトは、ゆっくりと振り返る。

　そこに──

　闇やみ色いろのドレスを着た美しい少女が、くすくすと微笑していた。





　　　　◇






　カミトは凍りついた表情で、その場に立ちつくした。

「まさか……そん、な……」

　そこにいたのは──

　カミトにとって光そのものだった少女。

　冷たい檻おりに心を閉ざしていた少年に、あたたかい光を与えてくれた──

「……レス……ティア？」

　カミトは、かすれた声でつぶやいた。

「──ずいぶんひさしぶりね、カミト」

　闇色のドレスを纏まとった少女は、くすりといたずらっぽく微笑ほほえんだ。

　……信じられない。

　だが、その姿は三年前のあのときのまま。

　その美しい顔は、まちがいなく、カミトの知っている彼女のものだ。

　闇精霊レスティア。

　最強の剣舞姫ブレイドダンサー──レン・アッシュベルの契約精霊。

「レスティア、俺おれは──」

　カミトは手を伸ばし、彼女に近づこうとした。

　だが、足がその場に縫いつけられたかのように、動けない。

　ずっと、三年間も探し続けていた少女が、目の前にいるというのに──

　──なにかがおかしい。精霊使いの直感が告げていた。

　彼女は、あんなふうに微笑んだだろうか。

　それに、彼女が手にしている、あの禍々しい黒い塊はなんだ？

「逢あいたかったわ、カミト。でも──」

　少女が、その黒い塊かたまりを、中央の祭壇に向かって投げ放った。

「……？」

「抱ほう擁ようはまたの機会にしましょう。ほら、あの子が起きてしまうから」

　黒い塊かたまりは空中で霧になると、祭壇に祀まつられた石柱を取り囲む。

　帝都から搬入された、軍用精霊グラシヤラボラスの封印された石柱を。

「レスティア……いったい、なにを──」

　カミトがつぶやいた、そのとき。

　突然、地面が激しく震動した。

「なんだ……!?」

「あら、もう目覚めたみたいね」

「レスティア……？」

「カミト、気をつけて！　そいつよ、あたしにあの狂精霊をあたえたのは！」

　放心しているカミトに向かって、クレアが叫んだ。

「な……に……!?」

　その瞬間、地を揺るがすような咆ほう哮こうがあたりに響きわたる。

　ピシッ──黒い霧に覆われた石柱に大きなひびが入った。

　ズ……ズズ……ズズズズ……！

　ひび割れた石柱の裂け目から、巨大な人間の手が出現する。

　あれは──

（巨人精霊グラシヤラボラスが……狂乱している!?）

　ハッとして振り返る。レスティアがくすくすと笑っていた。

　カミトが一度も見たことのない、どこか悪魔めいた微笑。

「──さようなら、カミト。また逢あいましょう」

「レスティア……どういうことだ!?　どうして君が──」

「これが、あなたの願ったことだからよ」

「……っ!?」

　カミトの顔が凍りつく。

「待って──待ってくれ、レスティア！」

「待ったわ、もう三年間も」

「レスティ……」

　レスティアはもう一度、くすりと微笑ほほえむと、黒い霧となって虚こ空くうに消え去った。

　カミトは脱力したように両手を下げ、その場に呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

　──なにが起きたのかわからなかった。

（レスティアが、クレアにあの狂精霊を与えた……？）

　信じられない。いや、信じたくなかった。

　だが、彼女の姿はまちがいなく、探し続けていた闇やみ精霊のものだ。

　かつての契約精霊。

　ヒトの心を失っていたカミトに、初めてあたたかい光を見せてくれた少女。

　彼女が変わってしまったとすれば、それは──

（俺おれのせいだ……俺が彼女を、違うなにかに変えてしまった）

　三年前の精霊剣舞祭ブレイドダンス。

　レン・アッシュベルとして優勝したカミトは──

　ヒトが決して願ってはならない〈願い〉を叶かなえようとした。

　そのために、彼女を失うことになったのだ。

　どこかで生きているとは信じていた。

　左手に刻まれた、精霊刻印の疼うずきが囁ささやくのだ。

　──彼女はまだ生きていると。まだ罪を贖あがなうことはできると。

　まさか、こんな形で再会することになるなんて──思いもしなかった。

「レスティア……これは俺への罰なのか？」

　だとしたら、あまりに──惨むごい。

　全身の力がふらっと抜け、倒れこむように膝ひざをついた。

　目の前が真っ暗になる。

「カミト!?　ねえ、聞いてるの、カミト！」

　カミトを呼ぶクレアの声も、ぼんやりとしか聞こえない。

　ふたたび、地面が激しく揺れた。

　虚こ空くうに開いた〈門ゲート〉を通って、巨人精霊グラシヤラボラスがこちらへ出てこようとしているのだ。

　闘技場の壁が震動で崩落し、大量の瓦が礫れきがカミトの頭上に降りそそぐ──

　身体ごと押しつぶされる──その寸前。

　パシッ──と、カミトの首に鞭むちが巻き付いた。

「……ぐおっ！」

　乱暴に地面を引きずられ、苦く悶もんの声をあげるカミト。

　直後。カミトのいたその場所に、大量の瓦礫が落下した。

　轟ごう音おん。舞いあがる砂すな埃ぼこり。

　……下敷きになればまちがいなく死んでいた。

「ばかっ！　な、なにやってんのよあんた！」

　頭上でクレアが仁王立ちになって怒鳴った。

「ねえ、死にたいの？　それとも消し炭になりたいの？」

「いや、その二択はないだろ──ぐおっ！」

「ふん、口答えする元気はあるじゃない！」

　クレアはカミトの首を鞭むちで締め上げると、ぐいっと顔を近づけた。

「……」

　鼻先の触れ合うような至近距離。

　強い意志をたたえた紅玉ルビーの瞳ひとみが目の前にある。

　こんなときにもかかわらず、カミトは思わずドキッとした。

「……もうっ、なによ。なんなのよ」

　顔が近すぎることに気付いたのか、クレアは頬ほおを赤くして、わずかに鞭をゆるめた。

「べ、べつに興味があるわけじゃないけど……いちおう、聞いとくわ」

「な、なにをだよ……」

「さっきのあの娘こ、あ、あんたとどういう関係？」

「あいつは──」

　カミトは、透き通ったクレアから瞳から目を逸そらした。

「俺おれの契約精霊──だった」

「精霊？」

　カミトは無言でうなずき、左手の拳こぶしを握りしめた。

「……俺のせいなんだ。俺のせいで、あいつは──」

　ふたたび暗い淵ふちに沈みかけたカミトの思考を──

「だからなによ」

　凛りん、としたクレアの声が引き上げた。

「え？」

「だからなにって言ってるの！」

　クレアはすっと立ちあがると、両手を腰にあて、ツーテールの髪をかきあげた。

　さっきまでの意気消沈した様子は微み塵じんもない。

　なによりも気高く、美しい、紅ぐ蓮れんの焔ほのおがそこにあった。

「いや、だから、俺は……」

　カミトが呆ぼう然ぜんと面食らっていると──

「あんた、さっきあたしに『おれがおまえの契約精霊になってやる』って約束したじゃない！　自分の言葉には責任持ちなさいよねっ！」

　クレアは鞭でカミトの背中をピシパシ打ちすえた。

「痛いてえっ！　な、なにすんだよおまえ！　死人に鞭打ちやがって！」

　思わず立ちあがって怒鳴るカミト。

　クレアはふっと微笑して、

「死人？　だったら一度死んできたら？　ほら、あれを見なさい」

「ああ？」

　カミトが振り向くと──

　虚こ空くうの〈門ゲート〉から、青白い光を放つ巨人精霊グラシヤラボラスが這はい出てきた。

　封印を解かれた戦術級軍用精霊──その全長は十数メートル以上ある。

　巨人精霊が咆ほう哮こうした。たったそれだけで、観客席の半分が吹き飛んだ。

　観客はすでに逃げ出していたようだが、闘技場の外にはまだ大勢の市民がいるはずだ。

　壁に空いた巨大な穴から、広場の様子が見えた。

　悲鳴を上げ、押し合いへしあいしながら逃げだす人々。突如、あらわれた巨人精霊の姿に、広場や大通りは阿あ鼻び叫きよう喚かんの混乱にみまわれる。

　崩壊した闘技場の壁に手をかけ、巨人精霊がゆっくりと歩き出した。

　それだけで、地面が揺れるほどの地響きが起こる。

　あんなものが街へ出たらどうなるか──考えるまでもない。

「学院からの応援を待っていたんじゃ遅いわ。あたしたちでやるしかない」

「……ああ、そうだな」

　だが──カミトは、まだショックから立ち直れていなかった。

　握りしめた〈テルミヌス・エスト〉も、その清せい冽れつな輝きを失っている。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエは、精霊使いの神威カムイによってその真価を発揮する。

　いまのカミトの状態では、剣の強度を維持することさえままならない。

　たとえ戦ったとしても、すぐに折れ砕けるであろうことは目に見えていた。

「……」

　クレアは厳しい表情で、そんなカミトをじっと見つめた。

「まだ寝ぼけてるみたいね。だったら、あたしが目を覚ましてあげるわ」

　それから、なぜか顔を赤らめて、ふいっと目を逸そらす。

　と、つぎの瞬間。

「……っ!?」

　いきなり唇をふさがれた。

　熱い。しっとりと濡ぬれた、やわらかい感触。

　鼻先をくすぐる、かすかな髪の匂におい。

「んっ……」

　数秒後。ゆっくりと唇が離れた。

「目は覚めた？」

「……あ、ああ」

　カミトは惚ほうけたようにうなずいた。

「こ、こんなのは、一度だけ……なんだからね」

　うーっと唇を噛かみ、真まっ赤かになってうつむくクレア。
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　痺しびれるような口づけは、カミトの脳のう裏りからすべての懊おう悩のうを吹き飛ばしてしまった。

「……ショック療法かよ。けど、これは、ちょっと効きすぎだな」

「ふ、ふん、それでいいのよ！　──じゃあ、いくわよ、カミト！」

　顔を真まっ赤かにしたまま、クレアは精霊語の召喚式サモナルを紡つむぐ。

　──紅あかき焔ほのおの守護者よ、眠らぬ炉ろの番人よ！

　──いまこそ血の契約に従い、我が下もとに馳はせ参じ給たまえ！

　すぐさま、クレアの手に燃え盛る炎の鞭フレイムタンが生まれた。

　狂精霊に侵された黒い焔ではない。

　それは気高いクレア・ルージュの焔──スカーレットの精霊魔装エレメンタルヴアツフエだ。

「ありがとう、スカーレット。もう少しだけ力を貸して」

　クレアの想おもいにこたえるように、炎の鞭は轟ごう々ごうとうなりをあげた。

「弱ってるスカーレットに無理はさせられないわ。あたしはサポートに回るから、あんたはあの巨人精霊を叩たたいて」

「ああ、わかった！」

　カミトはしっかりとうなずいて、テルミヌス・エストを握りしめた。

　──そうだ。レスティアのことは、いまは考えなくていい。

　いまは、ただ──

（この跳ねっ返りのお姫様を守るって、約束しちまったからな！）

　剣を構え、カミトは地を蹴けって跳躍した。

「みせてやるよ、クレア・ルージュ！」

　最強の剣舞姫ブレイドダンサー──レン・アッシュベルの剣舞ブレイドダンスを！

　巨人精霊グラシヤラボラスが石壁を砕き、闘技場の外の広場へ足を踏み出した。

　カミトは背後にまわりこむと、ワンステップで飛び込み、足首に剣を突き立てた。

　ヴオオオオオオオン！

　巨人精霊が破壊の雄お叫たけびを上げる──衝撃に吹き飛ばされそうになりながら、カミトは突き立てた剣にしがみついた。

（……っ、なんて破壊力だ！　さすがに軍用精霊ってとこだな！）

　怒りに燃えた巨人の目が、足もとのカミトの姿を捉とらえた。

　狂乱の雄叫びを上げ、その巨岩のような拳こぶしを振り下ろす。

　カミトは剣を抜いて跳びさがると、巨人の腕を踏み台にしてさらに跳躍した。

　頭上にあらわれたカミトを圧殺すべく、巨人精霊が手を伸ばす──

　足首を掴つかまれそうになった──刹せつ那な。

「カミト！」

　クレアが焔ほのおの鞭むちを振るい、その腕を縛りあげた。スカーレットが消耗しているため、精霊を斬きり裂くことはできない。だが、一瞬動きを封じることくらいは可能だった。

　轟ごう々ごうと吹き荒れる風の音。巨人精霊が頭上のカミトに怒りの目を向ける。

　すれ違いざま──カミトは剣を一いつ閃せん。黒い水晶のような眼がん球きゆうを斬りつける。

　刹那。ひび割れた眼球から、黒い霧のようなものが噴きだした。

（あれは、狂精霊か……!?）

　黒い霧が剣にまとわりついた。途端、刃やいばの尖せん端たんが黒く腐ふ蝕しよくしていく。

　カミトはハッとした。──狂精霊は精霊に狂属性を付与する精霊だ。

（エストが侵しん蝕しよくされる──！）

　カミトは身をひねって、黒い霧を振りはらった。

　空中で体勢を崩し、そのまま地面に叩たたきつけられる。

　そこに巨人精霊の拳が振り下ろされた。

　カミトは眼前に剣を構える──が、間に合わない！

「……！」

　巨人精霊の拳が──頭上でぴたりと止まっていた。

　いまにも振り下ろされようとしている腕に、燃える炎の鞭フレイムタンが絡みついている。

「カミト！　いまのうちに、さっさとやりなさい！」

「ああ──」

　カミトは不敵に笑って立ちあがると、剣に意識を集中する。

　剣精霊エストの精霊魔装エレメンタルヴアツフエが、カミトの想おもいにこたえるように輝きを増す。

　地面を蹴けって跳躍。カミトの剣がふたたび宙を舞った。

　そして──

「おおおおおおおおおおおっ！」

　光り輝く閃せん光こうの剣が、巨人精霊グラシヤラボラスの身体を真まっ二ぷたつに切り裂いた。





　　　　◇






　カミトが巨人精霊を斬きり伏せたその瞬間を、クレアはじっと見つめていた。

　光り輝く剣を手に、華麗な剣舞ブレイドダンスを舞うカゼハヤ・カミト──

　それはまるで──

　三年前、精霊剣舞祭ブレイドダンスの舞台で見た、レン・アッシュベルの剣舞のようだった。

（……まさか、ね）

　巨人精霊が光の粒りゆう子しとなって消えた瞬間、炎の鞭フレイムタンは小さな火猫の姿に戻った。

　仔こ猫ねこのように小さくなってしまった炎精霊を、クレアは愛いとおしそうに抱きあげた。

「──ありがとう、スカーレット」
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エピローグ






　──目を覚ますと、カミトはまたベッドの上にいた。

　こんどはリンスレットの部屋ではない。

　大きな書棚や薬品棚があるところを見ると、学院の救護室のようだ。

　……どうやら、また精霊魔装エレメンタルヴアツフエの負荷に耐えかねて気絶したらしい。

　もともと、まだ寝込んでいなければならない体調だったのだ。そんな状態で剣舞を舞えば、こうなるのは必然だった。

（……あー、やっぱ昔のようにはいかないな）

　包帯の巻かれた腕をさすりながら苦笑する。

　精霊使いにとって、三年間のブランクはずいぶん重い。

　ゆっくりとベッドから起きあがろうとした、そのとき。

「起きましたか、カミト」

　どこからかそんな声が聞こえてきた。

「……？」

　きょろきょろとあたりを見まわすが、誰だれの姿も見あたらない。

　と、シーツの中でなにやらもぞもぞと動くものが──

「──って、なんだ！」

　カミトはシーツをガバッとはねのけた。

　そこに──全ぜん裸らの剣精霊がいた。

「……エスト、おまえなにやってんだ！」

「添い寝です、カミト」

　無表情に答えるエスト。

「じゃなくて、なんで俺おれのベッドにいるんだよ！」

「私があなたの契約精霊だからです」

「……」

　……だめだ。こいつも話が通じないタイプだ。

　カミトが頭痛のする頭を抱えた、そのときだ。

　バタンッ──と部屋のドアが急に開き、

「カミト、起きたのね──って」

　入ってきたクレアがその場で固まった。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

「ち、違うぞ、こ、これはだな……」

　カミトはあわてて弁解しようとするが──

　裸ニーソの少女が自分の上にまたがっているこの状況で、なにを言っても無駄だった。

「な、なな、な、な、なにやってんのあんたは─────っ！」

　クレアの手に、燃えさかる炎の鞭フレイムタンが生まれた。

「邪魔よ剣精霊、そいつを消し炭にするから、そこをどきなさい！」

「いいえ、私はカミトの契約精霊。カミトを守る義務がある」

「よ、よく聞きなさい剣精霊。カ、カミトはあたしの奴ど隷れい精霊なんだから、カミトの契約精霊であるあんたもあたしのものよ！」

「そうなのですか、カミト？」

「う、いや、それは……」

　カミトが口ごもっていると──廊下のほうから声が聞こえてきた。

「ほら、お嬢様。早くいかないとクレア様に先を越されてしまいますよ」

「さ、先を越されるなんて、そんな、わたくしはべつに──」

「……む、リンスレットにキャロル、こんなところでなにをしている？」

「き、騎士団長？　あなたこそなぜここに……!?」

「風王騎士団シルフイードの代表として、このたびのカミトの働きに感謝の意を表しにきたのだ。べ、べつに他意があるわけではないぞ！」

　そんなことを話しながら──三人のお姫様たちがドアを開けた。

　そして同時に──ベッドの上のエストを目撃する。

「なっ！」「まあ！」「なん……ですの!?」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　エリスの手に〈風翼の槍レイ・ホーク〉が。

　リンスレットの手に〈氷の魔弓〉が、それぞれ出現する。

　そしてキャロルの手には、どこから取り出したのかなぜかフライパンが。

「カミト、なにか最後に言い残すことはある？」

　クレアが炎の鞭を振りながらにっこりと笑った。

「ま、まて、これは、違──おわあああああっ！」

　カミトの脳天に、炎の鞭が容赦なく振り下ろされる。

　精霊使いの宴──〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の開催は二ヶ月後だ。





──ＦＩＮ
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あとがき






　──あんたがあたしの契約精霊になりなさいっ！




　というわけで、はじめまして、あるいはお久しぶりです、志し瑞みず祐ゆうです。

　新シリーズ『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』、ここに開幕しました！

　このお話は、主人公の少年カミトが、精霊使いを養成する学院で凶暴な美少女クレアと出会い、共に一大バトルトーナメント──〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を目指して戦う異世界ファンタジー×バトルアクションです！

　武器へと変化する契約精霊──〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉を駆使して戦う美少女たち、女の子しか使役できないはずの精霊となぜか契約できてしまう主人公の少年、少年の左手に刻まれた刻印の秘密、聖剣に封じられた強大な封印精霊、そしてツンデレお姫様×３（メイド付き）＋クールキュートな謎なぞの女の子──などなど盛りだくさんの内容で、とにかく楽しく書かせていただきました。「消し炭にするわよっ！」が口癖の優秀だけど凶暴な美少女ヒロイン、クレアの奴ど隷れい精霊（？）にされてしまったカミトの運命やいかに……！

　あ、バトルといっても基本は学園ラブコメなので、カミトをめぐる女の子たちの恋のバトルもどんどんデッドヒートしていきますよ！　これからも「ラブ増量、面白さ倍増、バトル上等！」を目指してがんばっていきますので、読者の皆様もどうか気軽に楽しんでいただければ幸いです！

　謝辞です。新シリーズを始めるにあたって本当に多くの方のお世話になりました。

　まずは最高にキュートな美少女＋精霊を描いてくださった桜さくらはんぺん先生、本当にありがとうございました。新たなラフをいただくたびにごろごろ悶もだえました。女の子の表情やポーズがとても魅力的です。女の子も可愛かわいいけど猫も素晴らしく可愛いです。

　原稿を何度も読んでくださったＭＦＪの綺き羅ら星ぼし☆こと庄しよう司じ様、貴重なアドバイスやアイデアをいただき本当にありがとうございました。いつも感謝感謝です。

　三み坂さか編集長、校正様、装丁様、営業様、その他この作品に関かかわって下さったすべての皆様にありがとうございます。

　そして、一番の感謝はこの本を手にとってくださった読者の皆様に。志し瑞みずが本を出させてもらえるのは皆様の応援あってのことです。アンケートは本当に嬉うれしいです！

　──それでは、また二巻で会おうじゃなイカ！





二〇一〇年　一一月　志瑞祐ゆう
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